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ご注意

本書の内容を無断で転載する こ とは禁止されています。
© 株式会社 ミ マキエンジニア リ ング

All Rights Reserved.Copyright 　©2010.9 MIMAKI ENGINEERING Co., Ltd.

ご注意

株式会社 ミ マキエンジニア リ ングの保証規定に定める ものを除き、 本製品の使用
または使用不能から生ずるいかなる損害 （逸失利益、 間接損害、 特別損害または
その他の金銭的損害を含み、 これらに限定し ない） に関し て一切の責任を負わな
いものと し ます。
また、 株式会社 ミ マキエンジニア リ ングに損害の可能性について知ら されていた
場合も同様と し ます。
一例と し て、 本製品を使用し てシー ト 等の損失やシー ト を使用し て作成された物
によ って生じ た間接的な損失等の責任負担も し ないものと し ます。
本装置を使用し たこ とによる金銭上の損害および逸失利益または第三者からのい
かなる請求についても、 当社は一切その責任を負いかねますので、 あらかじめご
了承 く だ さい。

おねがい

● この取扱説明書は、内容について十分注意し てお り ますが、万一ご不審な点な
どがあ り ま し たら、 販売店または弊社営業所までご連絡 く だ さい。

● この取扱説明書は、 改良のため予告な く 変更する場合があ り ます。

★ 本書記載の名称は、 一般に各社の商標または登録商標です。
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電波障害自主規制

この装置は、 ク ラス A 情報技術装置です。 この装置を家庭環境で使用する と電波妨害を引き起こすこ
とがあ り ます。 この場合には使用者が適切な対策を講ずるよ う要求される こ とがあ り ます。

VCCI-A

この装置の接続において、 当社指定のケーブルを使用し ない場合は、 VCCI ルールの限度を超える こ と
が考えられます。 必ず、 当社指定のケーブルを使用し て く だ さい。

テレビ／ラジオの受信障害について

本書が解説する製品は、 使用時に高周波が発生し ます。 このため、 この製品が不適切な条件下で設置
または使用された場合、 ラジオやテレビの受信障害が発生する可能性があ り ます。
し たがって、 特殊なラジオ／テレビに対し ては保証し てお り ません。
も し も、 この製品がラ ジオ／テレビ受信の障害原因と思われま し たら、 この製品の電源を切る こ と に
よ り ご確認いただけます。 電源を切る こ と によ り受信障害が解消されればこの製品が原因と考え られ
ます。
も し障害の原因なら、 次の手順のいずれか、 あるいはい く つかを組み合わせてお試し く だ さい。
●テレビやラジオのアンテナの向きを変え、 受信障害の発生し ない位置を さがし て く だ さい。
●この製品から離れた場所にテレビやラジオを設置し て く だ さい。
●この製品とは別の電源供給路にある コ ンセン ト にテレビやラジオを接続し て く だ さい。
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はじめに

この度は、CG-FXII/CG-FXII Plus シ リーズカ ッ テ ィ ングプロ ッ タ をお買いあげいただき、誠にあ りがと
う ございます。

CG-FXII/CG-FXII Plus シ リーズカ ッ テ ィ ングプロ ッ タは、 高速マーク （ ト ンボ） 読み取り機能に対応し
た、 高機能カ ッ テ ィ ングプロ ッ タ です。

本取扱説明書をよ く お読みにな り、 本プロ ッ タ を安全に、 かつ効果的にお使いいただけますよ う お願
い申し上げます。

取扱説明書について

● 本書は、 CG-FXII/CG-FXII Plus シ リーズカ ッ テ ィ ングプロ ッ タ （以後本装置と称し ます） の、 操作
やメ ンテナンスなどの取り扱いについて説明いた し ます。

● 本書をお読みにな り、 十分理解し てからお使い く だ さい。 また、 本書をいつも手元に置いてお使い
く だ さい。

● 本書は、 本装置をお使いになる担当者のお手元に確実に届 く よ う お取りはからい く だ さい。
● 本書は、 内容について十分注意し て作成し ていますが、 万一不審な点があ り ま し たら、 販売店また

は弊社営業所までご連絡 く だ さい。
● 本書は、 改良のため予告な く 変更する場合があ り ます。 ご了承 く だ さい。
● 本書が焼失／破損などの理由によ り読めな く なった場合は、 新しい取扱説明書を弊社営業所にてお

買い求め く だ さい。
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本装置のご紹介

本装置の持つ特長をご紹介し ます。 本書で説明する操作方法と併せて作図のご理解にお役立て く だ さ
い。

マークセンサー機能

高精度マーク読み取り センサーによ り、 シー ト に描かれたマーク （ ト ンボ） を自動的に読み取り、 距
離補正、 作図原点設定、 シー ト の傾き補正を行う こ とができます。

ロールシー ト ス ト ッパー機能

ロールシー ト ス ト ッパー機構によ り ロールシー ト の蛇行を低減。 また、 シー ト 送り出し面の改良によ
り、 ロールシー ト のジャムを低減。 無駄な ト ラ ブルを解消し ます。

２ 段階ク ラ ンプ圧力切替機能

シー ト ク ラ ンプ機構を ２ 段階圧力切り替え構造と し、 使用可能なシー ト のレンジを広げま し た。 強圧
力ではク ラ ンプ圧力を大幅にア ッ プ し、 長尺カ ッ ト 時のシー ト のス リ ッ プを防止し ます。
弱圧力では、 シー ト に作図時のグ リ ッ ト ローラによる傷付きを抑えます。 

新型カ ッ ターホルダー

先端キャ ッ プ構造の新規カ ッ ターホルダーは、ペンキャ リ ッ ジに取り付けた状態で回転ノ ブによ り、刃
先出し量の調整ができます。 （旧カ ッ ターホルダーも使用可能）

フ ロン ト ローデ ィ ング機能

ロール置き台を正面側に取り付ける と、 ロールシー ト を フ ロン ト ローデ ィ ング し てカ ッ テ ィ ングがで
きます。 （オー ト シー ト カ ッ ター使用時は不向きです。）

最大 ６ 本のシー ト をセ ッ ト 可能

ロール置き台を最大 ６ セ ッ ト まで、 脚に取り付ける こ とができます。 塩ビシー ト の色替え作業が簡単
です。

プ ラグイ ン カ ッ テ ィ ングソ フ ト 標準添付

プ ラグイ ン ソ フ ト FineCut で、 Illustrator 上で編集し た文字やイ ラス ト を簡単、 綺麗にカ ッ テ ィ ングす
る こ とができます。

オー ト シー ト カ ッ ト 機能

ロールシー ト や端材のシー ト を、 自動で裁断する こ とができます。
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安全にお使いいただ く ために

マーク表示について

本書では、 マーク表示によ り操作上の注意内容を説明し ています。 注意内容によ り表示するマークは
異な り ます。 各マーク標示の持つ意味をご理解し、 本装置を安全に正し く お使い く だ さい。

マーク表示の例 1

本書の説明文の中によ く 使用し ているマークです。

マーク表示の例 2

★ 「警告」 マークは、 表示の指示を無視し て誤った取り扱いをす
る と、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示
し ています。必ずよ く お読みにな り、ただ し く お使い く だ さい。

★ 「注意」 マークは、 表示の指示を無視し て誤った取り扱いをす
る と、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害
のみの発生が想定される内容を示し ています。

★ 操作を行う上で、 注意する点を説明し ています。

● 「ヒ ン ト 」 マークは、 知っ てお く と便利な こ とが書かれていま
す。 操作の参考にし て く だ さい。

● 関連し た内容の参照ページを示し ています。

マークは、 注意 （危険 ・ 警告を含む） を促す内容がある こ

と を告げる ものです。 中に具体的な注意事項 （左図の場合は
感電注意） が描かれています。

記号は、 禁止の行為である こ と を告げる ものです。 図の中

や近傍に具体的な禁止内容 （左図の場合は分解禁止） が描かれ
ています。

記号は、 行為を強制し た り、 指示する内容を告げる もので

す。図の中に具体的な指示内容 （左図の場合は差し込みプ ラグ
を コ ンセン ト から抜いて く だ さい） が描かれています。
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 警 告
分解 ・ 改造はし ない 電源ケーブルの取り扱い

★ 本装置の分解 ・ 改造は、 絶対に
し ないで く だ さい。
感電や故障の原因にな り ます。

★ 付属の電源ケーブルを使用 し て く
だ さい。

★ 電源ケーブルを傷つけた り、破損し
た り、 加工 し ないで く だ さ い。 ま
た、 重い物をのせた り、 加熱 し た
り、ひっぱった りする と電源ケーブ
ルが破損し、 火災 ・ 感電の原因にな
り ます。

湿気の多い場所では使用し ない ★ 電 源 ケ ー ブ ルの プ ラ グ は、 接 地
（アース） 極性付きのコ ンセン ト に
接続し て く だ さい。本機の故障や感
電、 も し く は火災につながるおそれ
があ り ます。

★ コ ンセン ト の増設には、感電事故防
止のため接地 （アース） 工事が必要
です。必ず電気工事士の免許を持っ
た人が電気工事 （C 種接地工事 （特
別第 3 種接地工事）） を し て く だ さ
い。

★ 湿気の多い場所の使用や、 装置
に水をかけないで く だ さ い。 火
災や感電、 故障の原因にな り ま
す。

異常事態の発生

★ 万一、 煙が出ている、 変な臭い
がするなどの異常事態のまま使
用する と、 火災 ・ 感電の原因に
な り ます。 すぐ に、 電源ス イ ッ
チをオ フ に し て、 その後必ずプ
ラグを コ ンセン ト から抜いて く
だ さ い。 煙が出な く なるのを確
認し てから、 販売店または弊社
営業所に修理 を ご 依頼 く だ さ
い。
お客様によ る修理は危険ですか
ら絶対におやめ く だ さい。
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設置場所の注意

設置上の注意

 注意

直射日光が当たる場所 水平でない場所

温度や湿度の変化が激しい場所 振動が発生する場所

次の環境下でお使い く だ さい。
使用環境 ： 20 ～ 35 ℃
35 ～ 65 % (Rh)

エアコ ンなどの風が直接当たる場所 火を使う場所

 注意

★ 子供が立ち入るおそれのある場所に本機を設置し ないで く だ さい。
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使用上のご注意

 注意

可動部分に注意 カ ッ ターについて

★ 回転中のグ リ ッ ド ローラには触
れないで く だ さい。
指の皮や爪をはいでけがをする
場合があ り ます。

★ カ ッ ト （作図） 中は、 可動部分
に顔や手を近づけないで く だ さ
い。 髪の毛を巻き込んだ り、 け
がをする場合があ り ます。

★ 作業の妨げに な る よ う な 服装
（ダブついた服装、 装飾品など）
で作業し ないで く だ さい。
また、 長い髪の毛は束ねて く だ
さい。

★ カールのきついシー ト は、カールを
取り除いてから使用し て く だ さい。
カールがきつい と、 カ ッ ト （作図）
に影響を及ぼし ます。

振動が発生する場所

★ カ ッ ターの刃先は鋭利です。触らな
いで く だ さい。

★ カ ッ タ ーホルダーは振ら ないで く
だ さい。
刃先が飛び出す場合があ り ます。

その他、 使用上の警告と注意

★ 本機に子供を近づけないで く だ さ
い。
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警告ラベルについて

本装置には、 警告ラベルが貼ってあ り ます。 警告ラベルの内容を十分理解し て く だ さい。
警告ラベルが汚れて読めな く な った り、 剥がれた場合は、 新し い安全ラベル （機器に貼っ てある もの
と同一のもの） を販売店または弊社営業所にてお買い求め く だ さい。

No. 注文番号 ラベル 内容

1 M904451
稼動中のカ ッ タ ーやグ リ ッ ト ローラー
に触 ら ない よ う に注意 し て く だ さ い。
ケガをするおそれがあ り ます。

2 M903405 カ ッ ターに注意し て く だ さい。

3 M906144 高温部を示し ています。



x

本書の読み方

表示パネルとキーの表記

本取扱説明書では、 操作手順と合わせて操作パネルの 「表示パネル」 に表示する文字や、 使用するキー
を説明し ています。 P. 1-7

使用中に確認し ながら、 操作を進めて く だ さい。

表示パネル表記

表示パネルは、 右の図のよ う に四角い枠の中に、 表示する内容を
文字表記し ます。
操作手順の説明文に合わせて、 確認し ながら操作を進めます。
設定値を入力する場合など、 カーソルのある位置が点滅し ます。
表示パネルの点滅部分を、 網掛けで表示し ます。
表示パネルに表示する設定項目やメ ッ セージを、文章中では [ デー
タ ク リ ア ]、 [CT1] の様に [ 　 　 ] を使用し て説明し ています。

操作キー

本取扱説明書では、 操作キーを文章中で 【カ ッ コ】 を使用し て説
明し ています。

【 】 【 】 はジ ョ グキーを意味し ます。
その他の操作キーは、 【FUNCTION】 のよ う に操作キーの名称を
【 　 　 】 の中に表記し ます。 P. 1-7

ﾃﾞｰﾀ ｸﾘｱ ＜ ENT ＞

CT1 020 050 0.30
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1 章
ご使用の前に

本装置の各部の名称や設置方法など、 ご使用の前に知っ ておきたいこ と について説
明し ます。

本章の内容
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シー ト センサー............................................................................................................................................... 1-12
ペン ラ イ ン ......................................................................................................................................................... 1-12

スケールシールについて ......................................................................................................................................... 1-13
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シー ト の測り方............................................................................................................................................... 1-13

ケーブルの接続............................................................................................................................................................. 1-14
USB ド ラ イバの接続について................................................................................................................. 1-14
イ ン ターフ ェ イスケーブルの接続........................................................................................................ 1-14
電源ケーブルの接続 ..................................................................................................................................... 1-15

モー ド について ............................................................................................................................................................. 1-16
ノ ッ ト レデ ィ モー ド ..................................................................................................................................... 1-16
ローカルモー ド ............................................................................................................................................... 1-16
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フ ァ ン クシ ョ ンモー ド ................................................................................................................................ 1-16
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付属品の確認

本装置には、 以下の付属品を同梱し ています。
不足し ている ものや外観に異常がないかご確認 く だ さ い。 異常があった場合は、 販売店または弊社営
業所までご連絡 く だ さい。

脚部梱包箱

品名 数量 備考

足 Assy 2

脚 Assy 2

組立説明書 1

M5 ボル ト 26

L 型レンチ 1

増し締め用パイプ 1

L 型レンチ

足 Assy （2 本）

組立説明書

脚 Assy （2 本）

M5 ボル ト （使用数 26 本） 増し締め用パイプ
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本体梱包箱

ペンアダプ タ

本体 カ ッ ターホルダー 偏芯用 偏芯替刃塩ビ低圧用

スケールシール

ボールペン

ロールバー （2 本）
補助バー （1 本）

ロールホルダー （2ヶ） 上下脚ステー （各 1 本）

ロールステー Assy
ス ト ッパー付ロールステー Assy

電源ケーブル 接地アダプ タ

取扱説明書 （本書） CD-ROM 
保証書
または

無償保証登録のお願い
（WEB 登録案内）

ケーブルク ラ ンプ

（上）

（下）

紙パッ ケージ
各種マニュアルについて
* ダウンロー ドのご案内

または、 または、

FineCut
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品名 品番 数量 備考

本体 - 1

カ ッ ターホルダー 偏芯用 SPA-0090 1

偏芯替刃塩ビ低圧用 SPB-0030 1

ボールペン - 1 黒、 市販品 ( ぺんて る株式会社 　 製品番号 ：
K105-A、 K105-GA)

ペンアダプ タ SPA-0169 1

ケーブルク ラ ンプ - 4 電源ケーブルやイ ン タ ー フ ェ イ スケーブルの
固定に使用し ます

スケールシール（ ミ リ ・イ ンチ） - 各 1 端材シー ト の測定用と し て使用し ます

ロールバー - 2

補助バー - 1

ロールホルダー - 2

上下脚ステー - 各 1

ロールステー Assy - 1

ス ト ッ パ ー 付 ロ ー ル ス テ ー
Assy

- 1

電源ケーブル - 1

接地アダプ タ - 1

取扱説明書
または、
各種マニュアルについて

- 1 取扱説明書 ：
本書
各種マニュアルについて ：
ダウンロー ド案内

FineCut
（CD-ROM ま たは紙パ ッ ケ ー
ジ）

- 1 CD-ROM ：
FineCut, USB ド ラ イバ
※USB ド ラ イバーはダウン ロー ド 案内の場合
があ り ます。
紙パッ ケージ ：
シ リ アルナンバーシールが同封されています。
ソ フ ト ウ ェ ア本体は弊社ホームページ よ り ダ
ウンロー ド し て く だ さい。

保証書 　 （または 　
無償保証登録のお願い（WEB 登
録案内））

- 1



1-5

各部の名称とはたら き

本体前面

名称 はたら き

1 ピンチローラー  シー ト のサイズに合わせて、左右に移動できます。シー ト をグ リ ッ ド ローラー
に押し付けて送り出し ます （ P. 1-9）

2 「PINCH ROLLER
SETTINGS」 マーク

ピンチローラーをセ ッ ト する位置を示し ています。 P. 1-9

3 ト レ イ 小物を置 く こ とができます。 ただ し、 カ ッ ターは危険ですので子供の手の届か
ない場所に置いて く だ さ い。 ト レ イの上に、 重い物を乗せないで下さ い。 カ
バーが変形し、 キャ リ ッ ジ と接触する こ とがあ り ます。

4 キャ リ ッ ジ ペンを持ち、 左右に移動し ます。 ペンをア ッ プ／ダウン させます。 P. 1-8

5 操作パネル 本装置の操作と各機能の設定を行います。 P. 1-7

6 ク ラ ンプレバー レバーを奥側に倒すと ピンチローラーが下がり、 シー ト を保持し ます。

7 ペン ラ イ ンゴム ペン ラ イ ンゴム上でカ ッ ト や作図を行います。 P. 1-12

8 ペン ラ イ ンスポンジ ペン ラ イ ンスポンジ上でパウンシング、 点線カ ッ ト を行います。 P. 1-12

9 シー ト センサー シー ト の有無と シー ト の長さ を検出し ます。 プ ラテン前方 ・ 後方に計 2 箇所あ
り ます。 P. 1-12

10 ロールス ト ッパー シー ト をセ ッ ト する時に、ロールシー ト が回転するのを防ぎます。 P. 2-17

11 ゲージシール 端材シー ト をセ ッ ト する時の目安にし ます。 P. 1-13

12 グ リ ッ ト ローラ ピンチローラ と対にな り、 シー ト を送り出し ます。 P. 1-9

1 2 3 4 5 6

7

8

9

10

11

12

13

14
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本体背面

13 プ ラテン プ ラテンに沿ってシー ト が移動し ます。

14 電源スイ ッ チ 電源のオン／オフ を し ます。 P. 2-7

名称 はたら き

1 シー ト センサー （背面） シー ト の有無と シー ト の長さ を検出し ます。 プ ラ テン前方 ・ 後方に計

２ 箇所あ り ます。 P. 1-12

2 AC イ ンレ ッ ト 付属の電源ケーブルを接続し ます。  P. 1-15

3 ロールバー ロールシー ト を 2 本のバーの上にセ ッ ト し ます。

4 ロールステー ロールバー受けです。 

5 補助バー ロールシー ト を上下にセ ッ ト し た場合、 下段のロールシー ト が上段の
ロールシー ト に触れるのを防ぎます。

6 RS-232C
イ ン ターフ ェ イスコネク タ

RS-232C 準拠のイ ン ターフ ェ イスコネク タ です。
ホス ト コ ンピ ュータのRS-232C用コネク タ と イ ン ターフ ェ イスケーブ

ルで接続し ます。 P. 1-14

7 USB
イ ン ターフ ェ イスコネク タ

USB のイ ン ターフ ェ イスコネク タ です。
ホス ト コ ンピ ュータのUSB コネク タ と イ ン ターフ ェ イスケーブルで接

続し ます。 P. 1-14

8 強弱レバー シー ト を押さ える圧力の強弱を切り替えます。  P. 1-11

1

2

3

4

5

6

7

8
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操作パネル

1 表示パネル SPEED （速度） 、 PRESSURE （圧力） 、 OFFSET （オフセ ッ ト ） 等の
ツール条件、 ツールの座標、 各種機能およびエ ラー メ ッ セージを表
示し ます。

2 POWER ラ ンプ 本装置の電源をオンにする と点灯し ます。

3 【DATA CLEAR】 キー 受信し たデータ を消去し ます。 P. 3-10

4 【FANCTION】 キー 各種機能設定メ ニューに入り ます。

5 ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 矢印方向にキャ リ ッ ジやシー ト を移動し た り、設定値を変更し ます。

P. 1-7

6 【END】 キー 直前に入力し た値のキャ ンセルや、 設定メ ニューを一つ前の階層に
戻す場合に使用し ます。
シー ト 検出の時、 シー ト の幅のみを検出する場合に使用し ます。

7 【ENTER / HOLD】 キー 1 段下の階層メ ニューに移動する場合や、 設定値の確定に使用し ま
す。
また、 カ ッ ト （作図） 中にシー ト のずれを直す場合に使用し ます。 

8 【FEED】 キー シー ト 送り を実行し ます。 P. 3-10

9 【TOOL】 キー ツールの選択と ツール条件を設定し ます。

10 【REMOTE】 キー リ モー ト モー ド と ローカルモー ド を切り替えます。
また、 動作中に押すと一時停止し ます。 開始する と きは、 再度押し

ます。 P. 3-6

1 2 3 4 5 6

10 9 8 7
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ジ ョ グキーについて

ジ ョ グキーは、 使用する タ イ ミ ングによ り機能が異な り ます。

（シー ト 検出 P. 2-14）

キャ リ ッ ジ

キャ リ ッ ジには、 カ ッ ト 用のペン型カ ッ ターや、 作図用の水性ボールペンを取り付けるためのツール
ホルダーが付いています。
また、 用紙や ト ンボを検出するためのセンサーと、 シー ト 裁断用の裁断カ ッ ターが付いています。
ラ イ ト ポイ ン タは、 ト ンボを読み取るための位置合わせの時に赤色に点灯し ます。
なお、 ト ンボ検出の設定が OFF 以外の時、 ク ラ ンプレバーを奥側に倒すと消灯し、 手前に倒すと点灯
し ます。
ただ し、 ク ラ ンプレバーを手前に倒し、 5 分間何も動作し ない場合は、 ラ イ ト ポイ ン タは自動的に消灯
し ます。

シー ト 検出前 シー ト 検出後 機能選択時 設定値入力時

シ ー ト 幅 と シ ー ト 先
端 を 検 出 し ま す。
（ロール後セ ッ ト ）

キ ャ リ ッ ジ を 左へ移
動し ます。 － －

シ ー ト 幅 と シ ー ト 先
長を検出し ます。
（ハザイ後セ ッ ト ）

キ ャ リ ッ ジ を 右へ移
動し ます。 － －

シ ー ト 幅 と シ ー ト 先
端を検出し ます。
（ロール前セ ッ ト ）

シ ー ト を 奥へ移動 し
ます。

1 つ前の機能に戻り ま
す。

1 つ前の値を選択し ま
す。

シ ー ト 幅 と シ ー ト 長
を検出し ます。
（ハザイ前セ ッ ト ）

シ ー ト を 手前に移動
し ます。

次の機能に移り ます。 次の値を選択し ます。

ツールホルダー
裁断カ ッ ター

センサー

ラ イ ト ポイ ン タ
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ピンチローラ とグ リ ッ ト ローラ

ピンチローラ 1 と ピンチローラ 2 の間がキャ リ ッ ジの移動範囲にな り ます。
セ ッ ト するシー ト の幅に合わせ、 ピンチローラ を適切なグ リ ッ ト ローラ上に移動し ます。 ピンチロー
ラの移動範囲は下記の通り です。
「PINCH ROLLER SETTINGS」 マーク を目安にピンチローラ を動かし て く だ さい。

ピンチローラ 1 と 2 の移動範囲

★ 本装置を使わない時は、 ピンチローラ を上げた状態にし て く だ さい。

★ 回転し ているグ リ ッ ト ローラーに触れないで く だ さい。
皮膚が削れた り、 グ リ ッ ト ローラ と プ ラ テンに挟まれてケガをするおそれがあ り ま
す。

★ ピンチローラーはグ リ ッ ト ローラから外れた り、 ずれた位置へセ ッ ト し ないで く だ
さ い。 適正な位置にセ ッ ト し ていない場合、 エ ラーにな り シー ト 検出を正し く 行 う
こ とができません。

★ ピンチローラ を 3 個使用する場合、 中央のピンチローラはシー ト の中央付近に配置
し て く だ さい。 片寄った位置に配置する と、 シー ト がズレる原因にな り ます。
また、 ピンチローラ を 4 個使用する場合 （CG-160FXII (Plus)）、 ピンチローラは均等
に配置し て く だ さい。

★ CG-75FXII (Plus)、 CG-130FXII (Plus) でピンチローラ 3 を使用し ない場合、 左端のピ
ンチローラ退避位置に移動するか、 使用する ピ ンチローラ数を設定し て く だ さ い。
（ P. 3-58）
ピンチローラ退避位置以外に使用し ないピンチローラが配置し てある と、 用紙検出
が正常に行われません。

「PINCH ROLLER SETTINGS」 マーク

ピンチローラ

グ リ ッ ト ローラ

白マーク
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CG-75FXII (Plus)

CG-130FXII (Plus)

CG-160FXII (Plus)

単位 （mm）

単位 （mm）

単位 （mm）



各部の名称とはたら き
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ク ラ ンプ

強弱レバーによ り、 シー ト を押さ える力を 2 段階に変える こ とができます。
使用するシー ト に合わせ、 ク ラ ンプ力を選んで く だ さい。

CG-75FXII (Plus)、 CG-130FXII (Plus)

CG-160FXII (Plus)

★ 両端にある ク ラ ンプのク ラ ンプ力は、 必ず強モー ド でご使用下さい。
弱モー ド で使用する と、 シー ト ズレの原因にな り ます。
中間のク ラ ンプは、 用途に合わせてモー ド をお選び く だ さい （下表参照）

強弱レバー 用 　 途

強モー ド • 塩ビシー ト のカ ッ ト
• 厚紙 (70 kg 以上 ) を使用する場合

弱モー ド • ピンチローラの押さ え跡を小さ く し たい場合

強モー ド ：強弱レバーを上げる 弱モー ド ：強弱レバーを下げる

強モー ド ：強弱レバーを上げる 弱モー ド ：強弱レバーを下げる

★ シー ト の種類、 送り量そ し て幅の長さによ り、 シー ト がず
れる場合があ り ます。
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シー ト センサー

シー ト センサーは、 シー ト の有無と シー ト 長を検出し ます。
プ ラテン前方 ・ 後方に各一カ所ずつ、 計 2 箇所あ り ます。

ペン ラ イ ン

ペン ラ イ ンには、 ペン ラ イ ンゴムとペン ラ イ ンスポンジの 2 種類あ り ます。
ペン ラ イ ンゴムではカ ッ ト や作図を行い、 ペン ラ イ ンスポンジではパウンシングや点線カ ッ ト を行い
ます。
ツールの取り付け位置によ って、 使用するペン ラ イ ンが異な り ます。

シー ト センサー

ペン ラ イ ンゴム

ペン ラ イ ンスポンジ
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スケールシールについて

スケールシールは、 端材シー ト の長さ を測定するための目盛りのついたシールです。
本体に貼って使用し ます。
メ ー ト ルと イ ンチの 2 種類あ り ます。

スケールシールの貼り方

1. シールを端から少 し ずつはがし、 本体に貼 り 付けていき ま

す。

プ ラテン下部の図の位置に貼り ます。

シー ト の測り方

シー ト は右の図のよ う に測り ます。 スケールシール
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ケーブルの接続

USB ド ラ イバの接続について

USB ド ラ イバの接続は、 付属の FineCut の中に入っている 「USB ド ラ イバイ ンス ト ールガイ ド」 をご
参照 く だ さい。

1. 付属の FineCut の CD を コ ンピ ュータにセ ッ ト し ます。

2. メ ニューから [CD-ROM の内容 ] を ク リ ッ ク し ます。

3.  お使いになるプロ ッ タに合わせ [Mimaki USB1.1 Driver] フ ォルダの中から [usb11_installguid(ja).pdf]

を開いて く だ さい。

イ ン ターフ ェ イスケーブルの接続

本装置は、 次の 2 種類のイ ン ターフ ェ イスを装備し ています。
ホス ト コ ンピ ュータに合わせて選択し て く だ さい。
• RS-232C 準拠のイ ン ターフ ェ イス
• USB イ ン ターフ ェ イス

★ USB 以外のケーブルの接続は、 必ず本装置およびホス ト コ ンピ ュータの電源をオフ
にし て行って く だ さい。

★ データ転送中は、 ケーブルの抜き差し を し ないで く だ さい。

★ USB ケーブル接続時にウ ィ ザー ド を表示し た場合、 画面の指示に従って く だ さい。

★ 使用する イ ン ターフ ェースに合わせた通信条件の設定が必要です。

★ コネク タの抜き差しは丁寧に行っ て く だ さ い。 無理な力が加わる と、 破損の原因に
な り ます。

USB コネク タ

RS-232C 準拠のイ ン タ ー
フ ェ イスコネク タ

RS-
232

C

USB

USB コネク タ

RS-232C 準拠のイ ン タ ー
フ ェ イスコネク タ

CG-FXII シ リーズ CG-FXII Plus シ リーズ
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電源ケーブルの接続

イ ン ターフ ェ イスケーブルを接続後、電源ケーブルを接続し ます。
電源ケーブルは、 下記の電源仕様のコ ンセン ト に接続し て く だ さ
い。

• 電圧 AC100 ～ 240V±10%
• 周波数 50/60Hz±1%
• 容量 100W 以上 （2A 相当）

● 2 極のコ ンセン ト を使用する場合は、 電源ケー
ブルのプ ラ グに付属の接地アダプ タ を接続 し
ます。 接地アダプ タの緑色の線 （アース線） を
アース処理し て く だ さい。
アース処理できない場合は、電気工事店にご相
談 く だ さい。

★ アースは必ず取って く だ さい。
アースを取らずに接続する と、本装置を壊し た
り感電する恐れがあ り ます。



1-16

モー ド について

本装置には、 次の ４ つのモー ドがあ り ます。
各モー ド について説明し ます。

ノ ッ ト レデ ィ モー ド

シー ト 検出する前のモー ド です。 【REMOTE】 キー以外のキーが有効です。

ローカルモー ド

シー ト 検出後のモー ド です。
全てのキーが有効です。
コ ンピ ュータからのデータ を受信できます。 ただ し、 カ ッ ト （作図） は行いません。
ローカルモー ド では以下の操作が可能です。

1. ジ ョ グキーを押し てシー ト 検出や原点を設定し ます。
2. 【TOOL】 キーを押し てツールの選択と ツール条件の設定を行います。
3. 【DATA CLEAR】 キーを押し て、 受信し たカ ッ ト （作図） データ を消去し ます。
4. 【FUNCTION】 キーを押し て、 各種機能を設定し ます。
5. 【FEED】 キーを押し て、 使用する分のシー ト をあらかじめ引き出し ます。

リ モー ト モー ド

受信し たデータ を カ ッ ト （作図） し ます。
カ ッ ト （作図） 中に、 【REMOTE】 キーを押すと一時停止し ます。

フ ァ ン クシ ョ ンモー ド

ローカルモー ド時に、 【FUNCTION】 キーを押すと フ ァ ン クシ ョ ンモー ド にな り ます。
各機能の設定を行います。



2 章
基本的な操作方法

ツールの取り付け方から カ ッ ト （作図） までの、手順や設定方法について説明し ます。

本章の内容

作業の流れ..........................................................................................................................................................................2-2
ツールを取り付ける ......................................................................................................................................................2-3
電源を入れる .....................................................................................................................................................................2-7
ツール条件の設定...........................................................................................................................................................2-8
シー ト を取り付ける ................................................................................................................................................... 2-13
テス ト 作図 （試し切り） の実行........................................................................................................................... 2-20
カ ッ ト （作図） を開始する .................................................................................................................................... 2-21
電源を切る ....................................................................................................................................................................... 2-23

★ ツール条件などの設定値を保存中は、 表示パネルに下記のよ う に表示し ます。 表示
中は、 絶対に電源を切らないで く だ さい。

★ 設定値が正常に保存できなかった場合は、 次回電源を入れた時に設定値は工場出荷
時の値に戻り ます。

*! ﾃﾞ - ﾀ ｾｰﾌﾞ ﾁｭｳ !*
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作業の流れ

電源を入れる こ とから カ ッ ト （作図） が終了するまでの作業の流れです。
各項目の詳細説明は、 参照ページをご覧 く だ さい。

ツールを取り付ける P. 2-3

電源を入れる P. 2-7

ツール条件の設定 P. 2-8

シー ト を取り付ける P. 2-13

テス ト 作図 （試し切り） の実行 P. 2-20

カ ッ ト （作図） を開始する P. 2-21

電源を切る P. 2-23
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ツールを取り付ける

本装置では、 以下のツールを使用する こ とができます。
カ ッ ター / ペン （水性ボールペン） / パウンシングピン （オプシ ョ ン）
カ ッ ターを使用する場合は、 取り付ける前にカ ッ ターの刃先を調整し ます。

カ ッ ター刃の取り付け

1. カ ッ ターホルダーのキャ ッ プを緩めます。

2. ピ ンセ ッ ト 等で低圧刃をつまみ、 カ ッ タ ーホルダーに入

ます。

3. カ ッ ターホルダーのキャ ッ プを締めます。

● カ ッ ターの刃先の交換および付属品以外のカ ッ ターの刃先調整については、 付録を

参照し て く だ さい。 （ P. 5-4）

★ 刃先は鋭利なので、 指で触らないで く だ さ
い。

★ カ ッ タ ーホルダーを振ら ないで く だ さ い。
刃先が飛び出す場合があ り危険です。
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カ ッ ターの刃先調整

使用する カ ッ ターおよびシー ト に合わせ、 刃先の出し量を調整し ます。
刃先の調整後、 カ ッ ト 条件の設定および試し切り を行い、 切れ具合を確認し て く だ さい。
付属のカ ッ ターは、 ペンキャ リ ッ ジにカ ッ ターを取り付けたまま、 刃先の出し量を調整できます。

刃先の出し量

*1 ： フ ィ ルムの厚さ ＜ ベース紙の厚さ

参考 ： 刃先の出し量 =0.3 ～ 0.5mm （切れない場合交換し て く だ さい）

● 調整ノ ブを右側に回すと刃が出ます。 （1 周で 0.5mm）

★ 台紙にカ ッ ター跡が若干付 く 程度に圧力を調整し て く だ さい。

★ 台紙の厚さがフ ィ ルムの厚さ よ り薄 く 、 正確なカ ッ ト 品位を得られない場合、 刃先
の出し量を変更する と良い結果が得られる場合があ り ます。

調整ノ ブを回す

切り込み量 =
（フ ィ ルムの厚さ + 台紙の厚さ） *1

2



ツールを取り付ける
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カ ッ ターの取り付け方

ツールは、 キャ リ ッ ジのツールホルダーに取り付けます。
ツールホルダーの奥側または手前側にツールをセ ッ ト する こ とができます。
ツールによ って と りつける位置が異な り ます。

取り付け手順

1. ツールホルダーにカ ッ ターを入れます。

カ ッ ターのツバをホルダーの溝に合わせます。

2. ツールホルダーのツマ ミ を時計方向に回し、 ツールを固定し

ます。

奥側のホルダー ペン ラ イ ンゴム上で、 ペン書き、 塩ビシー ト 等のカ ッ ト ができます。

手前側のホルダー ペン ラ イ ンスポンジ上で、 パウンジング、 点線カ ッ ト ができます。

★ ツールホルダーには、 2 本のツールを同時に付ける こ とはできません。

★ 手前のスポンジで、 塩ビシー ト のカ ッ ト を行わないで く だ さ い。 正確な圧力がシー
ト にかからず、 カ ッ ト に悪影響を与えます。

★ 奥側のゴムでは、 パウンシングはできません。

★ ツールは確実に固定し て く だ さい。
ツールの固定が緩いと、 正確なカ ッ ト （作図）
品質を得る こ とができません。

手前側のホルダー 奥側のホルダー

ツバ

ツマ ミ



2-6

ボールペンの取り付け方

取り付け手順

1. ペンアダプ タにキャ ッ プをかぶせます。

キャ ッ プはペンの高さ を調整するために使用し ます。

2. ペンをペンアダプ タに差し込みます。

ペン先がキャ ッ プに突き当たるまで差し込みます。

3. ペン先を固定し ます。

その状態で固定ネジを時計回り に締めます。

4. キャ ッ プを と り外し ます。

5. ペン をつけたペン アダプ タ を奥側のツールホルダーに入れ

ます。

6. ツールホルダーのツマ ミ を時計方向に回し、 ツールを固定し

ます。

★ 市販ボールペンを使用する場合は、 直径 8mm ～ 9mm のペンをご使用 く だ さい。 画
質は、 ペンによ って変わる こ とがあ り ます。
下記のボールペンを推奨いた し ます。
ぺんてる株式会社 　 製品番号 ： K105-A、 K105-GA

★ 下記のよ う なボールペンは、 ペンアダプ タ で保持し た場合、 ペンが傾き カバーに当
たる場合があ り ます。
突起物や段差があるペン
太さが変わるペン

★ ペンアダプ タの固定ネジは、締めすぎないよ う
に注意し て く だ さい。ボールペンが割れる こ と
があ り ます。

★ 固定ネジが妨げにな ら ない方向にセ ッ ト し て
く だ さい。
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電源を入れる

1. 電源スイ ッ チの 「｜」 マーク側を押し ます。

2. POWER ラ ンプが緑色に点灯し ます。

シー ト 吸着用のフ ァ ンが回り ます。

3. 受信バッ フ ァのチ ェ ッ ク を行います。

その後、 現在選択し ているツールの条件を LCD に表示し ます。

★ 電源をオンする前に、 ピンチローラが上がっているか確認し て く だ さい。

★ 本装置の電源は、 ホス ト コ ンピ ュータの電源をオンに し てから、 電源スイ ッ チをオ
ンにし て く だ さい。 電源を入れる順番を間違える と、 誤動作の原因にな り ます。

● 電源を入れる と、 各モー ド に移り ます。 モー ド
については P. 1-16 を参照し て く だ さい。

★ 電源を切った後に再度電源を入れる場合は、約
5 秒以上の時間をあけて く だ さい。

フ ァ ームウ ェ ア
のバージ ョ ン

BOOT

CG IIc-13F     2.50

BUFFER = 31744KB

CT1 020 050 0.30
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ツール条件の設定

ツール条件には、 カ ッ ト 条件／作図条件／パウンシング条件があ り ます。
使用するツールにあわせて、 SPEED/PRESSURE/OFFSET/ 打点間隔を設定し ます。
ツール条件の設定は、 ローカルモー ド で 【TOOL】 キーを押し てツール条件を選択後、 各設定値を入力
し ます。

★ PRESSURE （カ ッ ト 圧力） を強 く 設定し たまま、 刃先の出し量のみで カ ッ ト 調整を
行わないで く だ さい。
刃先の出し量を少な く し て強い PRESSURE でカ ッ ト し た場合、 カ ッ ト 中に異音がす
る こ とがあ り ます。 また、 カ ッ ターホルダーの底面と シー ト が擦れてシー ト 表面に
傷がついた り、 カ ッ ト 品質が低下するおそれがあ り ます。

● パウンシング （PIN）、 カ ッ ト 条件 （HLF） は、 設定機能の [ パウンシング ]、 [ テンセ
ン カ ッ ト ] を設定し ていない場合は表示し ません。

CT1 020 050 0.30

CT2 020 080 0.30

CT3 005 150 0.30

CT4 020 060 0.30

CT5 020 070 0.30

PEN 040 060

PIN 040 080 002P

HLF 020 040 0.30

カ ッ ト 条件 （CT1 ～ CT5）

カ ッ ターを使用する場合のツール条件。 （ P. 2-9）

作図条件 （PEN）

ペンを使用する場合のツール条件。 （ P. 2-11）

カ ッ ト 条件 （HLT）

穴あけ （パウンシング） を使用する場合の条件。（ P. 2-11）

カ ッ ト 条件 （HLF）

点線カ ッ ト を行う ための条件。 （ P. 2-12）
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カ ッ ト 条件 （CT1 ～ CT5） を設定する

カ ッ ターを使用する場合のツール条件を登録し ます。
カ ッ ト 条件は一度に 5 種類の条件 (CT1, CT2, CT3, CT4, CT5）を登録できるので、使用するシー ト やカ ッ
ターによ り使い分けて登録する こ とができます。
カ ッ ト 条件を設定する と、 捨て切り （刃先方向合わせ） 動作 （ P. 3-42） を し ます。

設定値 ：

    CG-FXII シ リーズ

    CG-FXII Plus シ リーズ

● OFFSET について
値を大き く する と、 角張った字形にな り ます。 値を小さ く する と、 角が丸ま った字
形にな り ます。 シー ト の厚みや刃先の種類によ り変更し ます。
付属のカ ッ ターを使用する際は、 0.30 mm に設定し て く だ さい。

SPEED 1 ～ 10cm/s （1cm/s ステ ッ プ）
15, 20, 25, 30, 35, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100cm/s

PRESSURE 10 ～ 20g （2g ステ ッ プ）
20 ～ 100g （5g ステ ッ プ）
100 ～ 400g （10g ステ ッ プ）

OFFSET 0.00 ～ 2.50mm （0.05mm ステ ッ プ）

SPEED 1 ～ 10cm/s （1cm/s ステ ッ プ）
15, 20, 25, 30, 35, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100cm/s

PRESSURE 10 ～ 20g （2g ステ ッ プ）
20 ～ 100g （5g ステ ッ プ）
100 ～ 500g （10g ステ ッ プ）

OFFSET 0.00 ～ 2.50mm （0.05mm ステ ッ プ）

★ シー ト の幅が 800mm 以上の場合、 最大カ ッ ト スピー ドが制限されます。 （CG-75FXII
(Plus) は除 く ）

CT1 050 100 0.30

SPEED
カ ッ ト （作図） する速度。

PRESSURE
カ ッ ト する圧力。

OFFSET
カ ッ タ ーの刃先が カ ッ タ ー
ホルダ中心か ら ずれてい る
量。

カ ッ ターホルダ

刃先

オフセ ッ ト
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設定手順

1. 【TOOL】 キーを押し て、 カ ッ ト 条件を入力する カ ッ ト 番号を

選択し ます。

こ こでは [CT2] を選択し ます。

2. ジ ョ グキー 【 】 または 【 】 で SPEED の値を変更し ます。

値を大き く する と速度が速 く な り、 値を小さ く する と速度が遅 く な
り ます。

3. 【ENTER/HOLD】 キーまたはジ ョ グキー 【 】 を押し て カー

ソルを PRESSURE に移動し ます。

前の設定項目に戻る場合は、 ジ ョ グキー 【 】 を押し ます。

4. ジ ョ グキー【 】または【 】で PRESSURE の値を変更し ます。

5. 【ENTER/HOLD】 キーまたはジ ョ グキー 【 】 を押し て カー

ソルを OFFSET に移動し ます。

前の設定項目に戻る場合は、 ジ ョ グキー 【 】 を押し ます。

6. ジ ョ グキー 【 】 または 【 】 で OFFSET の値を変更し ます。

7. 【ENTER/HOLD】 キーまたはジ ョ グキー 【 】 を押し て設定

値を確定し ます。

● 20g 未満の PRESSURE の場合、 SPEED は 10cm/s 以下を目安に設定し て く だ さい。
ツールが浮いてカスレや切り残しの原因にな り ます。

● 幅が 1200mm 以上のシー ト をセ ッ ト し た場合、 シー ト 保護のためにカ ッ ト 速度を最
高 60cm/s に制限し ます。 （カ ッ ト 速度を 60cm/s 以上に設定し てある場合も、 最高
60cm/s に制限し ます。）

● カ ッ ト 線分を 1000mm 以上指定し た後は、カ ッ ト 速度を常に最高 60cm/s に制限し ま
す。

● CG-160FXII (Plus) では、 カ ッ ト 幅が広いため、 装置の左端側では駆動モーターから
遠 く な り、 カ ッ ト 品質が低下する傾向があるため、 全カ ッ ト 領域での品質を均一化
させるため、 カ ッ ト 位置が左端に近づ く に従って加速度を低減させます。 このため、
カ ッ ト 線分が短いと見た目のカ ッ ト 速度が遅 く なったよ う に感じ られます。

● 速度制限がな されている場合で も、 デ ィ スプレ イ表示速度は制限されていないもの
と な り ます。

CT2 020 080 0.30

CT2 050 080 0.30

CT2 050 080 0.30

CT2 050 100 0.30

CT2 050 100 0.30

CT2 050 100 0.35

CT2 050 100 0.35
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作図条件 （PEN） を設定する

ペンを使用する場合の条件を登録し ます。
SPEED と PRESSURE の値を設定し ます。 OFFSET の設定項目はあ り ません。

設定値 ：

設定手順

カ ッ ト 条件の設定 （ P. 2-9） と同じ です。

手順 1 で 「PEN」 を選択し て く だ さい。

作図条件の参考値 ：

パウンジング条件 （PIN） を設定する

パウンシングの設定 （ P. 3-48） が ON のと き、パウンシング （PIN） 条件を登録する こ とができます。

OFFSET は、 打点間隔値 （Ｐ） に変わり ます。

設定値 ：

  CG-FXII シ リーズ

  CG-FXII Plus シ リーズ

SPEED 1 ～ 10cm/s （1cm/s ステ ッ プ）
15, 20, 25, 30, 35, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100cm/s

PRESSURE 10 ～ 20g （2g ステ ッ プ）
20 ～ 100g （5g ステ ッ プ）
100 ～ 150g （10g ステ ッ プ）

● 作図条件の参考値
シー ト を カ ッ ト する前に、 試し書きを行い文字やマーク を確認し ます。

ペンの種類 SPEED PRESSURE

水性ボールペン (0.3mm) 40cm/s 60g

油性ボールペン 40cm/s 150g

市販のボールペン 40cm/s 70 ～ 110g

SPEED 1 ～ 10cm/s （1cm/s ステ ッ プ）
15, 20, 25, 30, 35, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100cm/s

PRESSURE 10 ～ 20g （2g ステ ッ プ）
20 ～ 100g （5g ステ ッ プ）
100 ～ 400g （10g ステ ッ プ）

打点間隔 1 ～ 100mm （1mm ステ ッ プ）

SPEED 1 ～ 10cm/s （1cm/s ステ ッ プ）
15, 20, 25, 30, 35, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100cm/s

PRESSURE 10 ～ 20g （2g ステ ッ プ）
20 ～ 100g （5g ステ ッ プ）
100 ～ 500g （10g ステ ッ プ）

打点間隔 1 ～ 100mm （1mm ステ ッ プ）
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設定手順

カ ッ ト 条件の設定 （ P. 2-9） と同じ です。

手順 1 で 「PIN」 を選択し て く だ さい。

点線カ ッ ト 条件 （HLF） を設定する

点線カ ッ ト の設定 （ P. 3-48） が ON の場合、 点線カ ッ ト （HLF） 条件を登録する こ とができます。

点線カ ッ ト の設定では以下の設定項目があ り ます。 （ P. 3-48）

• ハーフ カ ッ ト プレス ： 用紙を切り残す圧力
• ハーフ カ ッ ト チ ョ ウ ： 用紙を切り残す長さ
• カ ッ ト チ ョ ウ ： 用紙を切り抜 く 長さ

カ ッ ト 条件を設定する と、 捨て切り （刃先方向合わせ） 動作 （ P. 3-42） を し ます。

設定値 ：

   CG-FXII シリーズ

    CG-FXII Plus シリーズ

設定手順

カ ッ ト 条件の設定 （ P. 2-9） と同じ です。

手順 1 で 「HLF」 を選択し て く だ さい。

SPEED 1 ～ 10cm/s （1cm/s ステ ッ プ）
15, 20, 25, 30, 35, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100cm/s

PRESSURE 10 ～ 20g （2g ステ ッ プ）
20 ～ 100g （5g ステ ッ プ）
100 ～ 400g （10g ステ ッ プ）

OFFSET 0.00 ～ 2.50mm （0.05mm ステ ッ プ）

SPEED 1 ～ 10cm/s （1cm/s ステ ッ プ）
15, 20, 25, 30, 35, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100cm/s

PRESSURE 10 ～ 20g （2g ステ ッ プ）
20 ～ 100g （5g ステ ッ プ）
100 ～ 500g （10g ステ ッ プ）

OFFSET 0.00 ～ 2.50mm （0.05mm ステ ッ プ）
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シー ト を取り付ける

本装置には、 端材シー ト またはロールシー ト を取り付ける こ とができます。
シー ト は、 ピンチローラーとグ リ ッ ト ローラーで保持し ます。
シー ト に合わせ、 ピンチローラーの位置を設定し ます。

ピンチローラーは 3 つあ り ます。 （CG-160FXII (Plus) は 4 つあ り ます。）
コ シのないシー ト 、幅の広いシー ト やフ ィ ルムなどの台紙がすべりやすいシー ト をセ ッ ト する場合、ピ
ンチローラーをシー ト の両端と中央に各 1 ずつ （CG-160FXII (Plus) は中間に 2 つ） 配置し ます。
幅の狭いシー ト では、 中央にピンチローラーを配置する必要はあ り ません。

設定可能なシー ト 幅

カ ッ ト （作図） 範囲について

最大カ ッ ト エ リ ア （カ ッ ト （作図） 範囲） は、 ピンチローラーの位置、 使用するツール、 および原点
の位置 （ P. 3-49） によ り変わり ます。 下図の白部が最大カ ッ ト エ リ ア と な り ます。

★ 中央にピンチローラーを使用し た場合、 シー ト にグ リ ッ ト ローラーの跡がつ く こ と
があ り ます。

mm inch

CG-75FXII (Plus) 90 ～ 1040 24, 30, 36, 40

CG-130FXII (Plus) 90 ～ 1580 24, 30, 36, 42, 48, 50, 52, 60, 62

CG-160FXII (Plus) 90 ～ 1880 24, 30, 36, 42, 48, 50, 52, 60, 62

原点を右下に設定 原点を中心に設定

CG-75FXII (Plus) 0.76m×51m 0.76m×3m

CG-130FXII (Plus) 1.3m×51m 1.3m×3m

CG-160FXII (Plus) 1.6m×51m 1.6m×3m

テンセン カ ッ ト
パウンシング

通常カ ッ ト
ペン書き

デッ ド スペース：カ ッ ト できない範囲
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シー ト 検出について

取り付けたシー ト に合わせジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 または 【END】 キーを押すと、 シー ト の
幅 ・ 長さ を検出できます。 （ P. 1-8）

シー ト 検出の方法

シー ト をピンチローラで保持する と、 表示パネルが次のよ う に表示し ます。
セ ッ ト し た用紙の方向に合わせ、 ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 を押し ます。

★ シー ト 長の検出を行 う と、 受信し たデータがシー ト よ り大きな場合、 シー ト からは
み出し た部分のカ ッ ト はできません。
シー ト 長の検出を行わない場合、 シー ト からデータがはみ出し た時点でカ ッ ト 動作
が終了し ます。

★ シー ト センサー機能を [OFF] に設定する と、 ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 を押
し ても、 【END】 キーを押し た と き と同じ検出 （シー ト 幅のみ検出） を行います。

★ シー ト 前端、 シー ト 後端の最大検出長は 3m です。

検出開始位置

最大 3m

検出後の原点

シー ト 前端
前端面検出時

シー ト 前端
後端面検出時

最大 3m

検出後の原点

R セ ッ ト
シー ト を後側 （Rear） からセ ッ ト

ﾛｰﾙ  ∧ F ∨  ﾊｻﾞｲ

F セ ッ ト
シー ト を前側 （Front） からセ ッ ト

ﾛｰﾙ  ＜ R ＞  ﾊｻﾞｲ
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シー ト 検出には、 次の 5 つの方法があ り ます。

キー
ロ ー ル 紙 を 後 ろ に

セ ッ ト

端材を後ろにセ ッ ト シー ト 幅のみ検出

検出方法

シー ト 幅を検出後、 シー ト の
先端を検出

シー ト 幅を検出後、 シー ト を
前後にフ ィ ー ド し てシー ト 長
を検出

シー ト 幅のみ検出し ます。

検出後のシー ト
サイズ表示例

キー ロール紙を前にセ ッ ト 端材を前にセ ッ ト

検出方法

シー ト 幅を検出後、 シー ト の
後端を検出

シー ト 幅を検出後、 シー ト を
前後にフ ィ ー ド し てシー ト 長
を検出

検出後のシー ト
サイズ表示例

★ 検出サイズが 3m 以上の時は表示が、 **** にな り ます。

● 長尺シー ト を使用する場合や、 シー ト を引き出し た状態でシー ト の途中から使用す
る場合などはシー ト 検出に時間がかかり ます。 このよ う な場合は、 【END】 キーを押
し てシー ト 幅のみ検出する こ と で検出時間が短 く な り ます。

B

原点手前 原点手前

B

A

原点

手前

B

A=**** B=123 A=567  B=123 A=**** B=123 

原点

B

B

A

原点

A=**** B=123 A=567  B=123
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ハザイ （端材） シー ト の取り付け方

取り付け手順

1. シー ト をプ ラテンに通し ます。

ク ラ ンプレバーを手前に倒し てピンチローラ を上げ、 シー ト の右
端をプ ラテンの縦リ ブを目安にセ ッ ト し ます。

または、 シー ト の手前をプ ラテン と平行に合わせます。

2. シー ト 幅に合わせ、 ピンチローラ を移動し ます。

3. ク ラ ンプレバーを奥側に倒し、 ピンチローラ を下げます。

次のよ う に表示が変わり ます。

4. ジ ョ グキー 【 】 または 【 】 を押し、 [ ハザイ ] を選択し ます。

（「シー ト 検出について」 P. 2-14）

【 】 ： シー ト を装置後側からセ ッ ト し た場合

【 】 ： シー ト を装置前側からセ ッ ト し た場合

5. [ ローラ スウ セン タ ク ] が [ON] に設定し てある場合、 使用

するピンチローラ数を選択し ます。

ジ ョ グキー 【 】 または 【 】 を押し て選択し ます。 

★ ピンチローラは、 シー ト の端から 5mm 以上内
側に移動し て く だ さ い。 シー ト フ ィ ー ド 中に
シー ト が外れる原因にな り ます。

ﾛｰﾙ   ＜ R ＞  ﾊｻﾞｲ

ﾛｰﾙ   ∧ F ∨  ﾊｻﾞｲ

ﾋﾟﾝﾁﾛｰﾗ ｽｳ   :   3 ｺ
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6. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

シー ト 検出を し てから捨て切り動作 （ P. 3-42） を実行し ます。

右のよ う に表示が変わり ます。

ロールシー ト の取り付け方

ロールシー ト を使用する場合は、 ロールステーを取り付ける必要があ り ます。
ロールステーの取り付け方については、 「組立説明書」 を参照し て く だ さい。

取り付け手順

1. ロールバーをロールステー ASSY にセ ッ ト し ます。 

シー ト の外径に応じ て1または2の溝にロールバーをセ ッ ト し ます。 

2. ロールシー ト をセ ッ ト し ます。

ロールシー ト をロールバーにのせます。

スケールシールを目安に位置を決めます。

シー ト をプ ラテンに通し、ピンチローラ をシー ト の幅に合わせて移
動し ます。

★ 3m 以上ある端材シー ト の検出はできません。

● シー ト の外径が 3inch 以上の場合、 1 と 3 の溝
へセ ッ ト し ます。

● シー ト の外径が 3inch 以下の場合、 2 と 3 の溝
へセ ッ ト し ます。

★ ピンチローラは、 ロールシー ト の端から 5mm
以上内側に移動し て く だ さい。シー ト フ ィ ー ド
中にシー ト が外れる原因にな り ます。

シー ト の検出サイズを表示

 A=654    B=459 

CT1 020 050 0.30

mm 表示

現在設定し ている
ツール条件を表示

ロールバー

ロールステー ASSY

123



2-18

3. ロールシー ト をロールホルダーで固定し ます。

ロールホルダーをシー ト の両端に移動し、 ネジを締めて固定し ま
す。

4. ス ト ッパーをロ ッ ク し ます。

ロ ッ ク レバーを奥側に押し、 ロ ッ ク し ます。

5. シー ト を保持し ます。

シー ト をピン と引っ張り、たるみを除きます。 ク ラ ンプレバーを奥
側に倒し ます。

• 電源が入っている場合
吸着フ ァ ンが回り、 ロールシー ト を吸着し ます。

• 電源が入ってない場合
吸着フ ァ ンが回らないため、シー ト がゆがまないよ う に左手で押
さ えながら、 ク ラ ンプレバーを奥側に倒し ます。

シー ト がたるみな く セ ッ ト できている こ と を確認し てから、ク ラ ン
プレバーを奥側に倒し て く だ さい。

6. ス ト ッパーを解除し ます。

ス ト ッパーを手前側に引きます。

7. 表示パネルの表示が変わり ます。

ジ ョ グキー 【 】 または 【 】 を押し て [ ロール ] を選択し ます。 

（「シー ト 検出について」 P. 2-14)

【 】 ： ロールシー ト を装置後側にセ ッ ト し た場合

【 】 ： ロールシー ト を装置前側にセ ッ ト し た場合

★ ロールホルダーはシー ト 幅よ り 2 ～ 3mm 程度
あけて固定し ます。
両端を強 く 固定する と ロールが回転で きず、
シー ト を送れない場合があ り ます。

● ス ト ッパーは、ロールシー ト を引き出し た と き
に、 シー ト が回転するのを防ぎます。

★ ス ト ッパーを解除し ないと、シー ト フ ィ ー ド中
にブザー音がし て装置が停止し ます。

ロ ッ ク

解除

ﾛｰﾙ   ＜ R ＞  ﾊｻﾞｲ

ﾛｰﾙ   ∧ F ∨  ﾊｻﾞｲ
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8. [ ローラ スウ セン タ ク ] が [ON] に設定し てある場合、 使用

するピンチローラ数を選択し ます。

ジ ョ グキー 【 】 または 【 】 を押し て選択し ます。 

9. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

シー ト 幅を表示後、 捨て切り動作 （ P. 3-42） を実行し、 現在設

定されているツール条件を表示し ます。  

10. 使用する長さのシー ト を引き出し ます。

【FEED】 キーを使用し てシー ト を引き出し ます。

★ ロールシー ト を使用する前に、 あらかじめ使用する長さ分のシー ト を引き出し余裕
を持たせておきます。
シー ト を送り出すこ と で、 事前にシー ト ズレがないか確認する こ とができます。

ﾋﾟﾝﾁﾛｰﾗ ｽｳ   :   3 ｺ

A=****  B=559 

CT1 020 050 0.30
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テス ト 作図 （試し切り） の実行

テス ト 作図 （試し切り） を実行し て、 ツール条件の設定が適切かど うかを確認し ます。
試し切り を実行する と、 2 つの正方形を カ ッ ト し ます。

操作手順

1. ローカルモー ド である こ と を確認し ます。

2. 【FUNCTION】 キーを押し ます。

3. [ セイホウケイ ] を選択し 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

試し切り を行い、 終了する と ローカルモー ド に戻り ます。

[ カ クニン フ ィ ー ド ] の設定が ON だった場合、 作図結果確認の繰り出し

フ ィ ー ド ・ ヘ ッ ド横移動が行われます。

（「確認フ ィ ー ド機能の設定をする ［カ クニン フ ィ ー ド］」 P. 3-61)

4. 【ENTER/HOLD】 キーを押し てフ ィ ー ド ・ 移動を戻し、 終了する と

ローカルモー ド に戻り ます。

正方形の切れ具合によ り、 カ ッ ト 条件の設定をやり直し ます。

● ツール条件の設定が適切な場合は、 試し切り結果が以下のよ う にな り ます。
• 2 つの正方形をはがし て、 切れていない部分がない
• ベース紙が切れていない
• 正方形の角が丸 く ない
• 正方形の角がめ く れていない

症状 原因

切れていない部分がある SPEED が速 く 、 刃先が浮き上がっている

シー ト のベース紙が切れている PRESSURE が強い、 刃先の出し量が大きい ( P. 2-4）

角が丸い OFFSET の値が不適正

角がめ く れている 刃先の出し量が大きい （ P. 2-4）

CT2 020 050 0.30

ｾｲﾎｳｹｲ         ＜ ENT ＞ 

ｾｲﾎｳｹｲ         ＜ ENT ＞ 

CT2 020 050 0.30

ﾊﾞｯｸﾌｨｰﾄﾞ         ＜ENT＞ 

CT2 020 050 0.30
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カ ッ ト （作図） を開始する

ツールやシー ト の取り付け、 ツール条件の設定後、 カ ッ ト （作図） を開始し ます。

原点の設定

原点とは、 カ ッ ト （作図） するデータの基準と なる点です。
カ ッ ト （作図） を開始する と きは、 必ず原点を設定し て く だ さい。

1. 原点と なる位置へキャ リ ッ ジを移動し ます。

【 】 ： キャ リ ッ ジを右側へ移動

【 】 ： キャ リ ッ ジを左側へ移動

【 】 ： シー ト を奥側へ移動

【 】 ： シー ト を手前側へ移動

2. 【ENTER/HOLD】 キーを押し て原点を登録し ます。

有効カ ッ ト エ リ アを表示し た後、 ツール条件を表示し ます。

● カ ッ ト （作図） を実行する前に、 以下の設定を確認し て く だ さい。
• 原点の設定 （ P. 2-21）

• コマン ド原点位置の設定 （ P. 3-49）

• コマン ド切り替え設定 （ P. 3-53）

• 命令の優先順位 （ P. 3-55）

• 通信条件の設定 （ P. 3-54）

• 最大サイズ返答値 （ P. 3-55）

★ 次のデータ を カ ッ ト する場合は、 原点位置を再設定し て く だ さい。
原点位置を変更し ない と、 前回カ ッ ト （作図） し たデータの上を カ ッ ト （作図） し
て し まいます。

● 【TOOL】 キーを押す度に、 ツールがア ッ プ／ダ
ウン し、正確な位置に原点を設定する こ とがで
きます。

新しい原点

** ｹﾞﾝﾃﾝ **

A=XXXX   B=XXXX

CT1 020 050 0.30
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カ ッ ト （作図） 開始

1. 原点を設定後、 【REMOTE】 キーを押し ます。

表示が変わり、 リ モー ト モー ド にな り ます。

2. ホス ト コ ンピ ュータからデータ を送信し ます。

データ を受信する と、 カ ッ ト （作図） し ながら、 データの残容量を
表示し ます。

3. カ ッ ト （作図） を終了する と、 現在選択し ているツールを表

示し ます。

カ ッ ト （作図） の一時停止

カ ッ ト （作図） 中に一時停止する場合は、 【REMOTE】 を １ 回押し ます。 も う一度押すと、 カ ッ ト （作
図） を再開し ます。

エラー メ ッ セージを表示し たら、 【REMOTE】 を押し てカ ッ ト （作図） 再開し て し ま うか、 データ ク リ
ア （ P. 3-10） を実行し て く だ さい。

● 一時停止中に動作を伴う機能、 またはコマン ド座標系に影響する操作を実行する と、
エラー メ ッ セージを表示し ます。

★ カ ッ ト （作図） 中にシー ト が外れた場合、 すみやかに電源を切っ て く だ さ い。 シー
ト が外れたままカ ッ ト （作図） を続ける と、 本体を傷つける原因にな り ます。

CT1 ** ﾘﾓｰﾄ **

CT1  * 1356KB *

CT1 ** ﾘﾓｰﾄ **

PEN ** ﾘﾓｰﾄ **

カ ッ ター選択時

ペン選択時

ｴﾗｰ 34 CUT ﾃﾞｰﾀ ｱﾘ
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電源を切る

プロ ッ タの使用が終了し たら、 電源スイ ッ チの 「○」 側を押し て電源を切り ます。
電源を切る前に、 データ を受信中でないか確認し て く だ さい。

1. データ を受信中でないか確認し ます。

リ モー ト モー ド またはローカルモー ド の表示である こ と を確認 し
ます。

2. 前面にある電源スイ ッ チを押し ます。

操作パネルの POWER ラ ンプが消灯し ます。

★ 電源を切った後に再度電源を入れる場合は、約
5 秒以上の時間をあけて く だ さい。

CT1 ** ﾘﾓｰﾄ **

CT1 020 050 0.30
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ジ ョ グモー ド による機能

こ こでは、 ジ ョ グ機能への切り替えやメ ニューの操作方法について説明し ます。
各メ ニューに入るキー操作は、 下図のよ う にな り ます。
メ ニュー構造の詳細は、 付録をご覧 く だ さい。 （ P. 5-11）

キー操作

ジ ョ グモー ド中のキーの動き

キャ リ ッ ジを左へ移動 シー ト を奥へ移動

キャ リ ッ ジを右へ移動 シー ト を手前へ移動

ペンア ッ プ／ダウン ラ イ ト ポイ ン タの点灯／消灯

CT1 020 050 0.3

0.0         0.0

A=**** B=****** ｹﾞﾝﾃﾝ **

ﾍﾟｰﾊﾟｰｶｯﾄ <ENT> ** ﾍﾟｰﾊﾟｰｶｯﾄ **

0.0         0.0 p ** ﾎｾｲ 　 A, B**

0.0         600.0 CT1 020 050 0.3

ローカルモー ド

ジ ョ グモー ド

ゲンテンセ ッ テイ （ P. 2-21）

ペーパーカ ッ ト （ P. 3-3）

2 点軸補正 （ P. 3-4）

カ ッ ト エ リ ア設定 （ P. 3-4）
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1. ローカルモー ド にし ます。

リ モー ト モー ド に し て も カ ッ ト （作図） を し ないこ と を確認し てから、 【REMOTE】 キーを押し てローカル
モー ド に入り ます。

2. ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 を押し てジ ョ グモー ド にし ます。

いずれかのジ ョ グキーを押すと、 ジ ョ グモー ド に入り ます。

3. ジ ョ グ機能を選択し ます。

設定または実行する機能によ り、 【FEED】 キー、 【DATA CLEAR】 キー、 【FUNCTION】 キーを押し ます。

4. パラ メ ーターの選択と確定を し ます。

パラ メ ーターの設定が必要な機能 （原点設定、 カ ッ ト エ リ ア設定、 2 点軸補正） は、 ジ ョ グキーでパラ メ ー
ターを選択し ます。

5. 設定を登録、 または実行し ます。

【ENTER/HOLD】 キーを押し、 設定値を登録し ます。 設定値を しばら く 表示し た後に、 ローカルモー ド に戻
り ます。

ペーパーカ ッ ト は、 カ ッ ト が終了する と ローカルモー ド に戻り ます。

原点設定

カ ッ ト （作図） を開始する位置を設定し ます。

ペーパーカ ッ ト （裁断）

現在のツール位置で用紙を切り離し ます。
ペーパーカ ッ ト は、 ピンチローラーの外側 100mm までカ ッ ト し ます。 （最大ペーパーカ ッ ト 範囲を超
えないこ と）
作図終了時に自動的にカ ッ ト する方法は、 オー ト カ ッ ト （ P. 3-43） を参照し て く だ さい。

★ ジ ョ グモー ド で原点などの位置を指定する場合、 ラ イ ト ポイ ン タの点灯／消灯にか
かわらずツールの中心が指定位置にな り ます。

★ ロールシー ト を前面にセ ッ ト し た場合、 シー ト の再セ ッ ト が必要です。

★ ピンチローラー 1 と ピンチローラー 3 を最大幅にセ ッ ト し た場合。 ペーパーカ ッ ト
の範囲は次の通り です。
ピンチローラー 1 の内側から 40mm
ピンチローラー 3 の内側から 80mm

★ 最小カ ッ ト 長はシー ト によ り異な り ます。 両端が垂れ下がっ て し ま う 場合は、 カ ッ
ト 長を長 く し て く だ さい。
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2 点軸補正

縦 ・ 横の罫線が印刷し てあるグラ フ用紙などのシー ト をセ ッ ト し た場合、 その罫線に合わせて本装置
の縦軸と横軸を合わせます。
設定し た原点と補正点、 軸の傾き （θ） を補正し ます。
補正点を ク リ アするには、 ク ラ ンプレバーを手前に倒し てシー ト 検出をやり直し ます。 （ P. 2-14）

設定値 ：

－ 45 ～ 45°

カ ッ ト エ リ アの設定

カ ッ ト （作図） する範囲を設定し ます。
原点から対角線上に設定する任意の点 UL （Upper Left） までの範囲が、 有効カ ッ ト エ リ ア と な り ます。
ク ラ ンプレバーを手前に倒すと、 カ ッ ト エ リ アはク リ ア されます。

デ ィ ジ タ イズ操作

描かれている図形の、 原点からの座標をホス ト コ ンピ ュータへ表示し ます。
ホス ト コ ンピ ュータからデ ィ ジ タ イズコマン ド (DP;) を受信する と、デ ィ ジ タ イズ操作が可能にな り ま
す。
デ ィ ジ タ イズは、 ポイ ン ト を指定する模様のついたシー ト を取り付けて く だ さい。

★ 点 UL は原点よ り プ ラス方向に設定し て く だ さい。

★ 原点はカ ッ ト エ リ ア内に設定し て く だ さい。カ ッ ト エ リ ア外に設定する と、オペレー
シ ョ ンエラーにな り ます。

● デ ィ ジ タ イズ操作は、 デ ィ ジ タ イズ機能を備えているアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ
アのみ有効です。 使用方法については、 アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アの取扱説明
書をご覧 く だ さい。

原点

有効カ ッ ト エ リ ア

点 UL



ジ ョ グモー ド による機能

3-5

操作手順

1. リ モー ト モー ド にし て、 ホス ト コ ンピ ュータからデ ィ ジ タ イ

ズコマン ド を受信し ます。

表示が右のよ う に変わり ます。

2. ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 で、 図形の任意の点にペン

先を移動し ます。

原点からの座標を表示し ます。

3. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

ペン先のポイ ン ト を記録し ます。

ホス ト コ ンピ ュータから座標出力コマン ド （OD;） を受信し ます。

● ジ ョ グステ ッ プ機能でステ ッ プ単位を小さ く
し てお く と、よ り正確なポイ ン ト を指定する こ
とができます。 （ P. 3-57）

PEN ** ﾘﾓｰﾄ **

** ﾃﾞｨｼﾞﾀｲｽﾞ **

100.1       250.5

PEN ** ﾘﾓｰﾄ **
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専用キーによる機能

こ こでは、 専用キーによる メ ニューの切り替えや操作方法について説明し ます。
各メ ニューに入るキー操作は、 下図のよ う にな り ます。
メ ニュー構造の詳細は、 付録をご覧 く だ さい。 （ P. 5-8）

キー操作

リ モー ト モー ド と ローカルモー ド を切り替える 【REMOTE】

キーを押すご とに、 リ モー ト モー ド と ローカルモー ド を切り替えます。
カ ッ ト （作図） 中に 【REMOTE】 キーを押すと、 カ ッ ト （作図） を一時中断し ます。 も う一度押すと、
カ ッ ト （作図） を再開し ます。

● リ モー ト モー ド中にジ ョ グキー 【 】 【 】 を押すと、 カ ッ ト （作図） 速度を変更で
きます。
こ こ で変更し たカ ッ ト （作図） 速度は、 記憶し ません。
電源を切る と、 ツール条件の設定値に戻り ます。

★ 【REMOTE】 キーは、 シー ト 検出後に有効にな り ます。

★ カ ッ ト （作図） を一時停止し た場合、 下図のよ う なエ ラー メ ッ セージを表示し、 使
用できない機能があ り ます。
エ ラー メ ッ セージを表示し た場合は、 残 り デー タのカ ッ ト （作図） 終了を待つか、
【DATA CLEAR】 キーを押し てデータ ク リ ア （ P. 3-10） を実行し て く だ さい。

CT1 020 050 0.30

ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ <ENT>

-- ﾎｰﾙﾄﾞ --

CT1 020 050 0.30

ローカルモー ド

CT1 ** ﾘﾓｰﾄ ** CT1 020 050 0.30

-- ﾎｰﾙﾄﾞ --

CT2 020 080 0.30
ｷｮﾘﾎｾｲ <ENT>

リ モー ト モー ド 現在のツール条件

データ ク リ ア （ P. 3-10）

ホールド機能 （ P. 3-11）

シー ト フ ィ ー ド （ P. 3-10）

ホールド機能 （ P. 3-11）

ツール選択 ・ ツール条件設定 （ P. 2-8）

距離補正 （ P. 3-7）

ｼｰﾄﾌｨｰﾄﾞ : 1.0m

ｴﾗｰ 34 CUT ﾃﾞｰﾀｱﾘ
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ツール条件の設定を行う 【TOOL】

カ ッ ト （作図） 条件の設定と、 距離補正を設定し ます。
カ ッ ト （作図） 条件の設定方法は 「ツール条件の設定 （ P. 2-8）」 を参照し て く だ さい。

距離補正を行う 【TOOL】

長いデータ を カ ッ ト する際、 シー ト の厚さによ って、 カ ッ ト する長さに誤差が生じ る場合があ り ます。
また、 グ リ ッ ト ローラ径の違いによ り、 左右のシー ト の移動量に違いが生じ る場合があ り ます。 これ
らの誤差を補正し ます。
距離補正は、 ツール条件の設定ご とにそれぞれ 1 種類、 合計で 8 種類設定できます。

補正値の求めかた

補正値 ＝ OFF の線の実測値 － 入力し た基準長

例）
OFF の線の実測値 ： 999.0 mm
入力し た基準長 ： 1000 mm

999.0 － 1000 ＝－ 1.0 m ／ （補正値）

設定値 ：

基準値
A 方向 ： 500, 1000, 1500, 2000, 2500 （mm）
B 方向 ： 200, 400, 600, 800, 1000, 1200, 1400, 1600 （mm）
（B 方向の設定値は装置サイズによ り異な り ます。）

補正値
A 方向 ： 基準長の ±2％ （0.1mm ステ ッ プ）
B 方向 ： 基準長の ±2％ （0.1mm ステ ッ プ）

作図オフセ ッ ト
0 ～ 300mm

★ ホス ト 側でツール番号を変更する と、 変更し たツール番号の補正値を適用し ます。
よ って、 コマン ド でツール指定する場合は、 ご注意 く だ さい。

補正し た線

基準線
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設定手順

1. ローカルモー ド で 【TOOL】 キーを押し ます。

ツール条件の設定画面にな り、カーソルが[SPEED]値で点滅し ます。

2. ジ ョ グキー 【 】 を押し ます。

カーソルが 「ツール番号」 で点滅し ます。

ツール番号を変更する場合は、 ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し ます。

3. ジ ョ グキー 【 】 を押し ます。

ツール番号の選択に戻る場合は、[ キ ョ リ ホセイ ] でジ ョ グキー【 】
を押し ます。

4. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

前回補正し た基準長 （mm） を表示し ます。

一度も距離補正を実行し ていない場合は、 最小基準長を表示し ま
す。

5. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で、 A 方向 （前後方向） の基準長を変

更し ます。

6. 【ENTER/HOLD】 キーまたはジ ョ グキー 【 】 を押し て A 方

向の基準長を確定し ます。

A 方向の基準長は、 AR （右側の前後方向） 、 AL （左側の前後方向）
両方の基準長にな り ます。

7. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で、 B 方向 （左右方向） の基準長を変

更し ます。

8. 【ENTER/HOLD】キーを押し て、B 方向の基準長を確定し ます。

9. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で、 距離補正調整パターンの作図位置

を指定し ます。

すべての線分 （AR、 AL、 B） をシー ト 内側にオフセ ッ ト し ます。

● 前回補正し た時から長さの単位 [ ミ リ／イ ンチ
] を変更し た時は、 以下のよ う に表示し ます。

★ 基準長を変更する と、前回補正し た距離補正値
（AR、 AL） を ク リ ア し ます。

★ 基準長を変更する と、前回補正し た距離補正値
（B） を ク リ ア し ます。

CT1 020 050 0.30

CT1 020 050 0.30

ｷｮﾘ ﾎｾｲ      ＜ENT＞

A=500         B=200

A=----         B=----

A=1000       B=200

A=1000       B=200

A=1000       B=400

ｻｸｽﾞｵﾌｾｯﾄ  =   0mm

ｻｸｽﾞｵﾌｾｯﾄ  =  10mm
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10. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

調整パターンを作図し ます。

11. 作図終了後、 現在の補正値を表示し ます。

12. AR と AL の ON の線を実測し ます。

ク ラ ンプレバーを手前に倒し、 シー ト を外し て実測し ます。

13. 手順 1 から 11 を行います。

用紙をセ ッ ト し ていないので、 作図をせずに補正値入力画面を表示し ます。

14. 基準値と実測値が異なった場合は、 ジ ョ グキー 【 】 【 】 で

補正値を変更し ます。

15. 【ENTER/HOLD】 キーまたはジ ョ グキー 【 】 を押し て AR 方

向の補正値を確定し ます。

16. 手順 14 と同様に、 ジ ョ グキー 【 】 【 】 で AL の補正値を

入力し ます。

17. 【ENTER/HOLD】 キーまたはジ ョ グキー 【 】 を押し て AL 方

向の補正値を確定し ます。

18. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で B 方向の補正値を変更し ます。

19. 【ENTER/HOLD】 キーを押し て B 方向の補正値を確定し ます。

ローカルモー ド に戻り ます。

★ 用紙をセ ッ ト し ていない、または用紙サイズが
小さ く て基準長を作図できない場合は、作図し
ません。
この場合、 【ENTER/HOLD】 キーを押すと作図
をせずに補正値の入力にな り ます。

AR=0.0     AL=0.0

AR=1.0     AL=0.0

AR=1.0     AL=0.0

AR=1.0     AL=1.5

B=0.0

B=0.5

CT1 020 050 0.30
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必要な長さ だけ、 シー ト を手動で引き出す 【FEED】

カ ッ ト （作図） をする前にシー ト を引き出し、 余裕を持たせておきます。
シー ト をあらかじめ引き出すこ と で、 シー ト のずれを確認し た り、 長いデータ を カ ッ ト （作図） する
際のシー ト のずれを防ぐ こ とができます。

設定値 ：

0.1 m ～ 51.0 m （0.1 m 単位）

設定手順

1. ローカルモー ド で 【FEED】 キーを押し ます。

2. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で引き出す長さ を入力し ます。

3. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

入力し た長さ分を引き出し ます。

シー ト が設定し た長さ よ り短 く て引き出すこ とができない場合、 引き出し た長さ を表示し て停止し ま
す。 この場合、 いずれかのキーを押し て、 解除し て く だ さい。

受信データのク リ ア 【DATA CLEAR】

データのカ ッ ト （作図） を中止する場合、 データ ク リ アを行います。
データ ク リ アを行わない場合、 リ モー ト モー ド に戻し た時、 受信済みのデータ を カ ッ ト し ます。

データ ク リ アを実行し、 リ モー ト モー ド にし てデータ を受信する と、 新しいデータ を カ ッ ト （作図） し
ます。

● シー ト フ ィ ー ド を中断する場合は、 【END】 キーを押し ます。

● データ ク リ ア実行後も、 受信し たデータは受信バッ フ ァ内に残っ ています。 枚数切
り機能で繰り返し カ ッ ト （作図） できます。

★ データ ク リ アは、 データ送信途中で行わないで く だ さい。

ｼｰﾄ ﾌｨｰﾄﾞ    :   1.0m

ｼｰﾄ ﾌｨｰﾄﾞ    : 10.0m

ｼｰﾄ ﾌｨｰﾄﾞ    :   8.0m

** ｽﾄｯﾌﾟ : 0.2m**

ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ     ＜ENT＞
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カ ッ ト のずれを修正する 【ENTER/HOLD】

長いデータ を カ ッ ト （作図） する場合、 カ ッ ト 中にシー ト がずれて く る場合があ り ます。
カ ッ ト （作図） 中にシー ト がずれた場合、 ずれを直し てから カ ッ ト （作図） する機能です。
カ ッ ト （作図） 中に 【ENTER/HOLD】 キーを押すと、 ホールド し ます。

ト ンボ検出モー ド にする 【END】

ローカルモー ドの時に 【END】 キーを押すと、 ト ンボ検出モー ド にな り ます。
ト ンボ検出の設定が OFF の時は、 ト ンボ検出モー ド にな り ません。 （ P. 3-29）

各種機能の設定中は、 入力をキャ ンセルし た り、 前の設定項目に戻り ます。

● ローカルモー ドの場合は、 約 1.5 秒以上押し ます。

★ ホールドは、 文字の切れ目で実行し て く だ さい。
線分の途中で実行する と、 始終点が合わな く な り ます。

★ シー ト のズレ を直す際、 キャ リ ッ ジおよびピンチローラの位置を動かさ ないで く だ
さい。 破損またはエラーの原因にな り ます。

★ ホール ド 後は、 ク ラ ンプレバーを奥側に倒し てピンチローラ を下げて く だ さ い。 ピ
ンチローラが上がったままでは、 ホールド を終了できません。

－－ﾎｰﾙﾄﾞ－－

シー ト ずれ修正後のデータ
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フ ァ ン クシ ョ ンモー ドの各種機能

こ こでは、 フ ァ ン クシ ョ ンモー ドへの切り替えやメ ニューの操作方法について説明し ます。
各メ ニューに入るキー操作は、 下図のよ う にな り ます。
メ ニュー構造の詳細は、 付録をご覧 く だ さい。 （ P. 5-10）

キー操作

1. ローカルモー ド にし ます。

リ モー ト モー ド にし ても カ ッ ト （作図） し ないこ と を確認し てから、 【REMOTE】 キーを押し てローカルモー
ド に入り ます。

2. 【FUNCTION】 キーを押し てフ ァ ン クシ ョ ン メ ニューに入り ます。

【FUNCTION】 キーまたはジ ョ グキー 【 】 【 】 を押すたびに、 次の機能を表示し ます。

CT1 020 050 0.30

ｾｲﾎｳｹｲ   <ENT>

ｾｯﾃｲ        <ENT>

ﾄﾝﾎﾞｾﾝｻｰ <ENT>

ローカルモー ド

ｻﾝﾌﾟﾙｶｯﾄ  <ENT>

P. 3-13

P. 3-13

P. 3-21

P. 3-14

ﾏｲｽｳｷﾞﾘ   <ENT>

ﾘｽﾄ          <ENT>

ﾀﾞﾝﾌﾟ        <ENT>

ｵｰﾄｼｰﾄｶｯﾄ <ENT>

DISPLAY  <ENT>

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

ｾﾝｻｰﾁｪｯｸ  <ent>

ﾎﾟｲﾝﾀｵﾌｾｯﾄ  <ent>

 , 

ｶｲｽｳ    =  1

ﾋｮｳｼﾞ  : Japanese

P. 3-18

P. 3-19

P. 3-19

P. 3-20

P. 3-21
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3. 機能を選択し ます。

設定または実行する機能を選択し ます。

[ セイホウケイ ]、 [ マイスウギリ ]、 [ サンプルカ ッ ト ]、 [ リ ス ト ]、 [ ダンプ ]、 [ オー ト シー ト カ ッ ト ] はそ
れぞれの機能を実行し ます。

[ ト ンボセンサー ]、 [ セ ッ テイ ]、 [DISPLAY] は、 さ らに詳細な設定を行います。

4. 設定値の入力や機能の実行を し ます。

試し切りや ト ンボセンサーの反応チ ェ ッ クなどを行います。

試し切り をする 【セイホウケイ】

シー ト の種類やツールを交換し てカ ッ ト 条件を変更し た場合、 SPEED、 PRESSURE、 OFFSET が適当で
あるか確認するために、 試し切り を実行し ます。 （ P. 2-20）

試し切りは、 ２ つの正方形を カ ッ ト し ます。

同じデータ を複数枚カ ッ ト （作図） する 【マイスウギリ】

受信済みのデータ を複数枚カ ッ ト （作図） する機能です。
本装置は、 受信し たデータ を受信バッ フ ァに蓄え、 最大 999 枚まで連続でカ ッ ト （作図） する こ とが
できます。

新しいデータ を受信する と、 既存の受信バッ フ ァのデータに上書き し ます。
前のデータ を枚数切りする こ とはできません。

設定値 ：

コ ピー枚数 ： 1 ～ 999 枚
コ ピー間隔 ： 0 ～ 30mm

● 正方形の切れ具合によ り、 カ ッ ト 条件の値を変更し て く だ さい。 （ P. 2-20）

● [ セイホウケイ ] は現在のツールの位置で実行し ます。
● 作図後、 [ カ クニン フ ィ ー ド ] の設定が ON の場合、 作図結果を確認する繰り出し

フ ィ ー ド ・ ヘ ッ ド横移動を行います。
（「確認フ ィ ー ド機能の設定をする ［カ クニン フ ィ ー ド］」 P. 3-61)

15mm

10mm

コ ピー間隔

コ ピー間隔
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ト ンボセンサーの反応を確認する ［ ト ンボセンサー］

ト ンボセンサーの反応チ ェ ッ ク を行います。

ト ンボマークの条件

印刷済み ト ンボの条件は、 「 ト ンボ付きデータ作成に関する注意事項 （ P. 3-23） 」 を参照し て く だ

さい。

設定手順

1. ローカルモー ド になっている こ と を確認し ます。

2. ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 を押し て、 ジ ョ グモー ド に入り ます。

3. 【REMOTE】 キーを押し て、 ラ イ ト ポイ ン タ を点灯し ます。

4. ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 を押し て、 ラ イ ト ポイ ン タ

を ト ンボ検出位置に移動し ます。

5. 【END】 キーを押し てジ ョ グモー ド を終了し、 ローカルモー ド に戻り ます。

6. 【FUNCTION】 キーを押し ます。

7. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ ト ンボセンサー ] を選択

し ます。

8. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

★ リ モー ト モー ド でカ ッ ト し た直後に枚数切り を実行する と、 重なってカ ッ ト （作図）
し ます。 必ず原点を再設定し て く だ さい。

★ 枚数切り実行中は、 コ ンピ ュータからの受信データは無視し ます。

★ コ ンピ ュータから送信するデータは、 データの間隔を ク ローズタ イム （ P. 3-54）

で設定し た時間以上あけて送信し て く だ さ い。 ク ローズタ イムで設定し た時間以内
に次のデータ を送信する と、 2 つのデータが枚数切りの対象と な り ます。

★ 2 点軸補正を設定中、本装置内部で更新し た原点が有効カ ッ ト エ リ ア内に入らないと
きは、 そのデータはカ ッ ト し ません。

★ 分割カ ッ ト データは、 分割せずに指定し た枚数分カ ッ ト し ます。

★ エラーを表示し た場合は、 4 章を参照し て く だ さい。

★ ブザー音の設定が [OFF] にし てある場合、 検出確認音は鳴り ません。

CT1 020 050 0.30

1mm 以上
空ける

ト ンボ形状 ： タ イプ 1 タ イプ 2

ト ンボ検出位置

ｾｲﾎｳｹｲ      ＜ENT＞

ﾄﾝﾎﾞｾﾝｻｰ  ＜ENT＞

ｾﾝｻｰﾁｪｯｸ ＜ENT＞
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9. [ センサーチ ェ ッ ク ] を表示し ている こ と を確認し、【ENTER/

HOLD】 キーを押し ます。

10. 用紙押さ えの ON/OFF、 ト ンボの長さの選択、 ト ンボ形状の

選択、 ト ンボ読み取り スピー ドの各項目の設定を行います。

[ ヨ ウシオサエ ]、 [ サイズ ]、 [ ケイジ ョ ウ ] の設定方法は設定機能

の 「 ト ンボケンシュ ツ」 を参照し て く だ さい。 （ P. 3-23）

[ スピー ド ] の設定値は 10cm/s ～ 30cm/s です。

テス ト 結果によ って変更し て く だ さい。

11. ジ ョ グキー 【 】 で、 検出動作 1*1 を行います。

ジ ョ グキー 【 】 で、 検出動作 2*2 （検出速度の自動設定） を行います。

*1） 検出動作 1

1. B 方向のプ ラス方向スキャ ンを行い、 線分の検出が可能か確

認し ます。

線分の検出ができた場合、 ブザーが鳴り ます。 できなかっ た場合、
ブザーはな り ません。

2. B 方向のマイナス方向スキャ ンを行い、 線分の検出が可能か

確認し ます。

3. A 方向のプ ラス方向スキャ ンを行い、 線分の検出が可能か確

認し ます。

4. A 方向のマイナス方向スキャ ンを行い、 線分の検出が可能か

確認し ます。

5. 1 ～ 4 までの動作を行い、 ブザーが 4 回鳴れば正常に検出で

きま し た。

ブザーが鳴らなかった場合は、 スピー ド を変えてから再度検出動作
を し ます。

全ての速度で検出できなかった場合、 ト ンボ条件を確認の上、 弊社
営業所にご連絡 （サービスコール） く だ さい。

*2） 検出動作 2

1. 検出速度を 10cm/s に設定し ます。

2. B 方向のプ ラス方向スキャ ンを行い、 線分の検出が可能か確

認し ます。

3. 線分の検出ができれば、 検出開始点に戻り 「検出動作 1」 を

行います。

検出できなかった場合、 検出開始点に戻り検出速度を 5cm/s 上げ
て、 手順 2 へ戻り ます。

4. 「検出動作 1」 の 1 ～ 4 すべてが検出できた場合、 そのと きの速度を検出速度に設定し ます。

検出できない場合は速度を上げて 「検出動作 2 　 手順 2」 へ戻り ます。

30cm/s まで速度が上がっても検出できなかった場合、 ト ンボ条件を確認の上、 弊社営業所にご連絡 （サー
ビスコール） く だ さい。

ﾖｳｼ ｵｻｴ          :ON

ﾖｳｼ ｵｻｴ          :ON

ｻｲｽﾞ              :10cm

ｹｲｼﾞｮｳ     : ﾀｲﾌﾟ 1

ｽﾋﾟｰﾄﾞ       : 15cm/s

マイナス方向

B 方向スキャ ン

プ ラス方向

検出
開始点

ト ンボサイズ

マイナス方向 プ ラス方向

検出
開始点

A 方向スキャ ン
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ラ イ ト ポイ ン タの位置を補正する 　 ［ ト ンボセンサー］

ト ンボが正し く 読めな く な った場合、 ト ンボセンサーと ラ イ ト ポイ ン タの位置関係が合っ ていないこ
とが考えられます。
この場合、 ラ イ ト ポイ ン タの位置を補正し ます。

設定手順

1. ツールホルダにプロ ッ タ用水性ボールペンを取り付けます。

2. ローカルモー ド になっている こ と を確認し ます。

3. 【FUNCTION】 キーを押し ます。

4. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ ト ンボセンサー ] を選択

し ます。

5. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

6. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ ポイ ン タオフセ ッ ト ] を

選択し ます。

7. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

縦 ・ 横の長さが 10mm の十字パターンを作図し ます。

ラ イ ト ポイ ン タが点灯し、 十字パターンの中央に移動し ます。

8. ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 を押し て、 ラ イ ト ポイ ン タ

の中央 と 十字パタ ーンの中央が一致する よ う に ラ イ ト ポイ
ン タ を移動し ます。

9. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

補正量を登録し、 ローカルモー ド に戻り ます。

★ 必ず専用ペンをご使用下さ い。 偏芯誤差がきわめて大きいので、 ペンアダプ タ で市
販のペンを使用し ないで く だ さい。

★ [ ポイ ン タオフセ ッ ト ] で設定し た値は、[ セ ッ
テイ リ セ ッ ト ] を行っても初期化し ません。

CT1 020 050 0.30

ｾｲﾎｳｹｲ      ＜ENT＞

ﾄﾝﾎﾞｾﾝｻｰ  ＜ENT＞

ｾﾝｻｰﾁｪｯｸ ＜ ent ＞

ﾎﾟｲﾝﾀｵﾌｾｯﾄ＜ent＞

 A= - 3.9   B= - 6.0

CT1 020 050 0.30
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ト ンボセンサーの位置合わせを行う

カ ッ ターと ト ンボセンサーのオフセ ッ ト 値を調整できます。 ト ンボが印刷されたシー ト をセ ッ ト し て
く だ さい。

設定手順

1. ツールホルダにカ ッ ターを取り付けます。

2. ローカルモー ド になっている こ と を確認し ます。

3. 【FUNCTION】 キーを押し ます。

4. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ ト ンボセンサー ] を選択

し ます。

5. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

6. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ センサーオフセ ッ ト ] を

選択し ます。

7. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

ト ンボ検出 （1 点） 後、 検出し た ト ンボの中心線と中心線の両側に
0.2mm おきに 5 本の補助線を カ ッ ト し ます。

8. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で A 方向、 【 】 【 】 で B 方向の補

正値 （mm） を入力し ます。

+0.2mm ずれている場合、 「-0.2」 と入力し ます。

9. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

補正量を登録し、 ローカルモー ド に戻り ます。

● 電源を落と し ても設定値は記憶し ています。
● 本オペレーシ ョ ンで設定し たセンサーオフセ ッ ト は、 セ ッ テイ リ セ ッ ト によ り初期

化されません。

CT1 020 050 0.30

ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ     ＜ENT＞

ﾄﾝﾎﾞｾﾝｻｰ  ＜ENT＞

ｾﾝｻｰﾁｪｯｸ ＜ ent ＞

ｾﾝｻｰｵﾌｾｯﾄ＜ent＞

A=  0.0     B= 0.0

A 方向

B 方向

ト ンボの中心線 （---） に対し
て、 A 方向、 B 方向 と も に
+0.2mmのずれが発生し ている

A=  - 0.2  B= - 0.2

CT1 020 050 0.30
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カ ッ ト 異常の原因を調べる ［サンプルカ ッ ト ］

正常にデータ を カ ッ ト できない場合などに、 装置に保存されているサンプルデータ を カ ッ ト し て異常
の原因を調べます。

1. ローカルモー ド にし てから、 【FUNCTION】 キーを押し ます。

2. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で 「サンプルカ ッ ト 」 を選択し ます。

3. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

4. ジ ョ グキー 【 】 【 】 でカ ッ ト するサンプルデータ を選択し

ます。

• 次の 2 つのサンプルから、 カ ッ ト するデータ を選びます。

• “Cut” を選んだ場合は手順 7 へ、 “LOGO” を選んだ場合は手順 5 へ進みます。

Cut LOGO

5. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

6. ジ ョ グキー 【 】 【 】 でカ ッ ト するサンプルデータの倍率を

選択し ます。 （LOGO を選択し た場合）

• 1 ～ 999％の範囲で選べます。

7. 【ENTER/HOLD】 キーを押し てカ ッ ト を開始し ます。

• サンプルカ ッ ト をする と、 装置の受信バッ フ ァに保存されている
データは消去されます。

サンプルカ ッ ト の結果について

• サンプルデータは正常にカ ッ ト できるが、 他のデータが正常にカ ッ ト できない
→ホス ト コ ンピ ュータ側に異常がある と考えられます。

• サンプルデータや他のデータ も正常にカ ッ ト できない
→ ［ホセイアツオフセ ッ ト ] の設定値を増やし （装置側の取扱説明書を参照）、 カ ッ ターがダウンする と きの圧
力を上げて く だ さい。

ｻﾝﾌﾟﾙｶｯﾄ   ＜ENT＞

Cut           ＜ ent ＞

LOGO 100% ＜ ent ＞

CUT1  ** ﾘﾓｰﾄ **
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設定内容の一覧表を出力する ［リ ス ト ］

ツール条件、 通信条件およびフ ァ ン クシ ョ ン機能の各種設定条件を作図し ます。
お客様の控え、 または保守問い合わせ時の FAX 用に使用し ます。
端材シー ト （A4 サイズ縦） をセ ッ ト し、 ペンを使用し て作図し て く だ さい。

受信データ を ASCII コー ド で出力する ［ダンプ］

ホス ト コ ン ピ ュー タからデー タ を送信し、 デー タ を受信し たイ ン タ ーフ ェ イ スの通信条件を作図後、
データ を ASCII コー ド で作図し ます。
ダンプを実行する場合、 ペンを使用し て作図し て く だ さい。
ダンプは、 ホス ト コ ンピ ュータが接続し ている イ ン ターフ ェ イスで実行できます。

● ダンプを中断する場合は、 【REMOTE】 キーを押し てローカルモー ド にし、 データ ク
リ ア （ P. 3-10） を実行し て く だ さい。
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ロールシー ト を一定間隔でオー ト カ ッ ト する ［オー ト シー ト カ ッ ト ］

ロールシー ト を、 指定し た長さ で指定し た枚数を連続カ ッ ト し ます。
定型サイズのカ ッ ト シー ト を作成し ます。

設定値 ：

回数 ： 1 ～ 999,999 回
間隔 ： 1 ～ 10,000mm
先端合わせカ ッ ト ： 0 ～ 30mm

設定手順

1. ロ ー カ ルモー ド にな っ てい る こ と を確認後、 【FUNCTION】

キーを押し ます。

2. 【ENTER】 キーを押し ます。

3. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 カ ッ ト 動作を行う回数を設

定し ます。

4. 【ENTER】 キーを押し ます。

5. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 カ ッ ト 間隔 (mm) を設定し

ます。

6. 【ENTER】 キーを押し ます。

7. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 前端の平行出し用捨て切り

長さ (mm) を設定し ます。

8. 設定後、 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

カ ッ ト 中は、 カ ッ ト 枚数を表示し ます。

★ ピンチローラ 1 と ピンチローラー 3 を最大幅にセ ッ ト し た場合、 オー ト シー ト カ ッ
ト の範囲は次の通り です。
ピンチローラー 1 の内側から 40mm
ピンチローラー 3 の内側から 80mm

カ ッ ト 間隔

カ ッ ト

ｵｰﾄｼｰﾄｶｯﾄ＜ENT＞

ｶｲｽｳ               = 1

ｶｲｽｳ             = 100

ｶﾝｶｸ       = 000 mm

ｶﾝｶｸ      = 1000 mm

ｾﾝﾀﾝ ｱﾜｾｶｯﾄ       = 0

ｾﾝﾀﾝ ｱﾜｾｶｯﾄ     = 10

CN :   10 / 999999
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画面の表示言語を切り替える ［DISPLAY］

表示パネルの言語を英語以外の言語に切り替える こ とができます。

設定可能な言語は下記の通り です。
日本語 ： Japanese
英語 ： English
ド イ ツ語 ： German
フ ラ ンス語 ： French
スペイ ン語 ： Spanish
イ タ リ ア語 ： Italian
ポル ト ガル語 ： Portuguese

各機能の設定をする ［セ ッ テイ］

（設定機能参照 　 P. 3-22）

● 先端合わせカ ッ ト を設定する と、 オー ト シー ト カ ッ ト を開始する前に、 シー ト の前
端を切り落と し ます。
シー ト を取り付けた と きにシー ト 前端が傾いている場合や、 シー ト 切断面がきれい
でない場合、 カ ッ ト 間隔が一定にならないこ とがあ り ます。
あらかじめシー ト 前端を切り落とすこ と で、 カ ッ ト 間隔を一定にし ます。

★ 出荷時は英語になっています。
必要に応じ て変更し て く だ さい。
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設定メ ニュー

こ こでは、 フ ァ ン クシ ョ ン メ ニューの中の設定メ ニューについて説明し ます。
各メ ニューに入るキー操作は、 下図のよ う にな り ます。

メ ニュー構造の詳細は、 付録をご覧 く だ さい。 （ P.5-13）

キー操作

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞ     :OFF

ｹﾞﾝﾃﾝ     : ﾐｷﾞｼﾀ

ﾎﾞｰﾚｰﾄ      :9600

ｾｯﾃｲ        <ENT>

ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ <ent>

ﾂｳｼﾝｼﾞｮｳｹﾝ <ent>

USB ｿｳﾁ No. <ent>

ｶｯﾄﾓｰﾄﾞ 　  <ent>

ｺﾏﾝﾄﾞｷﾘｶｴ  <ent>

ｹﾞﾝﾃﾝｷﾘｶｴ <ent>

ｵｰﾄｶｯﾄ      <ent>

ｶｲﾃﾝ         <ent>

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

 ,  , 

ｿｳﾁ No  .        :0

ｶｯﾄﾓｰﾄﾞ : ﾋｮｳｼﾞｭﾝ

ｵｰﾄｶｯﾄ       :OFF

ｶｲﾃﾝ          :OFF

ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ  :OFF

ｺﾏﾝﾄﾞ    :MGL-IIc

ﾌﾞｻﾞｰ         <ent>

ﾌﾞﾝｶﾂｶｯﾄ    <ent>

 ,  , 

ﾌﾞｻﾞｰ          :ON

ﾌﾞﾝｶﾂｶｯﾄ    :OFF

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞ   <ent>

 ,  , 
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ト ンボ検出の動作を設定する 　 ［ ト ンボケンシュ ツ］

シー ト に印刷し てある ト ンボを自動で検出し ます。
セ ッ ト し たシー ト の傾き／作図原点の補正および ト ンボ間の距離補正を行い、 印刷済みシール材の絵
柄の輪郭を カ ッ ト する こ とができます。
ト ンボの形状は、 下記の ２ タ イプに対応し ています。

ト ンボ 4 は、 左右のグ リ ッ ト ローラ径の違いによるシー ト 送り量の差を補正する台形補正を実行する
時に使用し ます。 台形補正を行わない場合は省略可能ですが、 カ ッ ト 誤差が大き く な り ます。

ト ンボつきデータ作成に関する注意事項

ト ンボ付きデータの作成方法にはい く つかの制限事項があ り ます。
ト ンボ機能を十分に活用し ていただ く ために、 以下の注意事項をよ く ご覧にな り、 正し い知識で ト ン
ボ作成を行って く だ さい。

ト ンボの大き さ

ト ンボの 1 辺の長さは、 4 ～ 40mm である こ と。
ト ンボの線幅は、 0.3 ～ 1mm である こ と。

データに対する ト ンボの 1 辺の長さの目安は、 「 ト ンボの距離と ト ンボサイズの目安」

（ P. 3-26） を参照し て く だ さい。

★ こ こで説明する ト ンボは、 シー ト の傾きや A 軸 ・ B 軸の長さ を検出するためのもの
であ り、 裁ち落と し ト ンボとは異な り ます。

TP4 ( ト ンボ 4) TP2( ト ンボ 2）

TP3 ( ト ンボ 3) TP1( ト ンボ 1）

TP4 ( ト ンボ 4) TP2( ト ンボ 2）

TP3 ( ト ンボ 3) TP1( ト ンボ 1）

ト ンボ形状 ： タ イプ １ ト ンボ形状 ： タ イプ 2
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ト ンボと図柄の配置可能範囲

TP1 の開始位置は、 シー ト 前端から 20mm 以上あけて く だ さい。
シー ト 送りの際、 シー ト の種類によ っては紙詰ま り を起こす場合があ り ます。
TP2 の終わりは、 シー ト 後端から 30mm 以上あけて く だ さい。
シー ト 送りの際、 グ リ ッ ト ローラから外れて し ま う場合があ り ます。

ト ンボ形状 ： タ イプ 1

ト ンボ形状 ： タ イプ 2

有効 カ ッ ト 範囲
（エキスパン ド）

有効 カ ッ ト 範囲
（ノ ーマル）

ピンチローラ

30mm 以上 ： カ ッ テ ィ ングペン
書き

40mm 以上 ： テンセン カ ッ ト
パウンシング

A : 50 ～ 9000mm 以内

TP2

TP1

20mm 以上 ( ノ ーマル )
10mm 以上 ( エキスパン ド )

B : 50mm 以上
     70mm 以上 ( データ ID コー ド設定時 P. 3-40)

ト ン ボがピ ン チ ロ ー ラ
にかか ら ない よ う に し
て く だ さい

TP2

TP1

B : 50mm 以上 　  
     70mm 以上 ( データ ID コー ド設定時 P. 3-40)

A : 50 ～ 9000mm 以内

カ ッ テ ィ ング、 ペン書き ：

30mm +
ト ンボの長さ

2
以上

テンセン カ ッ ト 、パウンシング：

40mm +
ト ンボの長さ

2
以上

ノ ーマル ：

20mm +
ト ンボの長さ

2
以上

エキスパン ド :

10mm +
ト ンボの長さ

2
以上
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ト ンボ周辺の作図禁止エ リ ア

ト ンボ周辺 （ ト ンボの原点から ト ンボサイズ分のエ リ ア） には、 データや汚れがないこ と。
ト ンボ原点を誤検出し た り、 ト ンボ読み取り エラーになる場合があ り ます。

ト ンボ原点誤検出の例 1: ト ンボの外側を囲む作図があった場合

★ ト ンボ原点を誤検出する と、 カ ッ ト 位置がずれて し まいます。

ト ンボ形状 ： タ イプ 1 ト ンボ形状 ： タ イプ 2

作図禁止エ リ ア

作図禁止エ リ アト ンボ

ト ンボ

ト ンボサイズ ト ンボサイズ

作図禁止エ リ ア
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ト ンボ原点誤検出の例 2: ト ンボの間隔 （TP2 と TP1、 TP4 と TP2） が ト ンボの長さ以上あいていない
（ ト ンボ形状がタ イプ 2 の場合）

ト ンボの距離と ト ンボサイズの目安

ト ンボの距離 （A） に対する ト ンボサイズ （B） の目安は以下の通り です。
ト ンボの距離 （A） に対し て ト ンボサイズ （B） が短すぎる と、 ト ンボを正し く 検出できない場合があ
り ます。 適正なサイズで ト ンボを作成し て く だ さい。

単位 （mm）

A 200 以下 500 以下 1000 以下 2000 以下 2001 以上

B 4 ～ 8 ～ 15 ～ 25 ～ 35 ～ 40

作図禁止エ リ ア

作図禁止エ リ ア

ト ン ボの長 さ
以上あける

TP2

TP1

TP4TP2

ト ンボの長さ以上あける
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TP2 と TP1 の距離

ト ンボの間隔 （余白） は、 ト ンボ 1 辺の長さ以上 1000mm 以下にし て く だ さい。

ト ンボ 4 辺を含めた大き さ

800mm 以上の幅のシー ト を使用する場合、 ト ンボ 4 辺を含めた大き さは A4 サイズ （210mm×297mm）
以上～ A3 サイズ （297mm×420mm） 程度にし て く だ さい。

無駄な余白が少な く な り、 効率よ く 図柄を配置する こ とができます。 *1

*1 ： 図柄の大き さにも よ り ますが、 必ず上記の制限が付随するわけではあ り ません。

50 ～ 9000mm 以内

ト ンボの長さ (a)×2～
1000mm 以内

50 ～ 9000mm 以内

ト ンボの長さ (a)×2～
1000mm 以内

A4 ～ A3 サイズ
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連続し て ト ンボを印刷する場合

連続し て ト ンボを印刷する場合、 ト ンボ 1 辺の長さ を 8mm 以上にし て く だ さい。 8mm 以下の ト ンボの
を連続読み取り し た場合、 本装置が誤動作をする場合があ り ます。

ト ンボの色

白地に黒色の ト ンボである こ と。
地の色が白色以外の場合や ト ンボが黒色以外の場合、 ト ンボ検出を正常に行う こ とができません。
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ト ンボのにじみ

ト ンボがにじんでいる と、 ト ンボ原点を誤検出し てカ ッ ト がずれる場合があ り ます。

ト ンボ検出に関する注意事項

ト ンボ検出の設定値 ： ト ンボを検出する際に、 次の 9 種類の動作を設定し ます。

ト ンボケンシュ ツ ： 検出点数が多いほどカ ッ ト 精度が高 く な り ます。
FineCut 使用時は “1 テン ” に設定し ます。

ヨ ウシオサエ ： 通常は ON に設定し ます。

スケールホセイ ： FineCut 時は ”OFF” に設定し ます。

★ 印刷し てある ト ンボ間の長さ と カ ッ ト する長さ を同一にするため、 ト ンボ検出時に
印刷し てある ト ンボ間の長さ を入力し ます。 （スケール補正 P. 3-23）

このと き、 距離補正は無効にな り、 ト ンボ間スケール補正を優先し ます。
その後に距離補正機能の値を変える と、 ト ンボ間スケール補正は無効にな り ます。

★ ク ラ ンプレバーを手前に倒し てシー ト を外すと、シー ト の傾き補正、 ト ンボ間スケー
ル補正、 原点位置ク リ ア し ます。

★ ト ンボを検出する と、 TP1 の位置に原点を設定し ます。
ジ ョ グキーで他の場所に原点を設定する と、 その原点が有効にな り ます。

★ 回転機能は無効にな り ます。

設定値 内 　 容

OFF 輪郭カ ッ ト 用ではな く 、 通常のシー ト を カ ッ ト する場合に設定し ます。

1 テン ト ンボ 1 を検出し、 原点設定だけを行います。

2 テン A 　 ト ンボ 1 と ト ンボ 2、 二か所の ト ンボを検出し、 傾き補正と シー ト 送り方向のスケー
ル補正を行います。

2 テン B ト ンボ 1 と ト ンボ 3、 二か所の ト ンボを検出し、 傾き補正と幅方向のスケール補正を
行います。

3 テン ト ンボ 1 ・ ト ンボ 2 ・ ト ンボ 3、 三か所の ト ンボを検出し、 傾き補正シー ト 送り方向 ・
幅方向のスケール補正を行います。

4 テン ト ンボ 1 ・ ト ンボ 2 ・ ト ンボ 3 ・ ト ンボ 4、 四か所の ト ンボを検出し、 傾き補正と 3 テ
ンのスケール補正に加えて台形補正を行います。

設定値 内 　 容

ON ト ンボ検出時に、シー ト の浮きを防止するために用紙押さ えを使用し ます。通常は ON
に設定し ます。

OFF ト ンボ検出時に、 用紙押さ えを使用し ません。
薄いシー ト を使用する場合や、 シー ト を傷つけた く ない場合は、 OFF に設定し ます。
（ ト ンボ検出に失敗する場合があ り ます。）
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　 *1 ： グ リ ッ ト ローラ径の違いによ り、 左右のシー ト 移動量に違いが生じ る場合があ り ます。 この
移動量の違いによる誤差を補正するのが台形補正です。

サイズ ：

オフセ ッ ト A、 オフセ ッ ト B ：

設定値 内 　 容

OFF ト ンボ検出時のスケール補正の入力は実行し ません。

マエシテイ ト ンボ検出の前に、 スケール補正、 台形補正 *1 の値を入力し ます。

（ P. 3-34、 P. 3-29）

あらかじめ ト ンボ間の長さ を入力し てお く ので、 ト ンボ検出時の ト ンボ間の移動が高
速にできます。 ト ンボ間隔の広いデータの場合便利です。

ア ト シテイ ト ンボ検出の後に、 スケール補正、 台形補正 *1 の値を入力し ます。

（ P. 3-35、 P. 3-29）

ト ンボ検出後、 ト ンボ間の長さがある程度わかってから入力するので、 設定値の入力
が迅速にできます。 設定は後指定の方が短時間にできます。

設定値 内 　 容

4 ～ 40mm ト ンボ 1 辺の長さ を設定し ます。
印刷し た ト ンボの縦 ・ 横の線の長さが違う場合は、 短い方に設定し ます。

設定値 内 　 容

±40.00mm 通常、原点の位置は下図の位置にな り ます。 しかし、お使いのアプ リ ケーシ ョ ンによ っ
て、 送られて く る原点の位置情報が異なる場合があ り ます。 この場合、 原点の位置を
修正する こ とができます。

原点位置が有効カ ッ ト 範囲から外れる と、 [ エラー 37 　 ト ンボゲンテン ] を表示し ま
す。 この場合、 ト ンボの位置を用紙の中心側に書 く よ う にし て く だ さい。

1 辺の長さ

ト ンボ ： タ イプ 1 ト ンボ ： タ イプ 2
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ケイジ ョ ウ ：

マイスウ A （↑）、 マイスウ B （←）

コウソ ク リ ミ ッ ト ：

設定値 内 　 容

タ イプ 1 

タ イプ 2 

2 種類の ト ンボの形状から選択し ます。

設定値 内 　 容

1 ～ 9999 同一パターンが等間隔で複数印刷し てある場合に有効です。
最初のデータ を元に、 ト ンボを連続読み取り し ながら指定枚数分自動的にカ ッ ト し ま
す。

端材の場合、 コ ピー枚数は 「マイスウ A」 の値を使用し
ます。
付属の FineCut 等、 アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア側で
コ ピー枚数を指定できる場合、 枚数は [1] に設定し て く
だ さい。

設定値 内 　 容

0 ～ 60cm/s 連続コ ピー時の高速移動に、 制限速度を設定し ます。
高速移動の際、 シー ト の種類によ ってはシー ト が滑って し まい ト ンボ検出を正し く 行
う こ とができない場合があ り ます。
この場合、 移動速度を制限し ます。
速度を制限し ない場合、 設定値を 0 にし ます。

ト ンボ ： タ イプ 1 ト ンボ ： タ イプ 2

3X3 のコ ピー
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スキューチ ェ ッ ク ：

ケンシュ ツモー ド ：

ト ンボエラーテイシカウン ト ：

データ ID コー ド ： ( 対応機種 ： Plus シ リーズ )

設定値 内 　 容

0 ～ 99mm 連続コ ピー時の、 シー ト のずれの許容量を設定し ます。
ロールシー ト で連続コ ピーを行う と、 シー ト の傾きなどによ り次第にずれる場合があ
り ます。 ト ンボ 1 の B 軸座標値が設定値以上ずれた場合、 カ ッ ト を一時停止し ます。
シー ト のずれを修正し、 [ENTER] キーを押すと ト ンボ検出待ちにな り ます。
ジ ョ グキーでラ イ ト ポイ ン タの光点を下図の位置に移動し て [ENTER] キーを押すと、
ト ンボ読み取り を再開し ます。
チ ェ ッ ク し ない場合、 設定値を 0 にし ます。

設定値 内 　 容

高速 ト ンボ線分を一往復スキャ ン し て位置を決定し ます。
検出時間は早いですが、 精度は少し悪 く な り ます。

精密 ト ンボ線分を一往復スキャ ン し、 線分の前後等距離から再度スキャ ンする こ と で反応
時の速度を同じにし、 確実に位置を測定し ます。 検出時間はやや長 く な り ます。

設定値 内 　 容

1 ～ 5 ロールシー ト で連続コ ピー中に ト ンボ検出エラーになった場合、 縦横の ト ンボ間隔や
データサイズなどの情報が整った状態では、 エラーになったデータ をスキ ッ プ し て コ
ピーカ ッ ト を継続し ます。
この時、 何回連続し て ト ンボ検出に失敗し た場合にコ ピーを停止させるかの設定を行
います。
1 に設定し た場合には、 1 回目の ト ンボ検出エラーでコ ピーを停止し ます。
ジ ョ グキーによ り ステ ッ プ送りが可能にな り ますので、 エラーになったデータの ト ン
ボ検出をやり直すこ とができます。
やり直し てもケンシュ ツできない場合には、 【END】 キーで終了し ます。

設定値 内 　 容

OFF ID 検出を無効にし ます。

ON ID 検出を有効にし ます。
原点 ト ンボ検出後に、 データ ID を検出し、 自動的にカ ッ ト を行う こ とができます。

ト ンボ ： タ イプ 1 ト ンボ ： タ イプ 2

基準 ト ンボ 1
基準 ト ンボ 2

ト ンボ検出開始点指定位置
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ト ンボの検出方法

ト ンボの検出は、 フルオー ト と セ ミ オー ト による検出があ り ます。
TP1 がシー ト の右下にない場合やカ ッ テ ィ ングソ フ ト に付属の FineCut を使用する場合、セ ミ オー ト で
検出を行います。

ラ イ ト ポイ ン タ を使用し たシー ト の傾き確認

ク ラ ンプレバーを手前に倒し、 ピンチローラ をあげる と、 ラ イ ト ポイ ン タが点灯し ます。 また、 手で
キャ リ ッ ジを左右に動かすこ とができます。

ク ラ ンプレバーを手前に倒し、 キャ リ ッ ジを ト ンボ TP1 と TP3 の間を手で移動させる と、 ラ イ ンポイ
ン タのラ イ ンにによ り、 シー ト の傾き を確認できます。 ラ イ ンにあわせ、 シー ト の傾き を調整し て く
だ さい。

フルオー ト による ト ンボ検出

シー ト に印刷済みの ト ンボ間の長さ と、 プロ ッ タが検出し た ト ンボ間の長さ を補正し ます。
あらかじめデータ上の ト ンボ間 （A と B） を測定し ておきます。
ト ンボの線の中心を基準に測定し ます。

★ シー ト がカールし ている場合は、 カールを取り除いて く だ さい。

★ ト ンボ機能がないカ ッ テ ィ ングソ フ ト を使用する場合、 TP1―TP2 間 (A) および
TP1―TP3 間 (B) に、 画像や汚れがないシー ト を使用し て く だ さい。

★ ク ラ ンプレバーを手前に倒し、 ５ 分間何も動作し ない場合は、 ラ イ ト ポイ ン タ自動
的に消灯し ます。

ト ンボ形状 ： タ イプ １ ト ンボ形状 ： タ イプ 2
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前指定による検出手順

1. 出力するデータ上の A および Ｂ の長さ を測定し ます。

2. TP1 を、 図の位置に置きます。

カ ッ ト ラ イ ンは、 ツールによ ってあわせます。

• PEN、 CT1 ～ CT5 の時 ： ペン ラ イ ンゴム側

• PIN、 HLF の時 ： ペイ ン ラ イ ンスポンジ側

3. シー ト が動かないよ う に注意し ながら、 ク ラ ンプレバーを奥

側に倒し ます。

ピンチローラがシー ト を保持し ます。

4. 【ENTER/HOLD】 を押し ます。

シー ト の幅のみを検出し た後、 スケール補正設定画面にな り ます。
（右の例は 4 点検出の場合）

5. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で設定し ます。

【ENTER/HOLD】 キーを押すと、 次のスケール補正設定へ移り ます。

6. 設定後、 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

ト ンボの検出を開始し ます。

ト ンボが検出できない場合、 下記のよ う に表示し ます。 シー ト を取
り付け直し て く だ さい。

● TP1 の位置が、図の位置に置けない場合は、「セ
ミ オー ト によ る ト ンボ検出」 を行っ て く だ さ
い。

● ［ローラ スウ セン タ ク ] が [ON] に設定し てあ
る場合、 使用する ピ ン チロー ラ数を選択し ま
す。 （ P. 3-58）

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「2 テン A」 に設定し
てある場合は、 Ｂ の長さ を入力する画面は表
示し ません。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「1 テン」 に設定し て
ある場合は、 スケール補正の画面を表示せず
に、 原点を表示し ます。 （手順 7）

● 検出する ト ンボの個数については、 「 ト ンボ検
出の設定値：（ P. 3-29）」 を参照し て く だ さ

い。

★ シー ト セ ッ ト は必ずリ アセ ッ ト にな り ます。

ピンチローラ

プロ ッ タの
カ ッ ト ラ イ ン

TP1

シール右端

ト ンボ形状 ： タ イプ １

約 5mm

ト ンボ形状 ： タ イプ 2

ﾛｰﾙ    ＜ R ＞   ﾊｻﾞｲ

A(1-2) =****.*mm

A(1-2) =****.*mm

B(1-3) =****.*mm

B(1-3) =****.*mm

** ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ **
ｴﾗｰ 36 　 ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ
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7. 原点を設定し ます。

ト ンボの検出後、 有効カ ッ ト エ リ アを表示し た後、 ローカルモー ド
にな り ます。

後指定による検出手順

1. 「前指定による検出手順 （ P. 3-34）」 の 1 ～ 3 を行います。

2. 【ENTER/HOLD】 を押し ます。

シー ト の幅のみを検出し た後、 ト ンボの検出を開始し ます。
ト ンボが検出できない場合、 下記のよ う に表示し ます。 シー ト を
取り付け直し て く だ さい。

3. ト ンボの検出後、 スケール補正設定画面にな り ます。 （右の

例は 4 点検出の場合）

実測値と ト ンボ検出し た長さが異なる場合は、ジ ョ グキー【 】【 】
で設定し ます。

【ENTER/HOLD】 キーを押すと、 次のスケール補正設定へ移り ます。

● [ ローラ スウ セン タ ク ] が [ON] に設定し てあ
る場合、 使用する ピ ンチロー ラ数を選択 し ま
す。 （ P. 2-16）

● 検出する ト ンボの個数については、 「 ト ンボ検
出の設定値：（ P. 3-29）」 を参照し て く だ さ

い。

★ シー ト セ ッ ト は必ずリ アセ ッ ト にな り ます。

● [ スケール ホセイ ] が 「OFF」 に設定し てある
場合、スケール補正を設定する画面は表示し ま
せん。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「2 テン A」 に設定し
てある場合は、 Ｂ の長さ を入力する画面は表
示し ません。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「1 テン」 に設定し て
ある場合は、 スケール補正の画面を表示せず
に、 原点を表示し ます。 （手順 4）

**  ｹﾞﾝﾃﾝ  **

 A=**** B=****

CT1 020 050 0.30

ﾛｰﾙ    ＜ R ＞   ﾊｻﾞｲ

** ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ **

ｴﾗｰ 36 　 ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ

A(1-2) =****.*mm

B(1-3) =****.*mm
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4. 設定後、 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

原点を設定し ます。

有効カ ッ ト エ リ アを表示し た後、 ローカルモー ド にな り ます。

セ ミ オー ト による ト ンボ検出

フルオー ト による ト ンボの検出位置に TP1 を配置できない時や、 フルオー ト で ト ンボが検出できない
場合に手動で ト ンボ検出を行います。

前指定による検出手順

1. シー ト を取り付け、 ク ラ ンプレバーを奥側に倒し ます。

ピンチローラがシー ト を保持し ます。

2. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し、 シー ト 検出を行います。 （リ

アセ ッ ト の時）

シー ト を検出する と、 ト ンボ検出待ちの表示にな り ます。

● [ ローラ スウ セン タ ク ] が [ON] に設定し てあ
る場合、 使用する ピ ン チロー ラ数を選択し ま
す。 （ P. 2-19）

★ フ ロン ト セ ッ ト もできますが、連続コ ピー時の
オー ト カ ッ ト ができないなど、機能の制限があ
り ます。
このためリ アセ ッ ト を推奨し ます。

**  ｹﾞﾝﾃﾝ  **

 A=****  B=****

CT1 020 050 0.30

TP1

TP2TP4

TP3

ピンチローラ

ﾛｰﾙ  ＜ R ＞ ﾊｻﾞｲ

 TP1
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3. ジ ョ グキー 【 】 【 】 【 】 【 】 で、 ラ イ ト ポイ ン タ を下図エ リ ア内に移動し ます。

4. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

スケール補正設定画面にな り ます。 （右の例は 4 点検出の場合）

5. ジ ョ グキー 【 】 【 】 で設定し ます。

【ENTER/HOLD】 キーを押すと、 次のスケール補正設定へ移り ます。

● フ ロン ト セ ッ ト の場合、図のよ う に TP1 ～ TP4
の見た目の位置関係が逆転し ます。

● [ スケール ホセイ ] が 「OFF」 に設定し てある
場合、スケール補正を設定する画面は表示し ま
せん。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「2 テン A」 に設定し
てある場合は、 Ｂ の長さ を入力する画面は表
示し ません。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「1 テン」 に設定し て
ある場合は、 スケール補正の画面を表示せず
に、 原点を表示し ます。 （手順 7）

原点

LED の移動エ リ ア
1mm 以上空ける

ト ンボ形状 ： タ イプ 1 ト ンボ形状 ： タ イプ 2

 TP1

A(1-2) =****.*mm

A(1-2) =****.*mm

B(1-3) =****.*mm
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6. 設定後、 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

[ ト ンボケンシュ ツ ] で設定し た ト ンボの検出を開始し ます。

ト ンボを検出できない場合、 エラー表示し ます。 シー ト を取り付け
直し て く だ さい。

7. 原点を設定し ます。

有効カ ッ ト エ リ アを表示し た後、 ローカルモー ド にな り ます。

後指定による検出手順

1. 「前指定による検出手順 （ P. 3-34）」 の 1 ～ 3 を行います。

2. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

[ ト ンボケンシュ ツ ] で設定し た ト ンボの検出を開始し ます。

ト ンボを検出できない場合、 エラー表示し ます。 シー ト を取り付け直し て く だ さい。

3. ト ンボの検出後、 スケール補正設定画面にな り ます。 （右の

例は 4 点検出の場合）

実測値と ト ンボ検出し た長さが異なる場合は、ジ ョ グキー【 】【 】
で設定し ます。

【ENTER/HOLD】 キーを押すと、 次のスケール補正設定へ移り ます。

● 「 ト ンボ検出の設定値 ： 」 を参照し て く だ さい。
（ P. 3-29）

● 「 ト ンボ検出の設定値： ト ンボを検出する際に、
次の 9 種類の動作を設定し ます。」 を参照し て
く だ さい。 （ P. 3-29）

● [ スケール ホセイ ] が 「OFF」 に設定し てある
場合、スケール補正を設定する画面は表示し ま
せん。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「2 テン A」 に設定し
てある場合は、 Ｂ の長さ を入力する画面は表
示し ません。

● [ ト ンボ ケンシュ ツ ] が 「1 テン」 に設定し て
ある場合は、 スケール補正の画面を表示せず
に、 原点を表示し ます。 （手順 6）

B(1-3) =****.*mm

**  ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ  **

ｴﾗｰ 36 　 ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ

**  ｹﾞﾝﾃﾝ  **

 A=****  B=****

CT1 020 050 0.30

**  ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ  **

ｴﾗｰ 36 　 ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ

A(1-2) =****.*mm

B(1-3) =****.*mm

A(3-4) =****.*mm
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4. 設定後、 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

原点を設定し ます。

有効カ ッ ト エ リ アを表示し た後、 ローカルモー ド にな り ます。

ト ンボ検出の解除方法

ト ンボを印刷し ていないシー ト の検出を行った時に [TP1] と表示する場合、 ト ンボ検出を [OFF] に設
定し ます。

1. 【END】 キーを押し て ト ンボ検出モー ド を解除し ます。

有効カ ッ ト エ リ アを表示し て、 ローカルモー ド にな り ます。

2. 【FUNCTION】 キーを押し ます。

フ ァ ン クシ ョ ン メ ニューに入り ます。

3. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ セ ッ テイ ] を選択し ます。

4. 【ENTER】 キーを押し ます。

5. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ ト ンボ 　 ケンシュ ツ ] を

選択し ます。

6. 【ENTER】 キーを押し ます。

7. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [OFF] を選択し ます。

8. 【ENTER】 キーを押し ます。

[ ト ンボ 　 ケンシュ ツ ] の設定に戻り ます。

9. 【END】 キーを 2 回押し ます。

ローカルモー ド に戻り ます。

**  ｹﾞﾝﾃﾝ  **

A=****  B=****

CT1 020 050 0.30

TP1

A=****  B=****

CT1 020 050 0.30

ｾｲﾎｳｹｲ      ＜ENT＞

ｾｯﾃｲ            ＜ENT＞

ｺﾏﾝﾄﾞ ｷﾘｶｴ＜ENT＞

ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ  ＜ent＞

ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ  :  4 ﾃﾝ

ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ  :  OFF

ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ  ＜ent＞

CT1 020 050 0.30
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ID カ ッ ト を設定する ［データ ID コー ド］ 　 ( 対応機種 ： Plus シ リーズ )

ト ンボにデータ ID コー ド を付加する こ と でコ ンピ ュータから カ ッ ト データ を自動で送る こ とができま
す。 データ ID コー ドの付け方は 「FineCut8 or RasterLink」 の取扱説明書も併せてご覧 く だ さい。
RasterLink6 Plus と連携し て、 一度にプ リ ン ト & カ ッ ト （ID カ ッ ト ） できます。
詳し く は 「ID カ ッ ト ガイ ド」 を参照し て く だ さい。

ID カ ッ ト の設定

1. データ ID コー ドが読み取るための設定を変更する

• 「 ト ンボケンシュ ツ」 の以下の設定を変更し ます。

2. シー ト をセ ッ ト する

3. ト ンボを検出する （P. 3-23）

• ト ンボの検出が終了する と、 データ ID コー ド を読み取り ます。

• ID 読み取り で失敗し た場合はエラーを表示し、 処理を中断し ます

4. データ ID コー ド読み取り後、 リ モー ト モー ド に移行する

• コ ンピ ュータから自動でカ ッ ト データ を送信し ます。

• 自動的にカ ッ ト が始ま り ますのでご注意下さい。

5. カ ッ ト 後、 次の ト ンボを探す

• 指定された幅や範囲によ って検出時間に影響があ り ます。

設定項目 設定パラ メ ータ 設定値 補足

1 データID読み取り
(P. 3-32)

ﾃﾞｰﾀ ID ｺｰﾄﾞ ON データ ID の読み取り を有効にし ます。

2 ト ン ボ 検 出 点 数
(P. 3-29)

ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ 1 ﾃﾝ 原点 ト ンボのみ検出のため、 １ 点検出にし ます。
1 点以外に設定し ても １ 点のみの検出にな り ます。

3 ト ンボサイズ
(P. 3-30)

ｻｲｽﾞ 任意 印刷されている ト ンボに合わせて く だ さい。

4 ト ンボ形状
(P. 3-31)

ｹｲｼﾞｮｳ 任意 印刷されている ト ンボに合わせて く だ さい。

5 起動後のモー ド
(P. 3-59)

ｷﾄﾞｳﾓｰﾄﾞ ﾘﾓｰﾄ データ ID 検出後、 自動的に リ モー ト にな り ます。

6 ト ンボ自動探索
(P. 3-59)

ﾄﾝﾎﾞﾀﾝｻｸ ON カ ッ ト 終了後に自動で次の ト ンボを探し ます。

★ ID を誤認識する場合があ り ますので、 印刷されている ト ンボサイズに必ず設定を合
わせて く だ さい。

★ データ ID 使用時は、 カ ッ ト するデータのサイズ （ ト ンボ間距離） は約 70mm 以上必
要です。

★ データ ID コー ドの設定が ON の場合、 ト ンボ検出の設定は OFF にし ないで下さい。
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カ ッ ト （作図） 範囲を広げる ［エキスパン ド］

エキスパン ドは、 カ ッ ト （作図） 範囲を拡大する機能です。
デッ ド スペースを縮小し、 カ ッ ト （作図） 範囲を通常よ り も拡大し ます。
デッ ド スペースは、 左右と もに 10mm 少な く な り ます。
シー ト を後ろにセ ッ ト し た場合、 前端のデッ ド スペースが 10mm 少な く な り ます。
シー ト を前にセ ッ ト し た場合、 後端のデッ ド スペースが 10mm 少な く な り ます。

カ ッ ト の品質を切り替える ［カ ッ ト モー ド］

カ ッ ト 品質を設定し ます。

設定値 ：

コウヒ ン イ ： カ ッ ト 品質を優先にカ ッ ト し ます。
ヒ ョ ウジュ ン ： 普通にカ ッ ト し ます。
コウソ ク ： 短時間でカ ッ ト し ます。

★ エキスパン ド モー ド を ON にする と、 適正以上の圧力をかけた場合に紙詰ま りが発
生する場合があ り ます。

★ 軸補正を行わなかった場合、 刃先がシー ト からはみ出し て紙詰ま り を起こす場合が
あ り ます。 また、 刃先や装置を傷つける可能性があ り ます。

★ カ ッ ト し た部分をピンチローラで送る場合、 カ ッ ト 品質が低下し ます。

★ ト ンボ検出時に ト ンボ上をピンチローラが移動し た場合、 ト ンボを正し く 読みとれ
ない場合があ り ます。

★ シー ト 検出後にエキスパン ド の設定を行った場合、 シー ト の検出をやり直し て く だ
さい。

● 次の時、 [ コウヒ ン イ ] に設定し ます。
• 10 ㎜以下の文字を カ ッ ト する と き
• 鋭角部分が多い絵柄や文字を カ ッ ト する と き
• 微細なカ ッ ト をする と き

ただ し、 コ ンピ ュータからのデータが複雑すぎる場合、 仕上がりがギザギザになる
場合があ り ます。この場合、[ コウソ ク ] を選択する と滑らかな仕上がり にな り ます。

エキスパン ド ： OFF

エキスパン ド ： ON

シー ト を後方にセ ッ ト し た場合
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刃先の方向あわせ機能を設定する ［ステギリ］

カ ッ ト を開始する と きに、 刃先が一定方向に向 く よ う にする動作を し ます。
次の動作を し た時、 捨て切り動作を実行し ます。
• ツール （CT1,CT2,CT3,CT4,CT5,HLF） を選択し た と き。
• カ ッ ト 条件を設定し た と き。

現在キャ リ ッ ジがある場所から両端に近い方のピンチローラの手前で実行し ます。
抜き文字を作図する と き、 シー ト に傷を付けた く ない場合は、 OFF に設定し ます。

設定値 ：

ON, OFF

シー ト の種類を設定する ［シー ト セ ッ テイ］

重いシー ト や幅の広いシー ト を使用する場合、 シー ト のズレを防ぐためにシー ト 設定を変更し ます。
[ シー ト セ ッ テイ ] を [ オモイ ] に設定し た場合、 最高スピー ド を 20 cm/s に制限し ます。

設定値 ：

フ ツウ , オモイ

オー ト フ ィ ー ド時のオフセ ッ ト を設定する ［フ ィ ー ド オフセ ッ ト ］

オー ト フ ィ ー ド を行う時に、 オフセ ッ ト 値を加えて少し多めにフ ィ ー ド する設定を し ます。

ソーテ ィ ング機能などでオー ト フ ィ ー ド を行った場合、 ロールシー ト が終わり に近づ く と紙管が暴れ
る こ とがあ り ます。 紙管が暴れる と ロールバーから外れて落下する場合があるので、 フ ィ ー ド 量に余
裕を持たせます。

設定値 ：

0 ～ 100cm

★ 捨て切りの初期値は、 ON になっています。
OFF に設定し た時は、 カ ッ ト 前に刃先の方向を合わせるために、 試し切り （ P.

3-13） を実行し て く だ さい。

★ 重いシー ト や幅の広いシー ト を高速でカ ッ ト （作図） する と、 シー ト がズレ る原因
にな り ます。
また、 [ エラー 41  モータ アラーム ] になる場合があ り ます。
この場合、 シー ト 設定を [ オモイ ] に設定し て く だ さい。
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カ ッ ト 終了後、 自動的にシー ト を切り離す ［オー ト カ ッ ト ］

カ ッ ト 終了後に、 自動的にシー ト を切り離す設定を行います。
オー ト カ ッ ト は、 シー ト 検出時 （ P. 2-14） にロールシー ト を選択し た場合有効です。

• カ ッ ト のタ イ ミ ング ：
ロールシー ト を使用する場合は、 1 データのカ ッ ト 終了時に自動的に切り離し ます。
[ マイスウギリ ]、 ト ンボ連続読み取り コ ピーの場合、 2 列目のカ ッ ト が終了し た場合に 1 列目を切り離し ます。

• カ ッ ト 位置 ： ト ンボ検出がない場合
カ ッ ト データの最後から [ カ ッ ト ヨハク ] 分離れた位置で切り離し ま
す。

• カ ッ ト 位置 ： ト ンボ検出があった場合
TP2 の ト ンボの B 方向線から [ カ ッ ト ヨハク ] 離れた位置で切り離し
ます。

• ト ンボ連続読み取り コ ピー時には、 TP2 から次の ト ンボの TP1 の距
離が計測時にわかっているので、TP1 と TP2 の中間を切り離し ます。

★ ピンチローラ 1 と ピンチローラー 3 を最大幅にセ ッ ト し た場合、 オー ト カ ッ ト の範
囲は次の通り です。 ピンチローラー 1 の内側から 40mm
ピンチローラー 3 の内側から 80mm

★ ト ンボ連続読み取り コ ピー時には、 以下の理由で両端点線カ ッ ト のみを自動的に行
う こ とがあ り ます。

• ト ンボ検出時に設定し た値よ り も、 カ ッ ト 位置があま り も狭い場合
• 用紙の傾きが大きい場合 （図形も一緒にカ ッ ト し ないため）

● オー ト カ ッ ト は、 次の条件のいずれかを満た し た時にシー ト を切り離し ます。
• ローカルモー ド に移行する命令を受けた時と き。

カ ッ ト 位置 ： 「A 軸に最大カ ッ ト し た位置 +25mm」 の位置
• ページ切り替えの命令を受けた と き。

およびカ ッ ト （作図） 終了後コマン ドの受信が 10 秒以上ないと き。
カ ッ ト 位置 ： 次のページの先頭

カ ッ ト 位置

カ ッ ト ヨハク

カ ッ ト 位置

カ ッ ト ヨハク

カ ッ ト 位置

TP1

TP2
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設定値 ：

オー ト カ ッ ト ： ON, OFF
カ ッ ト ヨハク ： 0 ～ 50mm
カ ッ ト ホウシキ ： 3 ステ ッ プ , 2 ステ ッ プ
チ ョ ウフ ク カ ッ ト ： 0 ～ 50mm
シー ト フ ィ ー ド       ： ON, OFF
ト ンボエラー ノ ト キ ： ON, OFF
サイ ダンジシ ン ド ウ：ON, OFF

重複カ ッ ト について

3 ステ ッ プの場合、 1 ステ ッ プ目と 3 ステ ッ プ目 ・ 2 ステ ッ プ目と 3 ステ ッ プ目のカ ッ ト の重複幅を 0
～ 50mm の間で設定できます。 （2 ステ ッ プの場合、 1 ステ ッ プ目と 2 ステ ッ プ目）

● カ ッ ト 方式について
3 ステ ッ プの場合、 左端 ・ 右端を カ ッ ト し た後、 中央部分を切り離し ます。

2 ステ ッ プの場合、 左端 10cm を カ ッ ト し た後、 右側を切り離し ます。

★ 3 ステ ッ プ方式でカ ッ ト を行った場合、シー ト の伸縮などによ り裁断部に段差が発生
し た り、 切り く ずが出る場合があ り ます。

★ 幅の広いシー ト や重いシー ト を 2 ステ ッ プ方式でカ ッ ト し た場合、 シー ト 自体の重
さ でカ ッ ト し た部分が垂れ下がっ て し まいます。 このため、 正し く 裁断できない場
合があ り ます。
使用するシー ト に合わせて適切なカ ッ ト 方法を選択し て く だ さい。

★ ト ンボ検出コ ピー中に ト ンボスキ ッ プが発生し た と き、 スキ ッ プが発生し た行の裁
断を行わないよ う にするには 「 ト ンボエラー ノ ト キ」 を OFF にし ます。
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シー ト フ ィ ー ド設定

カ ッ ト 動作ステ ッ プの間でシー ト を繰り出す、 あるいは引き戻す動作を無効にする と きは OFF に設定
し ます。
切り屑や段差は発生し に く く な り ますが、 シー ト の種類によ っ ては、 シー ト 外から シー ト 内に戻る と
きに浮き上がったシー ト にカ ッ ターが衝突する場合があ り ます。

裁断時振動設定

ON に設定する こ と で、 裁断カ ッ ターを下げたあと でシー ト 幅方向の微小移動を行い、 カ ッ ター刃を確
実にシー ト に食い込ませる こ とができます。
これによ り切り屑や段差の発生を抑える こ とが可能です。
シー ト の種類にも よ り ますので、 重複カ ッ ト 等その他の設定と併用し て最適な裁断条件に し て く だ さ
い。



3-46

シー ト 幅よ り大きいデータ を分割し てカ ッ ト する ［ブン カ ツ カ ッ ト ］

カ ッ ト データがシー ト の幅よ り大きい場合、 分割し てカ ッ ト し ます。
分割カ ッ ト 実行中は、 ホス ト コ ンピ ュータからのデータは無視し ます。
回転機能が ON の場合、 以下のよ う にな り ます。

枠カ ッ ト および貼り し ろマークは、 カ ッ ト データのサイズを も とにカ ッ ト し ます。
ホス ト コ ンピ ュータ側で枠カ ッ ト を設定し てデータ を送信する と、 枠と貼り し ろマークが揃い、 貼り
付けが容易にな り ます。

設定値 ：

ブン カ ツ カ ッ ト ： ON, OFF
ワク カ ッ ト ： ON, OFF
マーク カ ッ ト ： ON, OFF

★ 貼り し ろは 1cm あるため、有効カ ッ ト エ リ アは常に 1cm 以上の幅が必要にな り ます。

★ 次のいずれかのと き、 分割カ ッ ト はできせん。
• カ ッ ト データの容量が受信バッ フ ァの容量よ り大きい場合。
• カ ッ ト データ内に原点更新コマン ドがある場合。
• ２ 点軸補正が設定し てある場合。
• ト ンボ検出を し ている場合。
• 有効カ ッ ト エ リ アの幅が １ cm 以下の場合。
• 本装置内のテス ト データ を カ ッ ト し た場合。

表示パネルには、 次のよ う に表示し ます。

回転機能 ： OFF 回転機能 ： ON

コ ンピ ュータ側の枠カ ッ ト ： 未設定 コ ンピ ュータ側の枠カ ッ ト ： 設定

貼り し ろマーク

枠

** ﾌﾞﾝｶﾂ ｴﾝﾄﾞ **
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設定手順

1. [ ブン カ ツ カ ッ ト ] を ON に設定し ます。

2. コ ンピ ュータからデータ を送信し ます。

カ ッ ト エ リ アからデータがはみ出る と、 左のよ う に表示し ます。

3. カ ッ ト が終了し たら、 枠と貼り し ろマーク を カ ッ ト し ます。

表示パネルに、 枠と貼り し ろマーク を カ ッ ト するまでの時間を表
示し ます。

4. 枠カ ッ ト が終了する と、 ローカルモー ド にな り ます。

右の図のよ う に表示し ます .

5. 新しい原点を設定し ます。

ジ ョ グキーでシー ト 移動し て、 原点を設定し ます。

カ ッ ト スペースが無い場合は、 シー ト を交換し て く だ さい。

6. 【REMOTE】 キーを押し て、 リ モー ト モー ド にし ます。

シー ト を カ ッ ト データの最大シー ト 長分フ ィ ー ド し、 カ ッ ト を開始し ます。

シー ト を フ ィ ー ド し ないと きや、 シー ト が短いと きは、 手順⑤で大きなシー ト に交換し て く だ さい。

7. 手順 5、 6 を続けます。

シー ト 幅を超えるデータがな く なるまで、 続けます。

終了する と、 ツール条件を表示し ます。

★ この表示の時以外は、 ク ラ ンプレバーを上げないで く だ さ い。 ク ラ ンプレバーを上
げる と カ ッ ト を終了し ます。

有効エ リ ア

原点

** ｵﾌｽｹｰﾙ **

マーク

**  ﾌﾞﾝｶﾂ  **    XXs

枠、 マーク カ ッ ト までの残り時間

CT1 ﾌﾞﾝｶﾂ

貼り し ろ 1cm

CT1 020 050 0.30
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点線でカ ッ ト する ［テンセン カ ッ ト ］

用紙を カ ッ ト する際、 カ ッ ト データ を切り抜かずに点線でカ ッ ト し ます。
点線カ ッ ト は、 ツールを ツールホルダーの手前側にセ ッ ト し、 ペン ラ イ ンスポンジ上で作業し ます。
カ ッ ト 条件を [HLF] に設定し ます。

設定値 ：

テンセン カ ッ ト （点線カ ッ ト の設定） ： ON, OFF
ハーフ カ ッ ト プレス （用紙を切り残すカ ッ ト 圧力） ： 0 ～ 80 g
ハーフ カ ッ ト チ ョ ウ （用紙を切り残す長さ） ： 0.1 ～ 5.0mm
カ ッ ト チ ョ ウ （用紙を切り抜 く 長さ） ： 5 ～ 150mm

穴あけ （点） 機能で作図する ［パウンジング］

パウンシングとは、 穴あけ機能です。
下図のよ う にデータ を点で穴をあけます。

ツールは、 刃先が針状になっているオプシ ョ ンのパウンシングピンを使います。
ツールはツールホルダ手前にセ ッ ト し、 ペン ラ イ ンスポンジ上で穴あけを行います。
カ ッ ト 条件を [PIN] に設定し ます。
シー ト は、 塩ビシー ト などではな く 、 紙を使用し ます。

★ 点線カ ッ ト は、 オプシ ョ ンのカ ッ ター （型番 SPB-0001 ： 超硬刃 ３ 本セ ッ ト ） を使用
し て く だ さい。

★ ツールホルダー奥側のペン ラ イ ンゴム上で点線カ ッ ト を行う と、 刃先を傷つけます。

★ 点線カ ッ ト は台紙ご と メ デ ィ アを カ ッ ト する為、 通常のカ ッ ト に比べてカ ッ ター刃
の寿命が短 く な り ます。

● 参考値
65kg の用紙を カ ッ ト する と きのカ ッ ト 条件と点線カ ッ ト 条件を示し ます。 
“ カ ッ ト チ ョ ウ ” は、 字画の多い文字や小さい文字の場合は、 短めに設定し ます。
＜カ ッ ト 条件＞ ＜点線カ ッ ト 条件＞
・ SPEED 40 cm/s ・ ハーフ カ ッ ト プレス 0 g
・ PRESSURE 40 g ・ ハーフ カ ッ ト チ ョ ウ 0.5mm
・ OFFSET 0.30mm ・ カ ッ ト チ ョ ウ 10mm

● パウンシング機能で穴あけ し た用紙に、 マジ ッ ク ・ スプレーなどでマーキング し ま
す。 施工や手書き看板の位置決めに使用する こ とができます。

通常のカ ッ ト パウンシング
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設定値 ：

OFF： パウンシング機能を無効にし ます。
ON ： パウンシング機能を有効にし ます。

パウンシング条件の設定値 （ P. 2-11）

SPEED ： 1 ～ 10cm/s(1cm/s ステ ッ プ )
15, 20, 25, 30, 35, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100cm/s

PRESSURE ： CG-FXII : 10 ～ 400(g)、　 CG-FXII Plus : 10 ～ 500(g) 
打点間隔 ： 1 ～ 100 (mm)

原点位置を切り替える ［ゲンテンキリ カエ］

アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アのコマン ド仕様に合わせて、 コマン ド原点の位置を設定し ます。
本設定は、MGL- Ⅱ c コマン ドのと き有効です。MGL- Ⅰ c1 コマン ドのと きは、「 ミ ギシ タ」にな り ます。

設定値 ：

チュウシン ： 有効カ ッ ト エ リ アの中心
ミ ギシ タ ： 有効カ ッ ト エ リ アの右下 （AB 座標の右下）

● コマン ド原点を [ ミ ギシ タ ] に設定する と、 カ ッ ト エ リ アは 51m まで拡大し ます。
● コマン ド原点を [ チュウシン ] に設定し た場合、 カ ッ ト エ リ アは 3m です。

★ 回転機能が ON の場合は原点位置が下記のよ う にな り ます。
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カ ッ ト （作図） の移動方向を切り替える ［カ イテン］

お使いになるアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アに合わせて、 原点の位置と座標軸の方向を設定し ます。

設定値 ：

ON ： 座標軸の回転と原点の移動を同時に行います。
OFF ： 回転し ません。

シー ト 検出後、 キャ リ ッ ジは原点位置で止ま り ます。

座標系について

本装置には、 シー ト のセ ッ ト 方向と回転機能の組み合わせによる、 以下の 4 種類の座標系があ り ます。

＜ 0° 回転＞ ＜ 90° 回転＞

＜ 180° 回転＞ ＜ 270° 回転＞

シー ト 後セ ッ ト
回転 ： OFF

シー ト 前セ ッ ト
回転 ： OFF

シー ト 後セ ッ ト
回転 ： ON

シー ト 前セ ッ ト
回転 ： ON
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カ ッ ト （作図） 順を変更する ［ソーテ ィ ング］

ソーテ ィ ングは、 ホス ト コ ンピ ュータから送られてきたカ ッ ト データ を並び替えて、 カ ッ ト 順を変更
する機能です。 アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アによ っ てプロ ッ タ に送るデータは、 作成や編集し た順
番にな り ます。
スキャナで読み込んだデータ を手直しする と、 手直し し た場所が後でカ ッ ト されます。
よ って、 袋データが一筆書きにな り ません。
その場合に、 ソーテ ィ ングを利用する と、 袋データが一筆書きにな り ます。

ソーテ ィ ングは、 ペンダウン し た移動からペンア ッ プするまでを 1 つのブロ ッ ク と し て、 ブロ ッ ク単
位にカ ッ ト し ていきます。1 つのブロ ッ ク を カ ッ ト し た後は、始点位置が一番近いブロ ッ ク を カ ッ ト し
ます。

ホス ト データの始点位置と カ ッ ト 方向は、 変
更し ません。
●印 ： データの始点 　 = 　 カ ッ ト 時の始点
矢印 ： データの方向 　 = 　 カ ッ ト 方向
数字 ： カ ッ ト ブロ ッ ク順

設定値の [ エ リ アカ ン リ ] でエ リ アを指定する こ とによ り、エ リ ア内におさ まるブロ ッ クデータ を優先
でカ ッ ト し ます。
エ リ ア内にお さ まるブロ ッ クデータがな く なる と エ リ アを拡大させて、 シー ト 送り方向に徐々にカ ッ
ト し ます。

設定値 ：

ソーテ ィ ング ： ON, OFF
オー ト フ ィ ー ド ： ON, OFF
エ リ アカ ン リ ： 10 ～ 5100cm

● ソーテ ィ ングを [ON] にし た場合、 オー ト フ ィ ー ド機能が有効にな り ます。
オー ト フ ィ ー ド 機能は、 カ ッ ト するデータの長さ分のシー ト を、 あらかじめ引き出
す機能です。
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操作手順

1. ローカルモー ド で 【FUNCTION】 キーを数回押し、 [ セ ッ テイ

] を表示し ます。

2. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

3. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し、 ソーテ ィ ング ON/OFF の設

定を し ます。

【ENTER/HOLD】 キーを押し、 オー ト フ ィ ー ド を表示し ます。

4. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し、 オー ト フ ィ ー ド ON/OFF の

設定を し ます。

【ENTER/HOLD】 キーを押し、 エ リ ア管理機能を表示し ます。

5. ジ ョ グキー【 】【 】を押し、エ リ ア管理機能の設定を し ます。

[OFF]、 または 10 ～ 5100 cm （10 cm 単位） の値を設定し ます。

6. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

7. 【END】 キーを 2 回押し て、 ローカルモー ド に戻り ます。

ソーテ ィ ング手順

1. データ を送信し ます。

受信バッ フ ァ内の未処理データサイズを表示し ます。カ ッ ト （作図）
はし ません。 処理し た線分を ソーテ ィ ングバッ フ ァにため込みます。

2. データの送信が終了する と、 カ ッ ト 開始までの待ち時間を表

示し ます。 （残り時間を秒単位で表示）

カ ッ ト 開始までの待機中にデータの受信がなければ、 カウン ト ダウ
ンを し ます。 待ち時間は、 通信条件の 「ク ローズタ イム」 によ り変

更する こ とができます。 （ P. 3-54）

3. オー ト フ ィ ー ド を実行し ます。

カ ッ ト 開始前にカ ッ ト 分のシー ト を引き出し ます。 カ ッ ト 長分の
シー ト が引き出せなかった場合、 以下のエラーを表示し ます。

長尺シー ト に交換後、 データ送信または枚数切り （ P. 3-13） を実行し て く だ さい。

4. カ ッ ト を開始し ます。

カ ッ ト 済みのデータ を、 パーセン ト で表示し ます。

5. カ ッ ト が終了する と リ モー ト モー ド にな り ます。

● [ ソーテ ィ ング ] を OFF に設定する と、 手順 2
の表示に戻り ます。

★ 設定値を変更する と、 受信バッ フ ァの内容はク リ ア し ます。

★ ソーテ ィ ングを ON に設定する と、 受信バッ フ ァのサイズは 20MB にな り ます。

ｾｯﾃｲ            ＜ENT＞

ｿｰﾃｨﾝｸﾞ        ＜ent＞

ｿｰﾃｨﾝｸﾞ        :  ON

ｵｰﾄﾌｨｰﾄﾞ        :  ON

ｴﾘｱｶﾝﾘ         : 10cm

ｿｰﾃｨﾝｸﾞ        ＜ent＞

CT1   *            2KB *

** ﾌﾟﾛｯﾄ **     5S

* ｿｰﾃｨﾝｸﾞ *       1％

ｴﾗｰ 15 　 ｵｰﾄﾌｨｰﾄﾞ

* ｿｰﾃｨﾝｸﾞ *       10％

CT1      ** ﾘﾓｰﾄ **
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コ ンピ ュータから命令を切り替える ［コマン ド キリ カエ］

ホス ト コ ンピ ュータ側のコマン ド仕様に合わせて、 コマン ド を切り替えます。
表示パネルに本装置が認識し たコマン ド名を表示し、 カ ッ ト を開始し ます。

設定値 ：

AUTO ： 受信し たデータのコマン ド によ って、 自動で MGL- Ⅰ c1 または MGL- Ⅱ c に切り替
えます。

MGL- Ⅰ c1 ： MGL- Ⅰ c1 コマン ドのデータ を受信する と きに使用し ます。
MGL- Ⅱ c ： MGL- Ⅱ c コマン ドのデータ を受信する と きに使用し ます。

● ソーテ ィ ング [ON] の場合は、 カ ッ ト する全てのデータ を受信し た後、 ク ローズタ イ
ムを経過するまではカ ッ ト 動作を開始し ません。
ただ し、 以下の場合は、 ク ローズタ イムを経過する前にソーテ ィ ング し てカ ッ ト を
開始し ます。
• ソーテ ィ ングバッ フ ァが一杯になった場合 （線分が約 54 万本）
• ツール番号、 SPEED、 PRESSURE など、 カ ッ ト 条件を変更し た場合
• フ ィ ー ド コマン ドや原点更新コマン ド を実行し た場合

★ 通常は [AUTO] で構いませんが、データサイズが大きい場合などに、正常な結果が得
られないこ とがあ り ます。 この場合、 設定値を コマン ド名に変更し て く だ さい。

★ [AUTO] に設定し てコ ンピ ュータからデータ を受信する と、 表示パネルに本装置が認
識し たコ マン ド 名を表示し、 カ ッ ト を開始し ます。 データ受信後にコ マン ド 名を表
示し続けた り、 [ エラー 16 AUTO I/F] を表示する場合は、 自動認識できなかったこ
と を示し ます。
この場合、 MGL- Ⅰ c1 または MGL- Ⅱ c に変更し て、 正常にカ ッ ト する コマン ド名
を設定し て く だ さい。

★ [AUTO] で自動認識し たコマン ドは、 データ ク リ ア （ P. 3-10） を実行するかク ラ

ンプレバーを奥側に倒すまで有効です。

★ 以下の設定値はコマン ド ご とに個別に持っています。
よ っ て、 コ マン ド を変更し た場合に、 そのコ マン ド に置いて未設定があった場合に
は、 あらためて設定し直すこ とが必要と な り ます。
（1） 通信条件設定のパラ メ ータ
（2） 表示言語設定
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コ ンピ ュータ との接続条件を設定する ［ツウシンジ ョ ウケン］

RS-232C イ ン ターフ ェ イスの通信条件 ・ USB の識別番号を設定し ます。
通信条件の設定値は、 コマン ド切り替えで設定し たコマン ド （AUTO、 MGL- Ⅰ c1、 MGL- Ⅱ c） によ っ
て異な り ます。

設定値 ：

*1 　 ク ローズタ イム
次のデータ を受信するまでの最小待ち時間を設定し ます。 設定値は 3 ～ 60 秒の間です。 カ ッ ト 終
了後に、 設定し た時間以上のデータ受信がない場合、 1 つのデータの終わり と判断し、 次のデータ
と区別する こ とができます。

ク ローズタ イムを設定する目安
●枚数切りの対象データの区切り
●分割カ ッ ト の開始までの待ち時間
●ソーテ ィ ング出力開始までの待ち時間

USB で接続する場合の認識番号を設定する 　 ［USB ソウチ No.］

1 台のコ ンピ ュータに本装置を 2 台以上 USB で接続する場合、装置 No. をそれぞれ別の値に設定し ます。

設定値 ：

ソウチ No. ： 00 ～ 99

★ ステ ッ プサイズを変更し た と きは、 必ずク ラ ンプバーでピンチローラ を上げてシー
ト を取り付け直し て く だ さい。

ボーレー ト 1200, 4800, 9600, 19200, 38400 （bps）

データ チ ョ ウ 7, 8 （bit）

パリ テ ィ NON, EVEN, ODD

ス ト ッ プビ ッ ト 1, 2 （bit）

ハン ド シ ェ イ ク AUTO HARD

MGL-IIc HARD,  ENQACK, X-PRM, SOFT

MGL-Ic1 HARD, XONOFF

ステ ッ プサイズ AUTO(MGL-IIc) 0.025 （mm）

AUTO(MGL-Ic1) 0.05 （mm）

MGL-IIc 0.025, 0.01 （mm）

MGL-Ic1 0.05, 0.1 （mm）

ク ローズタ イム *1 3 ～ 60 （秒）
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命令の優先順位を設定する ［ユウセンジュ ン イ］

本装置で設定し た値を優先にするか、 ホス ト コ ンピ ュータ で設定し た値を優先するかを設定し ます。 
優先順位の設定は、 MGL- Ⅱ c コマン ドのと き有効です。

以下の項目が対象にな り ます。

設定値 ：

パネル ： 本装置の操作パネルで設定し た値で動作し ます。
ホス ト ： ホス ト コ ンピ ュータのコマン ド設定し た値で動作し ます。

最大サイズ返答値 ［サイズヘン ト ウチ］

ホス ト コ ンピ ュータからの有効エ リ ア読み取り コマン ドの最大返答値を、 メ ー ト ル単位で設定し ます。
本設定は、 MGL- Ⅰ c1 コマン ドのと き有効です。

設定値 ：

1 ～ 51 m

ペン選択命令 Ｓ Ｐ ；

ペンダウン移動速度設定命令 Ｖ Ｓ ；

ペンア ッ プ移動速度設定命令 Ｚ Ａ ；

加速度設定命令 Ａ Ｓ ；

ペン圧設定命令 Ｆ Ｓ ； 、 Ｚ Ｆ ；

刃先補正量設定命令 Ｚ Ｏ ； 

● 設定し た値は、ホス ト コ ンピ ュータへの返答値の最大サイズ値を設定する もので、実
際の有効カ ッ ト エ リ アは変化し ません。
シー ト 検出サイズが [ サイズヘン ト ウチ ] よ り小さい場合は、検出サイズが返答値に
な り ます。
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シー ト センサー機能の設定をする ［シー ト センサー］

シー ト センサーは、 シー ト の有無と シー ト の長さ を検出し ます。
プ ラテン上に ２ ヶのシー ト センサがあ り ます。

透明なシー ト や裏面が黒いシー ト はシー ト を検出できず、 エ ラー メ ッ セージを表示する場合があ り ま
す。

この場合、 [ シー ト センサー ] 機能をオフに設定する こ とにで、 カ ッ ト が可能にな り ます。

設定値 ：

OFF ： シー ト センサー機能を無効にし ます。
ON ： シー ト センサー機能を有効にし ます。

キャ リ ッ ジ と シー ト の移動速度を設定する ［ア ッ プスピー ド］

ツールがア ッ プ し ている と きの、 シー ト とキャ リ ッ ジが移動するスピー ド を設定し ます。
スピー ド を遅 く 設定する と、 長尺送りの際のシー ト ずれを軽減できます。

設定値 ：

5, 10, 20, 30, 40, 50, 60, 70, 80, 90, 100, AUTO （cm/s）

★ [ シー ト センサー ] 機能をオフにし た場合、 カ ッ ト エ リ アを設定し て く だ さい。 デー
タがシー ト からはみ出し てカ ッ ト し た り、 シー ト が終了し て も カ ッ ト を続ける こ と
があ り ます。 （ P. 3-4）

● [AUTO] 設定する と、 ツール条件で設定し た SPEED 値にな り ます。 ただ し、 最低
SPEED 値は、 10 cm/s にな り ます。

シー ト センサー

* ｼｰﾄ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ *
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キャ リ ッ ジ と シー ト の移動量を設定する ［ジ ョ グステ ッ プ］

ジ ョ グキーを押し た と きのキャ リ ッ ジ と シー ト の移動量を選択し ます。
次のよ う な と きに、 正確な位置を決める こ とができます。
• 2 点軸補正をする と き （ P. 3-4）

• 正確な位置に原点を設定する と き

• デ ィ ジ タ イズをする と き （ P. 3-4）

設定値 ：

ミ リ設定時
1.0 ： ジ ョ グキーを １ 回押すと、 1.0mm ずつ移動し ます。
0.1 ： ジ ョ グキーを １ 回押すと、 0.1mm ずつ移動し ます。

イ ンチ設定時
1/16 ： ジ ョ グキーを １ 回押すと、 1/16 イ ンチずつ移動し ます。
1/254 ： ジ ョ グキーを １ 回押すと、 1/254 イ ンチずつ移動し ます。

キー確認音やエラーが起こ った時の音を消す ［ブザー］

エラーが起こ った時や、 キーを押し た時などの音の ON、 OFF を設定し ます。

設定値 ：

ON ： ブザー音を鳴ら し ます。
OFF ： ブザー音を消し ます。

長さの単位を切り替える ［ ミ リ／イ ンチ］

長さ を表示する単位を ミ リかイ ンチに切り替えます。
ジ ョ グ移動の単位と シー ト サイズの表示が変更にな り ます。
また、 フ ィ ー ド長および距離補正作図、 ト ンボ検出設定の単位が変更にな り ます。

設定値 ：

ミ リ ： ミ リ で表示し ます。
イ ンチ ： イ ンチで表示し ます。

カ ッ ト に切り残しがある ［ホセイアツオフセ ッ ト ］

カ ッ ト の始点と終点に切り残しがある場合、 値を大き く し ます。
カ ッ ターがシー ト にダウンする と きの圧力が弱いために 切り残しが発生し ます。

オプシ ョ ンの偏芯刃を使用し た場合、 角度が 120° 以下のカ ッ ト 部分において切り残しが起きる場合
があ り ます。

これは角を カ ッ ト する際、シー ト がめ く れないよ う に自動的に低いカ ッ ト 圧力 ( 約 5g) でカ ッ ト し ます。
カ ッ ト 圧力が低いため、刃先が進行方向にスムーズに回転せず、切り残しができる場合があ り ます。 こ
のよ う な場合は、 角を カ ッ ト する際の圧力を上げるための設定を行います。

★ ト ンボセンサーの反応を確認する時 （ P. 3-14） の音も OFF にな り ます。

120°
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設定値 ：

0 ～ ７ （約 0g ～約 28g）

使用するピンチローラの数を設定する ［ピンチローラスウ］

シー ト 検出時に検出するピンチローラの数を設定し ます。
［ローラ スウ セン タ ク］ を ［ON］ に設定する と、 シー ト 検出時にピンチローラ数を選択できます。

設定値 ：

ピンチピンチローラ 　 スウ ： 2, 3 （CG-75FXII (Plus), CG-130FXII (Plus)）
2, 3, 4 （CG-160FXII (Plus)）

ローラ 　 スウ 　 セン タ ク ： ON, OFF

オーバーカ ッ ト 機能の設定をする ［オーバーカ ッ ト ］

オーバーカ ッ ト 機能の有効 ・ 無効と、 オーバーカ ッ ト の長さ を指定し ます。
オーバーカ ッ ト 長が設定されている と、 カ ッ ト 開始時に指定長分だけ手前から カ ッ ト し、
終了時に行き過ぎてから ツールア ッ プ し ます。

設定値 ：

OFF, 0. １ ～ 1.0 mm （0.1mm ステ ッ プ）

● カ ッ ト 圧力が強すぎて コーナー部分を きれいにカ ッ ト できない場合には、 ホセイア
ツオフセ ッ ト 値を小さ く する と改善される場合があ り ます。

オーバーカ ッ ト : OFF

オーバーカ ッ ト : 1.0 mm

1.0 mm

1.0 mm
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起動モー ドの設定をする ［キ ド ウモー ド］

シー ト 検出後のモー ド を設定し ます。

設定値 ：
ローカル ： シー ト 検出後に、 ローカルモー ド で待機状態にな り ます。
リ モー ト ： シー ト 検出後に、 自動的に リ モー ト モー ド にな り ます。

シー ト 検出後に自動で ト ンボ検出を行う ［ ト ンボタ ンサク］

シー ト 検出後の自動 ト ンボ探索機能を設定し ます。
ト ンボ検出 ・ ト ンボ探索がと もに有効の場合、 シー ト 検出後に自動的に ト ンボを探し ます。
シー ト 検出後の原点から、 ト ンボサイズの半分の間隔で、 設定されたスキャ ン幅の間を往復スキャ ン
し、 線 ・ 点 ・ 印刷物を発見し た と こ ろで ト ンボ検出を行います。
縦線と横線が正し く 検出できれば ト ンボと し て認識し、 原点設定を行います。

★ 適度なオーバーカ ッ ト を設定する こ と で、 特にたわみやすい メ デ ィ アでの始終点の
切り残し を軽減できますが、 過度に設定する と成果物に傷を残すこ とにな り ます。

スキャ ン幅

ト ンボサイズの 1/2

シ ー ト 検出後の
原点位置
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設定手順

1. ローカルモー ド になっている こ と を確認し ます。

2. 【FUNCTION】 キーを押し ます。

3. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ セ ッ テイ ] を選択し ます。

4. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

5. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ ト ンボ タ ンサク ] を選択

し ます。

6. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

7. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 ”ON” を選びます。

8. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

9. ジ ョ グキー【 】【 】を押し て、スキャ ンする幅を選択し ます。

設定値 ： 75FXII Plus : 3 ～ 75cm、 130FXII Plus : 3 ～ 130cm

　 　 　 　 160FXII Plus : 3 ～ 160cm
              CG-GXII シ リーズ : 3 ～ 30cm

10. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

11. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 探索範囲を選択し ます。

設定値 ： 5 ～ 50cm

12. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

13. 【END】 キーを 2 回押し て、 ローカルモー ド に戻り ます。

★ ト ンボと し て認識されない、 また設定探索範囲までスキャ ン し ても反応がない場合、
一定時間探索失敗メ ッ セージを表示し ます。
その後原点位置に戻り、 通常のセ ミ オー ト ト ンボ検出モー ド に移行し ます。

CT1  020 050 0.30

ｾｲﾎｳｹｲ      ＜ENT＞

ｾｯﾃｲ            ＜ENT＞

ﾄﾝﾎﾞ ﾀﾝｻｸ    ＜ent＞

ﾄﾝﾎﾞ ﾀﾝｻｸ       : OFF

ﾄﾝﾎﾞ ﾀﾝｻｸ       : ON

ｽｷｬﾝﾊﾊﾞ       : 10 cm

ｽｷｬﾝﾊﾊﾞ       : 20 cm

ﾀﾝｻｸﾊﾝｲ       : 10 cm

ﾀﾝｻｸﾊﾝｲ       : 30 cm

ﾄﾝﾎﾞ ﾐﾂｶﾘﾏｾﾝﾃﾞｼﾀ

ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ ｶｲｼ ｲﾁ
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確認フ ィ ー ド機能の設定をする ［カ クニン フ ィ ー ド］

テス ト 作図 （セイホウケイ） 実施後に、 作図結果を確認するための繰り出し フ ィ ー ド ・ ヘ ッ ド 横移動
の設定を し ます。
• リ アセ ッ ト 　 　 ： 繰り出し フ ィ ー ド
• フ ロン ト セ ッ ト ： ヘ ッ ド横移動

設定値 ：
OFF ： 繰り出し フ ィ ー ド ・ ヘ ッ ド横移動し ない
ON ： 繰り出し フ ィ ー ド ・ ヘ ッ ド横移動する

各種機能の設定値を初期状態に戻す ［セ ッ テイ リ セ ッ ト ］

設定項目およびパラ メ ータ を、 初期値に戻し ます。

設定手順

1. ローカルモー ド になっている こ と を確認し ます。

2. 【FUNCTION】 キーを押し ます。

3. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ セ ッ テイ ] を選択し ます。

4. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

5. ジ ョ グキー 【 】 【 】 を押し て、 [ セ ッ テイ リ セ ッ ト ] を選

択し ます。

6. 【ENTER/HOLD】 キーを押し ます。

設定項目およびパラ メ ータ を初期化し ます。

7. 【END】 キーを 3 回押し て、 ローカルモー ド に戻り ます。

CT1  020 050 0.30

ｾｲﾎｳｹｲ      ＜ENT＞

ｾｯﾃｲ            ＜ENT＞

ｺﾏﾝﾄﾞ ｷﾘｶｴ  ＜ent＞

ｾｯﾃｲﾘｾｯﾄ    ＜ent＞

IIC ｺﾏﾝﾄﾞ         : ent

CT1  020 050 0.30
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4 章
困った と きは

本装置に異常が発生し た場合や、 エ ラー メ ッ セージを表示し た場合の対処方法につ
いて説明し ます。

本章の内容

故障かな？と思ったら .................................................................................................................................................4-2
メ ッ セージを表示する ト ラ ブル..............................................................................................................................4-4



4-2

故障かな？と思ったら

故障かな？と思ったら、 まず以下の項目をご確認 く だ さい。
それでも解決し ない場合は、 販売店または弊社営業所にご連絡 く だ さい。

現象 原因 対処法

電源が入らない 電源ケーブルを確実に接続し て
いない。

電源ケーブルを本装置と電源コ ンセ
ン ト に確実に接続する。

カ ッ ト （作図） できない ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 側の設定
で、 プロ ッ タ名の設定が違っ て
いる。

ホス ト コ ン ピ ュー タ側の設定を確認
する。

イ ン タ ーフ ェ イ スケーブルを確
実に接続し ていない。

イ ン タ ーフ ェ イ スケーブルを確実に
接続する。

USB ド ラ イバを イ ンス ト ールし
ていない。

付属の FineCut の中にある USB ド ラ
イバを イ ンス ト ールする。

デー タ を受信する前に、 通信エ
ラーになる

電源 を オ ン にす る 順番が異な
る。

ホス ト コ ン ピ ュー タの電源を入れて
から、 本装置の電源を入れる。

コ ン ピ ュー タからデー タ送信す
る と エラーを発生する

通信条件が違っている。 通信条件を確認する。 （ P. 3-54)

誤っ たオペレーシ ョ ン を実行し
た。

正しいオペレーシ ョ ンを実行する。

シー ト を検出できない
[* ｼｰﾄ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ *]

透明のシー ト や裏面が黒いシー
ト を使っている。

シー ト センサー機能をオ フに設定す

る。 （ P. 3-56)

カ ッ ト し た先が点線になる ツールホルダーのツマ ミ が緩ん
でいる。

ツールホルダーのツマ ミ を締める。

刃先を出しすぎている。 刃先を適切な量に調整する。

ツール条件が [HLF] に設定し て
ある。

ツール条件を [CT1]～[CT5] に設定し
て く だ さい。

刃先が欠けているか、 摩耗し て
いる。

新しい刃先に交換する。

刃先の回転がしぶい。 新しいホルダーに交換する。

デー タの長さ と カ ッ ト し た長さ
が異なる

シー ト の厚みによ っ てシー ト 送
りの長さが変わるため。

距離補正 を 実行 し て誤差 を 補正す

る。 （ P. 3-7）
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カ ッ ト にズレが生じ る ピ ンチローラ と グ リ ッ ト ローラ
が確実にシー ト を保持し ていな
い。

ピ ンチローラ と グ リ ッ ト ローラの位
置を確認し、 確実にシー ト を保持す
る。

ク ラ ンプ力の選択 （強弱モー ド）
が適正でない。

ク ラ ン プ 力の選択 を 適正 に 行 う。

（ P. 1-11)

ロールシー ト の巻き具合が緩 く
たるみがあ り、 シー ト フ ィ ー ド
時にシー ト が蛇行または斜行し
ている。

ロールシー ト セ ッ ト 時に、 ロールの
たるみと ロール左右端面を平らに整
え、 シー ト フ ィ ー ド を行う。

シ ー ト の 折 れ 曲 が り に よ り、
シー ト と台紙が剥離し、 気泡が
入っている。

長尺カ ッ ト 時は、 シー ト フ ィ ー ド お
よびカ ッ ト 中シー ト にシー ト が折 り
曲がら ないよ う に注意し、 シー ト に
負荷を与えない。

シー ト のセ ッ ト 方向 （フ ロ ン ト
/ リ ア）とデータ出力方向が合っ
ていない。

長尺カ ッ ト 時は、 シー ト 送 り 方向の
作業スペースを十分確保する。
前面 ： 1.5m 以上
後面 ： 1.5m 以上

シー ト が床面にあた っ てい る。
（シー ト 前端が斜めに カ ッ ト さ
れる）。

カ ッ ト 速度 (SPEED) を下げ、 シー ト
が床面に あ た る 際の負荷 を 和 ら げ
る。

ピ ンチローラ部のサイ ド マージ
ンが不足し ている。

ピ ンチローラ部のサイ ド マージン を
20mm 以上確保する。

• 動作中にツールを引きずる
• 余分な カ ッ タ ー跡がシー ト に

残る

シー ト がたわんでいる。 シー ト がたわまないよ う に取り付け
る。

ツ ールの ア ッ プ ／ダ ウ ン が不
良。

電源を切 り、 手でツールホルダーを
ア ッ プ／ダウ ン で き るか確認する。
ダ ウ ン し た ま ま ア ッ プ し な い場合
は、 販売店にご連絡 く だ さい。

• 切り残しがある。 カ ッ タ ーがダウンする と きの圧
力が弱い。

[ ホセイアツオフセ ッ ト ] の値を増や
し て く だ さい。

現象 原因 対処法
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メ ッ セージを表示する ト ラ ブル

エラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージは、 エラー番号を表示し ます。
エ ラー番号の対処方法を実行し て も解決し ない場合は、 販売店または弊社営業所にご連絡 （サービス
コール） く だ さい。

エラー メ ッ セージ 原因 対処方法

ｴﾗｰ 02 ﾒｲﾝ RAM RAM 制御 RAM に異常が発生し ま し
た。

販売店または弊社営業所まで連絡し て く
だ さい。

ｴﾗｰ 04 ﾌﾗｯｼｭ ROM システムROM に異常が発生し また。

ｴﾗｰ 06 ﾊﾞｯﾌｧ 受信バ ッ フ ァ に異常が発生 し ま し
た。

ｴﾗｰ 08 ﾊﾟﾜｰ モー タ ー関係に異常が発生 し ま し
た。

ｴﾗｰ 10 ｺﾏﾝﾄﾞ コ マ ン ド デー タ 以外の コ ー ド を受
信し ま し た。

ホス ト コ ン ピ ュー タからのコ マン ド デー
タ を確認し て く だ さい。

ｴﾗｰ 11 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 数値範囲外のパ ラ メ ー タ を受信 し
ま し た。

パラ メ ータ を確認し て く だ さい。

ｴﾗｰ 12 ﾃﾞﾊﾞｲｽ 不当なデバ イ ス制御 コ マ ン ド を受
信し ま し た。

デバイ ス制御コ マン ド を確認し て く だ さ
い。

ｴﾗｰ 13 ﾎﾟﾘｺﾞﾝ ポ リ ゴ ン バ ッ フ ァ が オ ー バ ー フ
ローし ま し た。

多角形データ を分割し て く だ さい。

ｴﾗｰ 15 ｵｰﾄ ﾌｨｰﾄﾞ ZX コ マ ン ド で指定 し た長 さ が
フ ィ ー ド できませんで し た。

ホス ト コ ン ピ ュ ー タ からの送信終了後、
長尺シー ト を再セ ッ ト し、 枚数切り を実
行し て く だ さい。

分割カ ッ ト 中は、 2 回目以後のデー
タ で前回のシー ト 長分 フ ィ ー ド が
できませんで し た。

長い シ ー ト を セ ッ ト し、 再度 リ モ ー ト
モー ド にし ます。

ｴﾗｰ 16 AUTOI/F コ マ ン ド の自動認識がで き ません
で し た。

コマン ド名を設定し て く だ さい。 （ P.

3-53）

ｴﾗｰ 20 I/O 通信条件が異な り ます。 ホス ト コ ン ピ ュー タ側と通信条件を合わ

せて く だ さい。 （ P. 3-54）

ｴﾗｰ 27 ﾊﾞｯﾌｧｵｰﾊﾞｰ イ ン タ ー フ ェ イ ス で異常が発生 し
ま し た。

ホス ト コ ン ピ ュー タ側と通信条件を合わ
せるか、 イ ン タ ーフ ェ イ スケーブルを確

認し て く だ さい。 （ P. 3-54）

ｴﾗｰ 30 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 操作パネルで不当なオペ レ ーシ ョ
ンを し ま し た。

正しいオペレーシ ョ ンを し て く だ さい。

ｴﾗｰ 31 ﾃﾞｰﾀ ﾅｼ 枚数切 り を 実行 し たが、 受信バ ッ
フ ァにデータがあ り ません。

枚 数 切 り 機 能 を 参 照 し て く だ さ い。

（ P. 3-13）

ｴﾗｰ 32 ﾃﾞｰﾀｶﾞｵｵｷｲ 受信済みのデータが大きすぎて、 枚
数切りができません。

ｴﾗｰ 33 ｼｰﾄ ｻｲｽﾞ シー ト の送り方向が短すぎます。 長いシー ト をお使い く だ さい。

ｴﾗｰ 34 CUT ﾃﾞｰﾀ ｱﾘ 一時停止中に不当なオペ レ ーシ ョ
ンを実行し ま し た。

【REMOTE】 キーを押し てデータ を カ ッ ト
し て し ま う か、 デー タ ク リ アを実行し て

く だ さい。 （ P. 3-10）
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ｴﾗｰ 36 ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ ト ン ボ検出が で き ま せん で し た。
（シー ト 検出後の ト ンボ検出動作に
おいて）

用紙がカールし ていないか確認し て く だ
さい。

ト ンボ検出開始点の指定が正し いか確認

し て く だ さい。 （ P. 3-33）

白地に黒の ト ンボが印刷し てあるか確認
し て く だ さい。

ト ンボ間に印刷や汚れがないか、 ゴ ミ が
付着し ていないか確認し て く だ さい。

ト ンボ検出の各種設定に誤りがないか確

認し て く だ さい。 （ P. 3-29）

上記の確認事項に異常が無いのに ト ンボ
が検出できない場合は、 販売店または弊
社営業所までご連絡 く だ さい。

ｴﾗｰ 36 ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ

ｴﾗｰ 38 ﾄﾝﾎﾞｽｹｰﾙ
と

JOG & ENT or END を交
互に表示する

ト ン ボ検出が で き ま せん で し た。
（ ト ンボのコ ピーカ ッ ト 中において

P.3-39）

コ シのないシー ト や幅が約800mm を超え
る シ ー ト を 使用す る 場合、 ピ ン チ ロ ー
ラーを 3 個使用し て く だ さい。

ト ンボ間に印刷や汚れがないか、 ゴ ミ が
付着し ていないか確認し て く だ さい。

白地に黒の ト ンボが印刷し てあるか確認
し て く だ さい。

ト ンボ検出の各種設定に誤りがないか確

認し て く だ さい。 （ P. 3-29）

コ シのないシー ト を使用する場合、 ト ン
ボ 1 辺の長さ を 8mm 以上に し て く だ さ
い。 コ ピーする ト ンボの間も 8mm 以上離
し て く だ さい。

ｴﾗｰ 36 ﾄﾝﾎﾞｹﾝｼｭﾂ

ｴﾗｰ 38 ﾄﾝﾎﾞｽｹｰﾙ
と

JOG & ENT or END を交
互に表示する

ト ン ボ検出が で き ま せん で し た。
（ ト ンボのコ ピーカ ッ ト 中において

P.3-39）

用紙押さ えを使用し て ト ンボ検出を行っ
た時、 シー ト がたわんで浮き上がっ て し
ま う 場合は、 用紙押さ えを無効に し てみ
て く だ さい。

エ ラー発生時は、 ラ イ ト ポイ ン タが ト ン
ボ検出開始位置で停止し ています。
ラ イ ト ポイ ン タの位置が正し い ト ンボ検
出開始位置でない場合、 ジ ョ グキーで正
しい位置に移動し ます。 【ENTER】 キーを
押し、 再検出を行います。

再検出を何度か行っ たが正し く 検出でき
ない場合、 販売店または弊社営業所まで
ご連絡 く だ さい。

エラー メ ッ セージ 原因 対処方法

ト ンボ 1 ト ンボ 2

横方向コ ピー時の検出開始点

縦方向コ ピー時の検出開始点
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ワーニング

リ モー ト モー ドのと きに表示する メ ッ セージです。
故障ではあ り ませんので、 必要に応じ て対処し て く だ さい。

ｴﾗｰ 37 ﾄﾝﾎﾞｹﾞﾝﾃﾝ ト ンボ検出の結果、 原点を作図範囲
外に検出し ま し た。

ト ンボをシー ト の内側に配置し て く だ さ
い。

ｴﾗｰ 39 ﾄﾝﾎﾞ ID 
(Plus)

ト ンボ ID を検出できませんで し た。
（ID がないデータ）

ID がないデータは検出を無効にし て く だ
さい。

ト ンボ ID を検出できませんで し た。
（ID があるデータ）

用紙がカールし ていないか確認し て く だ
さい。

白地に黒の ト ンボ ID が印刷し てあるか確
認し て く だ さい。

コ シのないシー ト や幅が約800mm を超え
る シ ー ト を 使用す る 場合、 ピ ン チ ロ ー
ラーを 3 個使用し て く だ さい。

用紙押さ えを使用し て ト ンボ検出を行っ
た時、 シー ト がたわんで浮き上がっ て し
ま う 場合は、 用紙押さ えを無効に し てみ
て く だ さい。

ｴﾗｰ 40 A ﾓｰﾀｰｱﾗｰﾑ シー ト を送 り 出すモー タ ーに過大
な負荷がかかり ま し た。

一度電源を切って、 入れ直し て く だ さい。
シー ト 設定を [ オモイ ] に設定し て く だ さ

い。 （ P. 3-42） ロールシー ト をお使

いの場合はフ ィ ー ド を行っ て必要な分の
シー ト をあらかじめ引き出し、 余裕を持
たせて下さ い。 それで も再び表示する場
合は、 販売店または弊社営業所までご連
絡 く だ さい。

ｴﾗｰ 41 B ﾓｰﾀｰｱﾗｰﾑ キ ャ リ ッ ジ を動かすモー タ ーに過
大な負荷がかかり ま し た。

ｴﾗｰ 42 A ｵｰﾊﾞｰｶﾚﾝﾄ シー ト 送 り 方向のモー タ ーの過電
流エラーを検出し ま し た。

ｴﾗｰ 43 B ｵｰﾊﾞｰｶﾚﾝﾄ シー ト 幅方向のモー タ ーの過電流
エラーを検出し ま し た。

ｴﾗｰ 50 ｹﾞﾝﾃﾝ シー ト サ イ ズの検出がで き ません
で し た。

一度電源を切っ て、 入れ直し て く だ さ い
だ さ い。 再び表示する場合は、 販売店ま
た は弊社営業所 ま で ご 連絡 く だ さ い。
ロールシー ト をお使いの場合はフ ィ ー ド
を行っ て必要な分のシー ト をあらかじめ
引き出し、 余裕を持たせて下さい。

ｴﾗｰ 51 ﾛｰﾗｲﾁ * ピ ン チ ロ ー ラ がグ リ ッ ト ロ ー ラ 上
にあ り ません。

ピ ンチローラの位置をグ リ ッ ト ローラ上
に移動し ます。

メ ッ セージ 原因 対処方法

CT1 ** ﾘﾓｰﾄ ** リ モー ト モー ド になっています。 【REMOTE】 キーを押すと ローカルモー ド
にな り ます。

CT1 * 128KB * 受信 し たデー タ の容量を表示 し て
います。

カ ッ ト （作図） を開始する と、 1KB 単位
で減少し ます。

** ｵﾌｽｹｰﾙ ** カ ッ ト デー タ が有効 カ ッ ト エ リ ア
を越えています。 シー ト の最後まで
カ ッ ト し て停止し ています。

シー ト のサイズを大き く するか、 デー タ
を小さ く し て く だ さ い。 または分割カ ッ
ト 機能を実行し て く だ さい。

エラー メ ッ セージ 原因 対処方法
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* ｼｰﾄ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ * シー ト を取 り 付けずに ク ラ ン プ レ
バーを操作し ま し た。

シー ト を取り付けて ク ラ ンプレバーを操
作し て く だ さい。

** ﾋﾞｭｰ ** ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ か ら の ノ ッ ト
レデ ィ モー ド (NR;) を受信し、 ロー
カルモー ド になっています。

シー ト 検出または原点設定等の必要な動
作を実行し、 【REMOTE】 キーを押し て リ
モー ト モー ド にし て く だ さい。

** ﾃﾞｨｼﾞﾀｲｽﾞ ** ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ か ら のデ ィ ジ
タ イズコマン ド (DP;) を受信し、デ ィ
ジ タ イズモー ド になっています。 

必要に応じ てペン先を移動し 【REMOTE】
キーを押し ます。 デ ィ ジ タ イズモー ド を
解除するには、【DATA CLEAR】キーでデー
タ ク リ アを実行し て く だ さい。

** ｺﾋﾟｰ ｴﾝﾄﾞ ** 受信 デ ー タ に 原 点更新 コ マ ン ド
（ZT;, !PG;） があ り、 １ 枚コ ピーし て
終了し ま し た。

枚数切りはできません。

ト ン ボの コ ピ ー カ ッ ト 位置が始点
から 51m を越えま し た

シー ト 検出をやり直し て く だ さい。

** ﾌﾞﾝｶﾂ **   5s 分割 カ ッ ト で シ ー ト 幅 を 越 え る
データ を カ ッ ト し た後、 次のデータ
の受信を待っています。

10 秒間ホス ト コ ンピ ュータからのデータ
を受信し ない と、 デー タの区切れと認識
し ます。 次に枠カ ッ ト ・ マーク カ ッ ト を
行いローカルモー ド にな り ます。

** ﾌﾞﾝｶﾂ ｴﾝﾄﾞ ** 下記条件のと き表示し ます。
• 原点更新コマン ド （ZT;,!PG;） を含

むデータ を受信
• シー ト 幅が 1cm 以下のと き
• サン プル カ ッ ト がシー ト 幅を越

える と き
• 2 点軸補正が ON のと き
• ト ンボ検出済みのと き

次のパタ ーン以降、 正常に ト ンボを読み
取る こ とができれば問題あ り ません。5 パ
ターン以上連続で読み取れない場合、[ エ

ラー 36 　 ト ンボケンシュ ツ ] （ P. 4-

5） を表示し ます。

ｺﾋﾟｰ ｽｷｯﾌﾟ ｼﾏｽ ト ンボ読み取り連続コ ピー時に、 ト
ンボが読み取れませんで し た。 1 パ
ターン分読み飛ばし ます。

次のパタ ーン以降、 正常に ト ンボを読み
取る こ とができれば問題あ り ません。
5 パターン以上連続で読み取れない場合、

[ エラー36 　 ト ンボケンシュ ツ ] （ P.

4-5） を表示し ます。

ｼｰﾄｶﾞｽﾞﾚﾏｼﾀ <ENT> シー ト のずれが、 スキューチ ェ ッ ク

（ P. 3-32）設定長を超えま し た。

シー ト をセ ッ ト し直し、 [ENTER] キーを
押し て く だ さい。

メ ッ セージ 原因 対処方法
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本体仕様

*1 ： 使用ソ フ ト によ り、 最大送り長に制限があ り ます。
*2 ： 1600mm は、 ４ 個のピンチローラ を使用し た時です。 ピンチローラ 1(PR1) と ピンチローラ

2(PR2) を使用し た場合は、 1570mm にな り ます。
*3 ： 切り落と し可能なシー ト 幅です。
*4 ： シー ト サイズ等によ って最大速度が制限される場合があ り ます。 （ P. 2-9）

*5 ： 反復精度については、 次ページの条件である こ と。
*6 ： 蛍光シー ト 専用刃 （SPB-0007）、 反射シー ト 専用刃 （SPB-0006） 使用時。
*7 ： 専用のパウンシングツールを使用。
*8 ： φ8 ～ φ9 の市販品のペンです。 ペン先の位置がペンによ ってばらつ く ので、 精度 ・ 画質は保

証外です。
*9 ： USB 使用時、 MGL-IIc コマン ドのう ち ESC. 系のコマン ドは使用できません。
*10 ：当社標準測定による数値です。

項目 CG-75FXII (Plus) CG-130FXII (Plus) CG-160FXII (Plus)

セ ッ ト 可能シー ト 幅 mm inch mm inch mm inch

90 ～ 1040 4 ～ 40 90 ～ 1580 4 ～ 62 90 ～ 1880 4 ～ 62

カ ッ ト 可能範囲 *1 760 mm×51 m 1300 mm×51 m 1600 mm*2×51 m

オー ト カ ッ ト 範囲 *3 885 mm 1425 mm 1720 mm

最大速度 *4 140 cm/s （ペンア ッ プで 45° 方向）

設定可能速度
（カ ッ ト ／作図）

1 ～ 10 cm/s (1 cm/s ｽﾃｯﾌﾟ )、10 ～ 50cm/s (5cm/s ｽﾃｯﾌﾟ )、50 ～ 100 cm/s (10 cm/
s ｽﾃｯﾌﾟ )

機械的分解能 5μm

プログラムステ ッ プ 25μm、 10μm (MGL- Ⅱ c)、 100μm、 50μm (MGL- Ⅰ c1)

反復精度 ±0.2 mm ( フ ィ ルムの湿度による伸縮を除 く ）

精度範囲 （反復精度） *5 760 mm×10 m 1300 mm×10 m 1600 mm×10 m

指定フ ィ ルムと カ ッ ト 条件による

最大圧力 400 g (Plus シ リーズは 500g)

設定圧力 カ ッ ター 10 ～ 20 g (2g ｽﾃｯﾌﾟ ), 20 ～ 100 g (5g ｽﾃｯﾌﾟ ), 100 ～ 400 g （Plus シ リーズは 500g）
(10g ｽﾃｯﾌﾟ )

ピン 10 ～ 20 g (2g ｽﾃｯﾌﾟ ), 20 ～ 100 g (5g ｽﾃｯﾌﾟ ), 100 ～ 400 g （Plus シ リーズは 500g）
(10g ｽﾃｯﾌﾟ )

ペン 10 ～ 20 g (2g ｽﾃｯﾌﾟ ), 20 ～ 100 g (5g ｽﾃｯﾌﾟ ), 100 ～ 150 g (10g ｽﾃｯﾌﾟ )

カ ッ ト 可能フ ィ ルム 塩ビシー ト （厚さ 0.2 mm 以下）、 蛍光シー ト *6、 反射シー ト *6、 ラ ミ ネー ト 済み
シー ト （厚さ 0.2 mm 以下）

ﾊﾟｳﾝｼﾝｸﾞ可能用紙 普通紙 （厚さ 0.06 ～ 0.13 mm） *7

使用可能ツール カ ッ ター、 水性ボールペン、 油性ボールペン、 市販ボールペン *8

適合規格 VCCI-classA, FCC ClassA, CE マーキング (EMC 指令、 RoHS 指令、 低電圧指令） ,
CB 認証 , ICE62368-1 準拠 ETL, EAC マーク

コマン ド *9 MGL-II c / I c1

イ ン ターフ ェ イス RS-232C、 USB

受信バッ フ ァ 30M バイ ト 標準 （ソーテ ィ ング有効時は 20M バイ ト ）

動作環境 5 ～ 35 ℃、 35 ～ 75 % (Rh) 　 結露し ないこ と

電源容量 AC100V ～ 240V 　 1A ～ 0.6A 　 50/60Hz

外形寸法 幅 1285 mm 1825 mm 2125 mm

奥行き 700 mm

高さ 1217 mm

重量 47 kg （脚付き） 62 kg （脚付き） 70 kg （脚付き）

騒音 *10 待機時 49 dB （吸着フ ァ ン低速）

動作時 60 dB （連続音）
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反復精度の条件

●プロ ッ タの状態
• 専用ロールバーおよびシー ト セ ッ ト リ ング使用 （ロールシー ト 使用時）
• ク ラ ンプ圧力 ： 強

●シー ト セ ッ ト 状態
• シー ト のサイ ド マージン ： 20 ㎜以上
• シー ト のフ ロン ト 側の状態 ： 反り、 浮きが無いこ と。
• シー ト の折れ曲がり による、 シー ト と台紙の剥離 （気泡混入） が無いこ と。
• シー ト フ ィ ー ド によ り、 正し く シー ト がセ ッ ト されている こ と。
• ロールシー ト の場合、 巻き緩みが無いこ と。 （左右端面に段差が無いこ と）

●カ ッ ト 速度
• 40cm/s 以下 （付属のカ ッ ター使用時）

●カ ッ ト データ
• メ ンテナンス用テス ト パターン （長手方向連続 10 往復）
◎カ ッ ト 中シー ト の極端な折れ曲がり による、 シー ト と台紙の剥離 （気泡混入） がないこ と。

● カ ッ テ ィ ングシー ト やイ ン クジ ェ ッ ト 用メ デ ィ アは、 材質によ って精度の保証ができないものがあ
り ます。
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カ ッ ターの刃先について

刃先の交換

カ ッ ター刃は消耗品です。 刃先が欠けた り切れ味が悪 く な っ てきたら、 新し い刃先に交換し て く だ さ
い。
新しいカ ッ ター刃 （偏芯替刃塩ビ低圧用 ： 型番 SPB-0030） は、 販売店または弊社営業所でお買い求め
く だ さい。

付属品のカ ッ ターの刃先交換方法

1. 刃先が出ている部分を回し て取り ます。

2. ピンセ ッ ト 等で新しい刃先に交換し ます。

付属品以外のカ ッ ターの刃先交換方法

1. ロ ッ クナ ッ ト を緩めます。

2. 調整ノ ブを回し ながら、 ホルダーから抜き取り ます。

3. ピンセ ッ ト 等で新しい刃先に交換し ます。

★ 刃先は鋭利なので、 指で触らないで く だ さい。

★ カ ッ ターホルダーを振らないで く だ さい。 刃先が飛び出す場合があ り危険です。

★ カ ッ ター刃は、 子供の手の届かない場所に保管し て く だ さい。
また、 使用済みのカ ッ ター刃は、 地域の条例に従い廃棄し て く だ さい。
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刃先の調整

付属品以外のカ ッ ターを使用する場合の刃先の調整について説明し ます。
刃先の調整後、 カ ッ ト 条件の設定および試し切り を行い、 切れ具合を確認し て く だ さい。
付属品の刃先の調整については、 （ P. 2-4） を参照し て く だ さい。

1. ロ ッ クナ ッ ト を緩めます。

2. 調整ノ ブを回し、 刃先の出し量を調整し ます。

3. 調整ノ ブが回らないよ う にロ ッ クナ ッ ト を締めます。

*1 　 フ ィ ルムの厚さ ＜ ベース紙の厚さ

参考 ： 　 刃先の出し量 =0.3 ～ 0.5mm （切れない場合交換し て く だ さい）

● オプシ ョ ンの刃先調整器 （型番 OPT-S1005） を使用する と、 正確に刃先の出し量を
調整できます。

切り込み量 =
（フ ィ ルムの厚さ + 台紙の厚さ） *1

2
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裁断カ ッ ターの交換

裁断カ ッ ターの刃先が欠けた り切れが悪 く なってきたら、 新しい裁断カ ッ ター （型番 SPA-0119） に交
換し て く だ さい。

裁断カ ッ ターの交換方法

1. 裁断カ ッ ターのネジを緩めます。

2. 裁断カ ッ ターを取り外し ます。

3. 新しい裁断カ ッ ターを取り付けます。

4. 裁断カ ッ ターのネジを締めて、 裁断カ ッ ターを固定し ます。

★ 刃先は鋭利なので、 指で触らないで く だ さい。

★ カ ッ ター刃は、 子供の手の届かない場所に保管し て く だ さい。
また、 使用済みのカ ッ ター刃は、 地域の条例に従い廃棄し て く だ さい。

★ 交換の際、裁断カ ッ ターの刃がプ ラテン上部に
当たらないよ う に注意し て く だ さい。
刃先が破損する恐れがあ り、 危険です。

★ 裁断カ ッ ターのネジは強めに締めて く だ さい。
使用中にネジが緩み、カ ッ ターが外れる場合が
あ り ます。
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設定シー ト

カ ッ ト （作図） するシー ト を変更する際、 シー ト の厚さ によ っ ては距離補正を行 う 必要があ り ます。
（ P. 3-7）

その際に、 この設定シー ト に交換するシー ト 名と補正値を メ モ し てお く と便利です。
コ ピーし てお使い く だ さい。

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=

シー ト 名 :

A= B=
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機能一覧表

専用キーによる機能

REMOTE キー ： 

CT1 020 050 0.30 CT1   ** ﾘﾓｰﾄ **

ローカルモー ド

DATA CLEAR キー ： 

CT1 020 050 0.30 ﾃﾞｰﾀ ｸﾘｱ   <ENT>

ローカルモー ド

FEED キー ： 

CT1 020 050 0.30

ローカルモー ド

ｼｰﾄ ﾌｨｰﾄﾞ : 1.0m

ENTER HOLD キー ： 

CT1 020 050 0.30

ローカルモー ド

CT1   ** ﾘﾓｰﾄ ** -- ﾎｰﾙﾄﾞ --

-- ﾎｰﾙﾄﾞ --

リ モー ト モー ド
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TOOL キー （ツール条件の設定） ：  

CT1   ** ﾘﾓｰﾄ **

リ モー ト モー ド

CT1 020 050 0.30

CT1 020 050 0.30

現在のツール設定

CT1 020 050 0.30

ローカルモー ド

CT2 020 080 0.30

CT3 050 150 0.30

CT4 020 060 0.30

CT5 020 070 0.30

PEN 040 060

HLF 020 050 0.30

TOOL キー （距離補正） ：  

CT1 020 050 0.30

A=500     B=200

AR=0.0   AL=0.0

B=0.0

ｷｮﾘ ﾎｾｲ＜ENT＞

ｻｸｽﾞｵﾌｾｯﾄ =  0mm

CT1 020 050 0.30 CT1 020 050 0.30
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ジ ョ グモー ド による機能

原点設定方法

CT1 020 050 0.30

ローカルモー ド

0.0 　 　 　 　 0.0 5.0 　 　 　 　 10.0

A=****  B=**** ** ｹﾞﾝﾃﾝ **

カ ッ ト エ リ ア設定方法

CT1 020 050 0.30

ローカルモー ド

0.0 　 　 　 　 0.0 0.0 　      600.0

10.0 　 　  500.0

** ｶｯﾄ 　 ｴﾘｱ **

2 点軸補正設定方法

CT1 020 050 0.30

ローカルモー ド

0.0 　 　 　 　 0.0 0.0 　     　 0.0 p

5.0 　 　   10.0 p

** ﾎｾｲ A,B **
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ペーパーカ ッ ト 設定方法

CT1 020 050 0.30

ローカルモー ド

0.0 　 　 　 　 0.0 ﾍﾟｰﾊﾟｰ ｶｯﾄ<ENT>

** ﾍﾟｰﾊﾟｰ ｶｯﾄ **
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CT1 020 050 0.30 ｾｲﾎｳｹｲ    <ENT>

ﾏｲｽｳｷﾞﾘ   <ENT> ﾏｲｽｳｷﾞﾘ : 1 ﾏｲ ｶﾝｶｸ       : 2 ﾐﾘ

ｾｯﾃｲ        <ENT> ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ   <ent> ﾄﾝﾎﾞ ｹﾝｼｭﾂ :OFF

ｺﾏﾝﾄﾞ ｷﾘｶｴ   <ent> ｺﾏﾝﾄﾞ    :MGL-IIc

ﾂｳｼﾝ ｼﾞｮｳｹﾝ  <ent> ﾎﾞｰﾚｰﾄ      :9600

USB ｿｳﾁ No. <ent> ｿｳﾁ No.         : 0

ｶｯﾄ ﾓｰﾄﾞ     <ent> ｶｯﾄ ﾓｰﾄﾞ :ﾋｮｳｼﾞｭﾝ

ｹﾞﾝﾃﾝｷﾘｶｴ <ent> ｶｯﾄ ﾓｰﾄﾞ :ﾋｮｳｼﾞｭﾝ

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞ    <ent> ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞ    :OFF

ｵｰﾄｶｯﾄ       <ent> ｵｰﾄｶｯﾄ       :OFF

ｶｲﾃﾝ          <ent> ｶｲﾃﾝ          :OFF

ローカルモー ド , , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

1 ～ 999 ﾏｲ 0 ～ 30mm

OFF, 1 ﾃﾝ , 2 ﾃﾝ A,
2 ﾃﾝ B, 3 ﾃﾝ , 4 ﾃﾝ

AUTO, MGL-IIc, MGL-Ic1

1 2 0 0 , 2 4 0 0 , 4 8 0 0 ,
9 6 0 0 , 1 9 2 0 0 , 3 8 4 0 0

0 ～ 99

ﾋｮｳｼﾞｭﾝ , ｺｳｿｸ , ｺｳﾋﾝｲ

ﾁｭｳｼﾝ , ﾐｷﾞｼﾀ

ON, OFF

ON, OFF

ON, OFF

続 く 続 く
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ﾖｳｼｵｻｴ       :ON ｽｹｰﾙﾎｾｲ  : ｱﾄｼﾃｲ ｻｲｽﾞ        :10mm ｵﾌｾｯﾄ A  : 0.0mm

ﾏｲｽｳ B （←） : 1 ﾏｲｽｳ A （↑） : 1 ｹｲｼﾞｮｳ : ﾀｲﾌﾟ 1 ｵﾌｾｯﾄ B  : 0.0mm

ｺｳｿｸﾘﾐｯﾄ       : 0 ｽｷｭｰﾁｪｯｸ      : 0 ｹﾝｼｭﾂﾓｰﾄﾞ : ｾｲﾐﾂ

ﾃﾞｰﾀﾁｮｳ   :8 ﾋﾞｯﾄ ﾊﾟﾘﾃｨ       :NONE ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ       : 1

ｸﾛｰｽﾞﾀｲﾑ    :10s ｽﾃｯﾌﾟｻｲｽﾞ   :0.05 ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ  :HARD

ｶｯﾄﾖﾊｸ     :30mm ｶｯﾄﾎｳｼｷ: 3ｽﾃｯﾌﾟ

ON, OFF OFF, ﾏｴｼﾃｲ , ｱﾄｼﾃｲ 4 ～ 40mm -40.0 ～ +40.0 mm

1 ～ 9999 1 ～ 9999 ﾀｲﾌﾟ 1 , ﾀｲﾌﾟ 2 -40.0 ～ +40.0 mm

0 ～ 60 0 ～ 99 ｾｲﾐﾂ､ｺｳｿｸ

7, 8 NONE, EVEN, ODD 1, 2

3 ～ 60 0.01, 0.05, 0.25, 0.1 HARD, ENQACK,
X-PRM, SOFT, XONOFF

0 ～ 50 3 ｽﾃｯﾌﾟ , 2 ｽﾃｯﾌﾟ 0 ～ 50

・ [ ト ンボケンシュ ツ ] が OFF 以外の時、 設定可能
・ [ データ ID コー ド ] は CG-FXII Plus シ リーズのみ対応

ﾄﾝﾎﾞｴﾗｰﾃｲｼｶｳﾝﾄ : 5

1 ～ 5

ﾃﾞｰﾀIDｺｰﾄﾞ  : OFF

OFF, ON

ｼｰﾄ ﾌｨｰﾄﾞ :OFF

ON, OFF

ﾁｮｳﾌｸｶｯﾄ :50mm

ﾄﾝﾎﾞｴﾗｰﾉﾄｷ :ONｻｲﾀﾞﾝｼﾞｼﾝﾄﾞｳ :OFF

ON, OFFON, OFF
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ｾｯﾃｲ        <ENT>

ﾌﾞｻﾞｰ      　 <ent> ﾌﾞｻﾞｰ           :ON

ﾌﾞﾝｶﾂ ｶｯﾄ   <ent> ﾌﾞﾝｶﾂ ｶｯﾄ   :OFF

ﾃﾝｾﾝ ｶｯﾄ   <ent> ﾃﾝｾﾝ ｶｯﾄ   :OFF

ﾊﾟｳﾝｼﾝｸﾞ    <ent> ﾊﾟｳﾝｼﾝｸﾞ   :OFF

ｻｲｽﾞ ﾍﾝﾄｳﾁ  <ent> ｻｲｽﾞ ﾍﾝﾄｳﾁ : 51m

ｼｰﾄ ｾﾝｻｰ <ent > ｼｰﾄ ｾﾝｻｰ    :ON

ｱｯﾌﾟ ｽﾋﾟｰﾄﾞ <ent> ｱｯﾌﾟ 　 ｽﾋﾟｰﾄﾞ :AUTO

ｼﾞｮｸﾞ ｽﾃｯﾌﾟ <ent> ｽﾃｯﾌﾟ [ ﾐﾘ ] : 1.0

ﾐﾘ／ｲﾝﾁ    <ent> ﾐﾘ／ｲﾝﾁ       : ﾐﾘ

ﾌｨｰﾄﾞｵﾌｾｯﾄ  <ent> ﾌｨｰﾄﾞｵﾌｾｯﾄ 　  :10cm

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

1 ～ 51

ON, OFF

5, 10, 20, 30, 40, 50, 60,
70, 80, 90, 100, AUTO

0.1, 1.0 （ ミ リ）
1/16, 1/254 （イ ンチ）

ﾐﾘ , ｲﾝﾁ

10 ～ 100cm

続 く 続 く

ｶｲﾃﾝ          <ent>

続き 続き

ON, OFF, , 

ON, OFF

ON, OFF

ON, OFF

ﾕｳｾﾝ ｼﾞｭﾝｲ <ent> ﾕｳｾﾝ ｼﾞｭﾝｲ : ﾎｽﾄ

ﾎｽﾄ , ﾊﾟﾈﾙ
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ﾜｸ ｶｯﾄ      :ON ﾏｰｸ ｶｯﾄ     :ON

ﾊｰﾌｶｯﾄ ﾌﾟﾚｽ  :0g ﾊｰﾌｶｯﾄ ﾁｮｳ :0.5mm ｶｯﾄﾁｮｳ    : 10mm

ON, OFF ON, OFF

0 ～ 80 0.1 ～ 0.5 5 ～ 150

[ ブン カ ツ カ ッ ト ] が ON の時、 設定可能

[ テンセン カ ッ ト ] が ON の時、 設定可能
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ｾｯﾃｲ        <ENT>

ｽﾃｷﾞﾘ        <ent> ｽﾃｷﾞﾘ         :ON

ｼｰﾄ ｾｯﾃｲ   <ent> ｼｰﾄ ｾｯﾃｲ : ﾌﾂｳ

ﾎｾｲｱﾂｵﾌｾｯﾄ  <ent> ﾊｻｷﾎｾｲｱﾂ ｵﾌｾｯﾄ :0

ﾋﾟﾝﾁﾛｰﾗ ｽｳ <ent> ﾋﾟﾝﾁﾛｰﾗ ｽｳ : 3 ｺ

ｷﾄﾞｳﾓｰﾄﾞ    <ent> ｷﾄﾞｳﾓｰﾄﾞ : ﾛｰｶﾙ

ﾄﾝﾎﾞ ﾀﾝｻｸ  <ent> ﾄﾝﾎﾞ ﾀﾝｻｸ :OFF

ｾｯﾃｲﾘｾｯﾄ  <ent> IIc ｺﾏﾝﾄ ﾞ   :ent

ｾﾝｻｰﾁｪｯｸ <ent> ﾖｳｼ ｵｻｴ   :ON

ﾎﾟｲﾝﾀｵﾌｾｯﾄ  <ent> A = 0.0   B = 0.0

ｾﾝｻｰｵﾌｾｯﾄ  <ent> A = 0.0   B = 0.0

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

, , 

1 ～ 51

ON, OFF

5, 10, 20, 30, 40, 50, 60,
70, 80, 90, 100, AUTO

0.1, 1.0 （ ミ リ）
1/16, 1/254 （イ ンチ）

ﾐﾘ , ｲﾝﾁ

10 ～ 100cm

続 く

ﾌｨｰﾄﾞｵﾌｾｯﾄ  <ent>

続き 続き

ON, OFF, , 

ON, OFF

ON, OFF

ON, OFF

ｵｰﾊﾞｰｶｯﾄ   <ent> ｵｰﾊﾞｰｶｯﾄ :OFF

ﾎｽﾄ , ﾊﾟﾈﾙ

, , 

ｿｰﾃｨﾝｸﾞ     <ent> ｿｰﾃｨﾝｸﾞ     :OFF

ON, OFF

ﾄﾝﾎﾞｾﾝｻｰ <ENT>

, , 

, , 

ｶｸﾆﾝﾌｨｰﾄﾞ  <ent> ｶｸﾆﾝﾌｨｰﾄﾞ :OFF

ON, OFF
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ｵｰﾄ ﾌｨｰﾄﾞ   :ON ｴﾘｱｶﾝﾘ    :10cm

ﾛｰﾗ ｽｳ ｾﾝﾀｸ :OFF

ON, OFF OFF, 10 ～ 5100

ON, OFF

[ ｿｰﾃｨﾝｸﾞ ] が ON の時、 設定可能

ｽｷｬﾝﾊﾊﾞ   :10cm ﾀﾝｻｸﾊﾝｲ  :10cm

3 ～ 30cm 5 ～ 50cm

ｻｲｽﾞ        :10mm ｹｲｼﾞｮｳ : ﾀｲﾌﾟ 1 ｽﾋﾟｰﾄﾞ   :10cm/s

4 ～ 40mm 10 ～ 30cm/sﾀｲﾌﾟ 1 , ﾀｲﾌﾟ 2
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ｻﾝﾌﾟﾙ ｶｯﾄ <ENT>

ﾘｽﾄ 　 　 　 <ENT>

ﾀﾞﾝﾌﾟ         <ENT>

DISPLAY   <ENT> ﾋｮｳｼﾞ  :Japanese

, , 

, , 

Japanese, English, German, French,
Spanish, Italian,

Portuguese

ｵｰﾄｼｰﾄｶｯﾄ  <ENT> ｶｲｽｳ     = 2

1 ～ 999999

, , 

, , 

ｶﾝｶｸ   = 300mm

1 ～ 10000
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ｾﾝﾀﾝ ｱﾜｾｶｯﾄ  = 0

0 ～ 30
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